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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






　　目次




「翔子」──

第一問

第二問

第三問

第四問

第五問

第六問

第七問

最終問題

あとがき







「翔しよう子こ」

「……雄ゆう二じ」

「この前のＢクラス戦、無事に勝てたようで何よりだ」

「……今週末、予定を空けておいて欲しい」

「だが、俺たちＦクラスはそう簡単には負けない」

「……そろそろ、結ゆい納のうの相談をしたい」

「俺たちは全力を出す。だからお前たちも──」

「……それと、指輪も選びに行くから」

「聞けよ人の話!?　これじゃ俺は一人でよくわからんこと喋ってるバカみたいに見えるだろ!?」

「………………え…………？」

「『え？』じゃねぇよ！　なんだその心しん外がいそうな顔!?　今の俺の台詞せりふのどこに意表を突く部分があった!?」

「……だって、私はちゃんと話を聞いていたから」

「………………え…………？」

「……雄二。そのリアクションは失礼」

「人が試し召しよう戦せん争そうの話をしているのに結納がどうとか言い続けたお前にだけは言われたくねぇぞ……」

「……だって、私は試召戦争の後の話をしてただけだから」

「は？　後の話だと？　どういうことだ？」

「……うん。あのね、次私が勝ったら」

「勝ったら？」

「──雄二には、本当に覚悟を決めてもらう」

「始まる前から心で負けるな俺。勝てばいいんだ。勝てば全てを覆くつがえせるんだ。勝てばいいんだ勝てばいいんだ勝てば──」

「勝てば、私と幸せな結婚ができる」

「それじゃあ勝ち負けの意味が全くなくなるだろ!?」

「……ちなみに、雄二が負けたら」

「俺が負けたら？」

「……私が幸せな結婚ができる」

「まるで同じ選択肢のように見せかけて微妙にニュアンスを変えるな！　私〝が〟幸せな結婚ってなんだ!?　俺の幸福は度外視なのか!?」

「……大丈夫。雄二も幸せになる」

「ほほぅ」

「………………最終的には」

「負けるな俺。絶対負けるな俺。どうせ負けられない戦いだってことは最初からわかっていたじゃないか」

「……なんて、冗談」

「いや……。今までのお前の行動を鑑かんがみるに、それを冗談と捉えられる可能性は限りなくゼロに近いんだが……」

「……大丈夫」

「どこが大丈夫なんだよ」

「……きっと、幸せにするから」

「…………。あのな……。それ、普通逆だろ」

「……きっと、不幸にするから？」

「そっちが逆じゃねぇよ！　それだと誰も喜ばないだろ!?」

「……これも冗談」

「お前の冗談は洒落にならないと思う……」

「……でも、今は逆だけど、」

「ん？」

「……いつか、雄二に言って貰えるように頑張るから」

「………………」

「……雄二？」

「………………頭が痛ぇ」

「……それは多分、恋」

「絶対違う」





















『姫ひめ路じ瑞みず希き嬢。学園長の提案は、とても良いお話だと思います。間違いなく貴女あなたの為になることでしょう』

『………………』

『Ｃクラスとの試召戦争に敗れた以上、貴女方二‐Ｆの設備はみかん箱やござになってしまいます。そのような事態はご家族も望まれていらっしゃらないのでは？』

『そんなことはありませんっ！　私たちは勝ちましたからっ！』

『……勝った……のですか……？　Ｃクラスに、あの状況から？』

『はいっ。ですから、設備が悪いとか、そんなことはないんです』

『ですが、それでも結局はＣクラスの設備ですよね？　あちらではＡクラス待遇だと聞いていますが』

『それだって……私たちがＡクラスに勝てば、同じことです』

『確かに、勝てるのならそうでしょうが──もし、負けたら？』

『負けたのなら……尚更、残りたいです。そんな無責任なこと出来ません』

『クラスの皆さんが「負けたから逃げた」と貴女を蔑さげすむからですか？　貴女のご友人は、貴女の為を思って、率先して送り出してくれるような優しさは持ち合わせないと？』

『そ……そんなことはありませんっ！　皆、優しくて、友達想いで……！』

『そうでしょうね。貴女のご友人であれば、きっとそのような方たちばかりでしょう』

『はい。私の大事な──友達です』

『ですが。だとしたら、貴女が責任感に縛しばられて茨いばらの道を行くことを、優しい友人たちは重荷に感じてしまうのではないですか？』

『…………それは…………』

『まぁ、これらは全て、あなた方が負けてしまったら、という仮定の話ですけどね』

『……大丈夫です。絶対に勝ちますから』




　　　　　☆




〝論ろん功こう行こう賞しよう〟というものがある。

　古来より存在するその言葉は、〝功績の程度を論じ、それに応じた賞を与えること〟という意味を持つ。

　戦国の世では、戦果を挙げた者に対して領地や宝ほう物もつが下か賜しされていた。そして、形は違えども、試し召しよう戦せん争そうも戦争の一つである。

　僕らは、試召戦争という場で挙げた功績への報ほう奨しようを




「──新につ田た祐ゆう。聖典エロ本一冊と肖像生写真二点を与える」

『ははっ。ありがたき幸せ』




　保健体育の資料で行っていた。




「次。Ｅクラス戦にて敵の大将を討ち取った須す川がわ亮りよう」

『はっ』

　雄二の前に立ち、背を伸ばす須川君。

「その功績に応じ、聖灰エロ本の燃え滓を与える」

『………………』

　雄ゆう二じの中での須川君の評価は相当低いようだ。まぁ、その前のＣクラス戦の時に真っ先に裏切って、率先して同士討ちをやってたから仕方ないか。

　というか、なんで雄二は聖典の燃もえ滓かすなんかを持っているんだろう。目尻に一瞬光って見えた涙の存在と合わせて少し気になる。

「次。Ｃクラス戦の論功に入る。単身で敵の包囲網を突破し、姫路瑞希を謀ぼう殺さつの危機から救った吉よし井い明あき久ひさ」

「はっ」

　名前を呼ばれたので、返事をして雄二の前に出る。

「その功績に応じ、とある教師が愛用しているプロテインの残りを与える」

　どうやら僕も相当評価が低いようだ。




『とある教師か……。誰だろうな……』

『まさか、高たか橋はし女史か？　羨うらやましいな』




「皆わかってて言ってるよね!?　あの高橋先生がプロテインを飲んでるわけがないって！　どう考えてもこんなの──」

「ヒント。名前並べ替え：『人』『鉄』」

「ヒントなんかなくてもわかってるよ！　鉄てつ人じんでしょ!?　他に誰がいるって言うのさ！　そもそもたった二文字の並べ替えなんてもうヒントじゃなくて答えそのものだよ！」

　などと息が切れそうな勢いでまくしたてる僕に、雄二は悪戯いたずらっぽく笑みを浮かべながらこう告げた。

「まぁ、冗談だ」

　へ……？　冗談……？

「吉井明久。その功績に応じ、聖典二冊と肖像五点、ならびに美術品エロＤＶＤ一点を与える」

「え──えぇぇぇっ!?」

「どうした。受け取らないのか？」

「い、いえ。ありがたき幸せ」

　雄二の前で膝を折り、報奨の品を受け取った。し、信じられないほどの高評価だ。まさか、あの雄二が僕を評価するなんて……。




『美術品だと……!?　やりやがったな、吉井め……』

『聖典や肖像はともかく、美術品を与えられたのは大きいな』

『くそっ。次の戦では、必ず俺が大功を挙げてみせるからな』




　周囲から妬と心しんと羨せん望ぼうの籠こもった声が聞こえてくる。……なるほど。そういうことか。

　どうやら僕のこの高評価は、Ａクラスとの大一番を前に、クラスの皆の士気を上げるという目的も兼ねているらしい。皆の反応を見ていると、確かに効果的なようだ。

「次。使い捨て装甲板作戦に異を唱えず、率先して勝利の礎いしずえとなった羽は沢ざわ──」

　それぞれの功績を称えられ、論功行賞は続いた。

「──以上。Ｃクラス戦、およびＥクラス戦の論功行賞を終わる。皆、上位の設備を所持しているにもかかわらず下位の設備と入れ替えるという奇行に対し、不平も漏もらさずよくやってくれた」

　雄二が皆を見回して言う。

　あいつが今回こうして報奨を出したのは、前の勝負で折せつ角かく手に入れたＣクラスの設備を、その後に戦って勝ったＥクラスと入れ替えたことに対するフォローの意味もあったようだ。Ａクラスに勝つ為の作戦とは言え、勝負をして負かした相手に上位の設備を与えるなんて不満が出る。それを物ぶつ欲よくでカバーしたってわけだ。




『Ａクラスに勝てば、あの巨大ディスプレイが使えるようになるんだよな』

『功を立てて、是非とも美術品を手に入れたいものだ。上映用に』

『ついでに吉井が手に入れた物も奪っておきたいところだな』




　そのせいで不ふ穏おんな会話もされている。まずい。油断したら僕の宝物を奪われる。

　盗難を防止するために美術品を懐ふところにしまおうとすると、不意に背中に何かの重みがのし掛かってきた。なんだろう？

「アキヒサ。ナニをカクそうとしてるノ？」

　聞き覚えのある片かた言ことの日本語が耳元で聞こえる。この声って、

「リンネ君？」

「そうダヨ。オボえていてクレたんだね、アキヒサ！」













　嬉うれしそうに言って、リンネ君はぎゅうっと背中から抱きついてきた。ぅぐ……。く、苦しい……。

「ん？　明久。その子供は？」

　いつの間にか教室に入ってきていたリンネ君を見て、雄二が尋ねる。

「あ、うん。リンネ君って言ってね、Ｃクラス戦の時に知り合ったんだけど」

「キョウからココのイチネンセイになったリンネ＝クラインだヨ！　ヨロシクね！」

　ニコニコと、楽しげに言うリンネ君。天然の金きん髪ぱつ碧へき眼がんという特徴を持つ彼は、その小柄な体たい軀くを文ふみ月づき学園の制服で飾っていた。

「トビキュウしてるから、ホントはサンネンセイのヨテイだったんだケドネ。ニホンゴもマダマダだし、トシにアワせてイチネンセイからッテ、トウドウが」

　こちらではあまり馴な染じみのない〝飛び級〟という単語を聞いて、どこか納得する。リンネ君は高校生というには大分幼おさなく見えるからだ。

「ソレでアキヒサ。サッキはナニをカクそうとシテたノ？」

　リンネ君が無む邪じや気きな顔で聞いてきた。よもや、こんな天てん真しん爛らん漫まんな子に隠したのはエロＤＶＤだなんて「明久が隠したのはエロＤＶＤだぞ坊主」言えるはずがない。

「エロＤＶＤ？　ナニソレ？」

「保健体育の教育資料みたいなもんだ」

「ヘェー。アキヒサはベンキョウネッシンなんだネ！」

　リンネ君の純真な眼まな差ざしがとても痛い。

「このマエのシショウセンソウもスッゴくカッコよかったし、アキヒサはスゴいヨ！」

「え？　そ、そうかな？」

「ウン！　アキヒサはピンチのトキにカツヤクするし、トモダチおもいだし、Ｈｅｒｏヒーローみたいだヨネ！」

　リンネ君が僕に馴染みのないことを次々と言ってくれた。そんなに褒ほめられると、なんだかこそばゆい。

『『『……洗せん脳のう、か……』』』

「ええい！　皆僕を『うわ、コイツ最低……』って目で見るんじゃない！　僕は何もしていない！」

　クラスの連中の視線は正直だった。

「坊主。コイツはそんなに格好良いのか？」

　雄二がそう問いかけると、リンネ君が勢いよく言い返す。

「カッコいいヨ！　サイコウだヨ！」

　懐にエロＤＶＤを隠し持っている今、その言葉は重荷にしかならない。




『格好良いんなら、まさかエロＤＶＤを持っているわけがないよなぁ』

『もしもそんな物を持っているのなら、格好悪い俺たちが預かってあげないとなぁ』

『だよなぁ。最高に格好良いやつにそんなものは似合わないんだもんなぁ』




　そして更に、周囲からは不穏な気配が伝わってくる。

「坊主。俺にはどう見てもコイツがそんなに格好良い男には見えないんだが」

「カッコイイよ！　いつもはちょっとザンネンかもしれないケド、ピンチになればアキヒサはＨｅｒｏに変身するんだカラ！」

「そうか。ピンチになれば明久はＨｅｎｔａｉヘンタイに変態するのか」

「ソレがニテるのは字じ面づらダケだヨ!?　しかモあんまりニテないヨ!?」

　尚も主張を続けるリンネ君。すると、雄二が僕の方を見てニヤニヤといやらしい笑みを浮かべながら聞いてきた。

「と言っているが、どうなんだ明久。お前は変態なのか？　ヒーローなのか？」

　ぐ……！　あの野郎、さては返答次第で僕の宝物を没収する気だな……！　皆の士気を上げたら回収するだなんて、どこまで汚い男なんだ……！

　屈くつ辱じよくに塗まみれつつも、なんとか言葉を絞り出す。

「………………態、だよ………………」

「聞こえないな。大きな声でハッキリ言ってもらえないと」

　この野郎……！　後で絶対ぶっ飛ばす！

「へ、変態だよっ」

「誰が、何だって？」

「僕は変態だ！」

　ガラッ

　狙っていたとしか思えないタイミングで秀ひで吉よしが登校してきた。

「………………」

　絶ぜつ句くしている僕の前を通過して、自分の席に荷物を置いて秀吉が一言。

「……知っておったが？」

「うわぁぁああんっ！」

　傷ついた！　妙な台詞せりふを高らかに叫ばされたのもそれを秀吉に聞かれたのも辛つらいけど、それ以上に秀吉が僕の変態宣言で眉まゆ一つ動かさないことが一番傷ついたよ！

「アキヒサって、ヘンタイなの？」

「あー……。いや、それはその、なんというか……」

　否ひ定ていも肯こう定ていもしにくい質問だ。

「でもダイジョウブ！　ボクのアイでアキヒサをスクってみせるヨ！」

「ありがとうリンネ君。でもね、助けてもらうよりも、これ以上僕にコンプレックス系のあだ名を増やさないでもらえる方が嬉しいかな」

　葉は月づきちゃんでロリコン、姉さんでシスコン、更にここでショタまでついたらターキーだ。その三つの渾あだ名なは真っ当な人生を歩むのに大きな足かせとなるだろう。

「ソレでね！　ボク、マダマダたくさんアキヒサのカッコいいところがミたいノ！　ピンチのトキのアキヒサはカッコよくてダイスキだカラ！」

「いやいや。だからねリンネ君。それは──ん？」

　否定しようとしたところで、リンネ君の足下に落ちている一冊の本に気が付いた。いや、本と言うよりはノートだろうか。

　とりあえず拾って表紙を眺めてみる。

「なんだろ、コレ。〝Tagebuchタゲブチ〟？」

　意味がわからないので中を見てみるけど、そこには日本語ではなくアルファベットばかりが書いてあった。外国語で書かれているノートということは、僕らの物とは考かんがえ難にくい。足下にあったんだし、きっとリンネ君の物だろう。

「はい、リンネ君。落とし物」

「エ？　ボク、ナニかオトした？」

　僕がノートを手渡すと、リンネ君はぱちくりと目を瞬かせた。

「違うの？　英語が書いてあるみたいだけど」

「ウ〜ン……ボク、イエからナニかモッテきちゃったのカナ？　アリガト、アキヒサ」

　お礼を言ってノートを受け取るリンネ君。自分で持ってきたことも落としたことも気付かないなんて、結構抜けたところもあるみたいだ。

「ジャ、アキヒサにセイフクもミセたし、ボクはそろそろショクインシツにいくネ！」

「職員室？」

「ウン！　ゴゴのシュウカイでハナシをするジュンビをしてくるんダ！　マタネー！」

　リンネ君はパタパタと手を振ると教室から出て行った。賑にぎやかな子だなぁ。

「午後の集会……？　今日の午後って言うと、三年の進路ガイダンスのことか？」

「ん？　どしたの雄二？」

「いや。三年の集会に一年が出るのか、と思ってな」

　言われてみればちょっと変だ。

「留学生だから、とか？」

「そうだな。向こうの大学に行く三年でもいるんだろうなきっと」

　そっか。進路ガイダンスに出るってことは、向こうの学校や文化について説明をしたりするのか。

「さて、と。論功行賞も終わったし、今日のＡクラス戦に備えるか」

　そう言うと、雄二は自分の席についてノートを取り出した。今日の勝負の為に皆の点数などを確認したりするのだろう。

　僕は僕で何か準備をした方が良いのだろうか、なんて考えている時に、俯うつむきがちに何かを呟つぶやきながら教室に入ってくるポニーテールの女子の姿が見えた。美み波なみだ。

「……本当に、どこにいったのかしら。ウチの日記帳Tagebuch……」

「おはよ、美波」

「……やっぱり、昨日間違えて持って来ちゃって……どうしよう……アレを見られたら、ウチは……」

　挨拶をしたけど、こっちに気付いていない。何か考え事をしているみたいだし、どうしたんだろう？

「美波？」

「え？　あ、ああ、アキ。おはよ」

「うん。おはよう」

　挨拶は交わしたものの、美波はなんだか上うわの空そらという様子だ。何か気になることでもあるんだろうか。

「あ、あのね、アキ。ちょっと聞きたいんだけど……」

「な、何かな？」

　美波が妙に真剣な顔をしている。そのせいで聞かれているこっちまで緊張してしまいそうだ。

「い、いや。別に大した話じゃないのよ？　うん。ホント、どうでもいいことなんだけどね、」

　とてもどうでもいいようには見えないけど……。

「その、ウチの日記帳Tagebuch──じゃなくて！　えっと、古典の参考書を見なかった？　どこかに落としちゃったみたいなんだけど……」

「古典の参考書？」

　言われて周囲を見回してみる。すると、誰かの鞄かばんと椅子の脚の陰かげに隠れている何かが見えた。

「あ。あれってそうかな？　古典って書いてあるみたいだよ」

「え？　どれどれ？」

　美波の場所からは死角になっているみたいだ。

「これだよこれ──って、あれ？」

　席を立って拾い上げてみると、落ちていたのは参考書の表紙部分だけだったみたいで、その中身は見当たらなかった。

「あらら。カバーだけか」

「あ、アキ……。それ、中身は……？」

「う〜ん……。ない、かなぁ……」

　見回してみても、やっぱり中身は見当たらない。表紙だけっていうのも妙な話だ。どこかから落ちた拍子でカバーが外れたのなら、中身は近くに落ちているはずなのに。

「これと似たようなサイズの、英語の本なら見たんだけどね」

「それは今どこにあるの!?」

　なぜか美波が凄い勢いで食いついてきた。

「お、落ち着いて美波！　英語の本だから！　古典じゃないから！」

「中を見たの!?　読んだの!?」

　凄い剣けん幕まくだ。何が美波をここまで熱くさせているんだろう。

「まさか、美波」

「な、何よ」

「参考書のカバーをつけておいて、実は中身は別の何かだったり」

「そそそそんなワケないでしょ!?　アキの世界史の参考書じゃあるまいし！」

「君はなぜ僕の参考書の秘密を知っている!?」

　最近隠し場所を変えたはずなのに！　姉さんか！　あの鬼姉が広めているのか！

「そんなことよりアキ。その本には何が書いてあったのか、ちゃんと読めた？」

「いや。中は見たけど、何が書いてあるのかはサッパリだったよ」

「そ、そっか。そうよね。アキに外国語が読めるわけがないものね、一生」

　少しホッとした様子を見せる美波。読めないのは事実だけど、別に一生とまで断言しなくてもいいんじゃないかな……？

「それで、参考までに聞くけど、その英語の本はどこにあるのかしら？」

「一年に留学してきた子に渡したよ。彼の本だと思って」

「ウチ、用事を思い出したわ！」

　聞くや否いなや、美波は凄い勢いで教室を出て行った。一応古典の参考書じゃないかを確認しに行くんだろうか。だとしたら、リンネ君は職員室に行っているから一年生の教室にはいないんだけど……。

　バタバタと慌あわただしく出て行った美波を見て不思議に思ったのか、秀吉と雄二が僕の席にやってきた。

「島しま田だはどうしたのじゃ？」

「何かトラブルか？」

「う〜ん……。そういうわけじゃないと思うけど。なんか、古典の参考書を捜しているみたいだよ」

「参考書？　それくらいであんなに慌てるか？」

「僕に言われても……」

　人から借りた物だった、とかだろうか。

「ふむ……。何やら最近女子陣は様子が変じゃのう。あの真ま面じ目めな姫路もここのところ登校時間が遅いようじゃし」

「確かに姫路はまだ来ていないようだな」

　男子勢は論功行賞の為もあって殆ほとんどが早朝から登校しているけど、女子陣は秀吉しか教室にいない。

「美波はよくわからないけど、姫路さんは教室を間違えちゃってるとかじゃない？」

「それは昨日のお前だろ」

「う……。だって、短い期間でころころ入れ替わるからさ……」

　昨日、いつもの調子でＦクラスに行ったら、Ｃクラスの人たちがいて一瞬驚いてしまった。小こ山やまさんなんて凄い目つきで睨にらみ付つけてきたし。

「まぁ、さすがに教室こそ間違えんが、ワシも今どの教室にどのクラスがおるのか、正しく把握できてはおらんのう」

「だよね。ちょっとわかりづらいよね」

「お前らな……。そこまで複雑なわけでもないんだからちゃんと覚えろよ……」

　雄二は一つ溜ため息いきを吐くと、指を立てて説明してくれた。

「いいか？　俺たち元ＦクラスはＣクラスを経てＥクラスに、元ＥクラスはＣクラスに、元Ｃクラスは」

「そこまでじゃ雄二。明久がもう既すでに考えることを放ほう棄きしておる」

「そんなことないよ。元ＦクラスがＥカップになって、元ＥクラスがＣカップで」

「なるほど。俺が悪かった」

　雄二と秀吉が呆あきれ顔がおをしている。だって、あんな話を口頭で一気に説明されても理解できるわけないじゃないか。

「そうだな……混乱しないように、〝元Ｆクラス〟とかの言い方はやめるか。教室はＣクラスでも、俺たちはＦクラスを名乗ろう。その方がわかりやすいだろ」

「うん。そうだね」

「ならば設備の方は〝Ｃクラス教室〟なら〝Ｃ教室〟とでも言おうかの」

「ま、そんな感じだな。明久が言った〝カップ〟だとクラスの連中が一斉にＦ教室を狙い始める可能性があるからな」

　確かに、雄二の『Ａカップに突撃！』という言葉を無視して『Ｆカップに突撃！』という指示を勝手に出すクラスメイトが大量発生するのは想像に難かたくない。

「つまり、今の状況としては──」

「俺たちＦクラスは〝Ｅ教室〟、Ｃクラスは〝Ｆ教室〟、Ｅクラスは〝Ｃ教室〟にいるってことになるな」













「だいぶわかりやすくなったのう」

　雄二が言いながらノートに図を描く。これなら僕でも理解できる……かな？

「えっと、残りのＡクラスは〝Ａ教室〟で、Ｂクラスは〝Ｂ教室〟でいいんだっけ？」

「いや。Ａクラスはいいが、Ｂクラスはこの前Ａクラスに負けたから、〝Ｃ教室レベルの設備に落とされたＢ教室〟にいることになる」

　試召戦争に負けた下位クラスは教室移動はナシで、備品類のランクが落とされる。何もしていない他のクラスと入れ替えるわけにもいかないし、さすがに教室をボロく改修するわけにもいかないからだろう。

「こうしてみると、随分と大きく状況が動いたのう」

　二年生で試召戦争をやっていないのはＤクラスだけ。他は全てのクラスが戦争をしている。なんとも派手なものだ。

「おまけに、今日はもっと大きな動きがあるからね」

「そうじゃな」

　僕と秀吉が視線を向けると、雄二はそれを受けて大きく頷うなずいた。

「準備は整った。今日の十時にＡクラスに仕掛ける」

　その一言で僕らの間に緊張が走る。Ｆクラスとして、Ａクラスに試召戦争で負けて半年。ついに雪せつ辱じよくを果たす時が来る。そう思うと知らず知らずのうちに全身に力が入っていた。

「というわけで、面子メンツが揃そろい次第作戦の概がい要ようを説明したいんだが」

　生あい憎にくとまだ全員揃ってはいない様子。さっき出て行った美波と、まだ来ていない姫路さん以外の出席状況はと言うと──

「ムッツリーニがおらんようじゃが？」

「…………ここにいる」

　秀吉が呟いた直後にどこからともなく現れたのは、ムッツリーニという愛称で呼ばれるクラスメイトの土つち屋や康こう太た。論功行賞に不参加だった秀吉はムッツリーニが来ていたことを知らなかったみたいだ。

「なんじゃムッツリーニ。来ておったのか。どこにおったのじゃ？」

「…………新しい教室は、色々と手がかかる」

　ポケットから覗のぞくのは、僕には用途のわからない工具。なるほど。新しい教室に小型カメラを設置する為に姿を消していたのか。

「つまり、まだ来ていないのは姫路だけってことか」

　普段は不真面目な僕らは全員が登校していて、クラス一の優等生の姫路さんがまだ登校してきていない。いつもとはまるで逆のこの状況。なんとも違和感だ。

「アイツがいないと、計画に支障が出るんだがな……」

　雄二が僅わずかに眉根を寄せて呟く。

「最近、姫路は朝のＨＲホームルームギリギリに登校しておるようじゃの。放課後もすぐに帰っておるようじゃし」

「確かに最近そんな感じだな……。明久、何か知ってるか？」

「あ、い、いや。僕は何も……」

　知らないと言えば知らないけど、心当たりがないというわけでもない。思い当たるのは、Ｃクラス戦の朝に姫路さんが取った謎なぞの行動。言うことを聞かない僕に、その……キスをした、ってこと。僕としてはその真意を聞きたいのだけれど、最近の姫路さんは一人になることが殆どなく、必ず美波や他の誰かの傍そばにいる。これじゃあ話を聞きたくても切り出せない。

　姫路さんがなぜそんな行動を取っているのか。考えられる理由としては──後悔。あの朝の行為をなかったことにしたいというもの。あるいは、恥ずかしくて逃げ回っている、なんてことも考えられる。僕としては後悔じゃなくて照れているだけだと嬉しいんだけど……。

「でも、話をしているときはいつも通りなんだよなぁ……」

「んむ？　そうじゃろうかの？」

　思わず漏れた僕の呟きに秀吉が反応する。

「ワシには、時とき折おり姫路が何か考え事をしておるように見えるがの」

　いつも通りに見えて、実はそうでもない。秀吉の観察眼は姫路さんをそう捉えているらしい。見る目に長たけた秀吉が言うのなら、それは無視できない情報だ。

「あと、俺にはちっとばかり試召戦争に対して気負いすぎのようにも思えるな」

　秀吉の台詞を継ぐように雄二が言う。実は、それは僕も感じていた。この前のＥクラスとの試召戦争の時、やけに姫路さんの目の色が違って見えたから。

　けれども、気負いも考え事も、どちらも例の朝の一件とはつながりにくい気がする。

　……だとしたら、姫路さんの最近の行動は、照れや後悔が原因ってわけじゃないのかな……？　他に何か別の原因があるってことだろうか。

　少し冷静になって姫路さんについて考えてみるとしよう。一緒に生活をしていた時のことを思い出して、何かヒントを摑むんだ。

「えーっと……」

　目を閉じて、じっくりと記憶の海を探ってみる。そこから何か浮かび上がってくる事実があるかもしれない。




　姫路さんがやってきた日。

　──皆で鍋をやった。酔った姉さんに抱き締められた姿を見られる。




　休日の朝。

　──姫路さんが起こしに来てくれる。隠し持っていたエロ本が見つかる。




　休日の午後。

　──姫路さんと買い物。色々あって、下着を被かぶって姫路さんが着替え中の更衣室に乱入する。




　平日の学校。

　──Ｃクラス戦開始。雄二との熱愛疑惑をバラ撒まかれる。




　その日の放課後。

　──隠し持っていたエロ本が見つかる。




　別の日の放課後。

　──更に隠し持っていたエロ本が見つかる。




「…………僕……どこで人生の選択を間違えたんだろう…………」

「な、なんじゃ明久!?　お主はなぜ脈絡もなく泣き出しておるのじゃ!?」

「あのさ、秀吉……。僕、もしかしたら姫路さんに変態って思われているかもしれないんだ……」

「かもしれないも何も、お主はさっき堂々と自分で宣言しておったのじゃが……」

　思い返せば返すほど、過去の自分を殴りたくなってくる。なるほど。道理で姫路さんは一人になりたがらないワケだ。

「何くだらないこと言ってやがる。明久が変態だなんて今更の話だろうが」

「それもそうじゃな」

「…………様子がおかしくなる理由にはならない」

　なんだか失礼なことを言われている気がする。

「まぁその話はおいといて、とりあえず全員が揃うまでは作戦説明は待ってみるか。早いに越したことはないが、一応戦争開始予定の十時に間に合えばいいからな」

　雄二がそう言って会話を締める。

　結局、姫路さんや美波が教室に入ってきたのは、朝のＨＲの為にやってきた鉄人とほぼ同時と言えるタイミングだった。




　　　　　☆




「よしお前ら、よく聞け！　これから俺たちの試召戦争の総決算、Ａクラス戦の作戦概要を説明する！」

　ＨＲを終えて鉄人が出て行くなり、雄二は教壇に立ってクラスの皆に呼びかけた。今は姫路さんも美波も教室にいる。ちゃんとフルメンバーだ。




「……Ａクラスに勝てば……！」

「……早く見つけないと……アレを見られたら、ウチは……！」




　二人ともちょっと様子がおかしいけど。

「と、その前に。向こうのクラスに通達の使者を出さないと──待て明久どこへ行く」

「嫌だ！　僕は絶対に行かない！　宣戦布告の使者なんて金こん輪りん際ざい御免だ！」

　半年前の記憶が蘇よみがえる。Ｆクラスという最低クラスからの宣戦布告は、相手が上位であればあるほど『舐なめられてる』と思われるらしく、行く度たびにボコボコにされてしまう。あんな思いをするのはもうたくさんだ。

「何を心配しているんだお前は……」

　呆れたように雄二が言う。あ、そっか。考えてみればＡクラスには知り合いも多いし、皆優しいし、そうそう酷い目に遭あわされることもないと

「痛い思いなんか、とうに慣れてるだろ？」

　いや。そういう問題じゃない。

「やれやれ……。それなら、何か勝負で決めようじゃないか」

　勝負？　う〜ん……。

「誰かがやらなきゃならんことだからな。お前だけ免めん除じよってわけにはいかないだろ？」

　そもそも選択肢が『僕』と『それ以外』でしか作られていない気がするけど……まぁ、それは置いておこう。勝てば良いわけだし。

「うん。わかったよ」

「よし」

「ただし、勝負の内容はお互い公平なように他の人に決めてもらうからね」

　雄二が決めた勝負だと僕が不利になる可能性が高い。この条件は譲れない。

「いいだろう。どうせどんな勝負でも俺がお前に負けるわけがないからな。秀吉、出題を頼めるか？」

　二つ返事で承諾すると、雄二は秀吉を指名した。うん。秀吉なら僕も安心だ。きっと公平な問題を出してくれることだろう。

「そうじゃな……。お主らはいつも争ってばかりじゃからな。たまには人を褒めるようなことがあっても良いじゃろ」

　指名を受けて考え込む秀吉。

　少し経ってから、手をポンと叩いてこう言った。

「よし。ここは一つ、〝学園長の良いところを挙げよ〟という問題はどうじゃ？」

「……………………」

　秀吉の出した問題に、思わず俯く僕。

　これは……苦しい……っ！

「……………………」

　でも、隣では雄二のヤツも死ぬほど苦しそうな表情をしていた。なるほど、確かにこれは五ご分ぶ五ご分ぶの勝負だ。

「…………………………………………………………」

「…………………………………………………………」

　お互い沈黙が続く。

「…………………………………………………………」

「………………………………………………あ。健康って、良いことじゃないか？」

　ふと、雄二が呟いた。しまった！　それがあったか！

「くっそぉぉ──っ！」

「ハッ！　明久！　この俺に勝とうなんて百年早いんだよ！」

　雄二が勝ち誇るのも無理はない。学園長の良いところを挙げるなんて、言わば無むから有ゆうを作り出すに等しい偉い業ぎよう。達成できた人間は胸を張って然るべきだ。

「お主ら…。どこまで学園長の評価が低いのじゃ……」

　召喚獣の試運転とかで僕らが受けた仕打ちを考えたら当然だ。

「んじゃ、決まりだな明久」

「く……っ！」

　勝負に異論を挟む気はないけど、宣戦布告か……。正直気が重い。Ａクラスの皆が相手だから大丈夫だとは思うんだけど、それでも不安なものは不安だ。

「はぁ……。やれやれ。それじゃあ、僕は後でＡクラスに──」

「あー、明久。勘違いしているようだが」

「ん？」

「お前が行くのは〝Ｃ教室〟だ。宣戦布告じゃなくて、Ｅクラスの連中に指示を出しに行ってくれ」

「え？　そうなの？」

　Ｅクラスの人たちがいるＣ教室？　Ａクラスのところじゃないの？

「Ａクラスへの宣戦布告は昨日のうちに俺がやっておいたからな」

　なんだ。もう先に雄二が済ませてたのか。

「良かったぁー。Ｅクラスに指示を出してくるだけでいいなら先に言ってよ。宣戦布告かと思って緊張しちゃったじゃないか」

「そうか。快諾してもらえて何よりだ。Ｅクラスの連中は体育会系ばかりで血の気が多いからな。俺たちＦクラスに戦争に負けた挙げ句情けをかけられた、と思っているようで敵てき愾がい心しん丸出しだったから、正直困っていたところなんだ」

「え？　待って？　Ｅクラスって今そんなことになってるの？」

　そんな状態のクラスに指示を出しに行くって、大変なことなんじゃない？　しかも僕って、Ｅクラス代表の中なか林ばやしさんに異様に嫌われていたような……。

「一番の面倒ごとは明久が引き受けてくれたようだし、作戦説明に入るか。皆、待たせたな！　改めてＡクラスとの勝負に勝つための作戦を説明するぞ！」

「ねぇ雄二聞いて！　今そのＡクラスとの勝負を前に、大事な戦力が一人分消え行こうとしているんだ！」

「いいか、まずはこの図を見てくれ」

　雄二は僕の話を思いっきり無視して、黒板に描かれた三階（僕ら二年生のいる階層）の見取り図を前に説明を始めた。う……。言いたいことは色々とあるけど、Ａクラスに勝つのは僕らの悲願だ。とりあえずその為の作戦説明なんだから、今はきちんと聞いておこう。

「俺たちＦクラスの現在位置はここで、敵の位置はここだ」

〝Ｅ教室〟と〝Ａ教室〟の場所を示す雄二。

「んで、単純な点数による戦力比だが、だいたい俺たちＦクラスとＡクラスでは、三倍程度の差がある」

　三倍、という戦力差を聞いたにもかかわらず、クラスの皆は驚きも嘆きもしていなかった。むしろ、『その程度か』と思っているような様子まで窺うかがえる。それもそのはず。この前僕らが経験した勝負は更に酷い戦力差だったのだから。こちらが万全の状態で挑めるこの勝負は、むしろやり易いとさえ感じられる。

「こちらの基本戦術は徹底した各個撃破だ。絶対に一対一で戦うな。少しでも消耗したら撤退して点数補充をし、態勢を整えて再度勝負する」

　これは今まで僕らが取ってきた戦術なので慣れたものだろう。

「俺たちＦクラスは点数でこそＡクラスに劣るが、試召戦争の場ば数かずや気力、体力においては優位にある。それらを活かせば負けることはない。そして、最大限にそれらを活かす為には戦場を大きく広げる──つまり、相手の戦力を分散させる必要がある。一度手に入れたＣ教室を廃棄してＥ教室に拠点を移したのはその為だ」

　Ｃ教室はＡ教室のすぐ隣だ。そんな場所で勝負を始めたら、どう考えても戦場は限定される。そうなれば、雄二の言う各個撃破が困難になってしまうだろう。

「雄二よ。それならばわざわざＣ教室を取らず、Ｆ教室にいたままにしておけば良かったのではないかの？」

　秀吉が手を挙げて質問する。それはもっともな疑問だ。

「いや。Ｂ・Ｃクラスは先に潰つぶしておこうと思っていた。そうしておかないと、余計な邪魔をされる可能性が高かったからな」

　現在Ｂ・Ｃクラスは試召戦争に負けたので、自分たちから宣戦布告を行う権利を失っている。こうなれば三ヶ月は余計な邪魔ができないだろう。後こう顧この憂うれいを断たつ、とかいうヤツだ。

　それに、アイツのことだ。

「当然、なんか悪いことも考えてるんだよね？」

「失礼な。作戦と言え作戦と」

　ただ後の安全の為だけに戦争をしたとは思えない。きっとまた何か卑ひ怯きような手を用意しているのだろう。

「じゃが雄二。基本戦術はわかったのじゃが、ワシらは最終的にどのようにして向こうに勝つのじゃ？」

　再度秀吉が質問する。

　その疑問ももっともだ。相手は学年最高学力を誇るＡクラス。そして、そこの代表の霧きり島しまさんは学年トップの成績だ。彼女を倒さない限り僕らはこの戦争に勝つことはできない。学年最高の点数保持者を相手に、どうやって勝利を収めるのか。これが重要になってくる。

「まさか、雄二が霧島さんを誑たぶらかすとか？」

　全科目において成績優秀な霧島さんには弱点がないように思えるけど、彼女は何な故ぜか雄二に好意を抱いてしまっている。これは霧島さんにとって最大の弱点だ。それを利用したら、うまくいけば勝てるかもしれないけど……

「誰がンなことするか。そんなうまくいくかどうかわからん作戦を頼りにする気はさらさらねぇし、」




『口から硫りゆう酸さんだろ』

『目に硝しよう酸さんじゃないか？』

『尻しりに釘くぎバットとかは？』

『う〜ん……いつもと大して変わらないな』

『図書室から〝拷ごう問もんの歴史〟を借りてきて参考にするのはどうだろうか』

『『『それだっ!!』』』




「そんな方法で勝ったら、俺の命がヤバい」

「あはは。そうだね」

　と、口では同意しておく。

　実際のところ、あの綺麗で頭もスタイルも良い霧島さんに好かれているという時点で雄二の死刑はほぼ確定している。それでも今生きながらえているのは、ひとえに雄二が打倒Ａクラスに有用な人材だからだ。だから、Ａクラス戦が終われば作戦云うん々ぬんに関係なく雄二は始末されるだろうけど──それは黙っておくとしよう。だって、雄二の処刑は僕も切せつ望ぼうしているのだから。

「まぁ、俺の命云々がなくとも、そんな手を使うつもりはないけどな」

「え？　そうなの？」

　てっきり、できることはなんでもやると思っていたけど。

「考えてもみろ。最低のバカクラスと言われた俺たちが、学年最高のクラスに勝つんだぞ？　こんな痛快な勝負を、つまらねぇ勝ち方で終わらせたら勿もつ体たいないだろうが」

　ニッと、自信に溢あふれた顔に不敵な笑みを浮かべる雄二。

　半年前と同じ笑みを見て、僕は少し懐なつかしい気持ちになった。

「さて、話を戻そう。俺たちが翔しよう子こに勝つ為の方法は二つある。一つは物量による波状攻撃。相手に補充をさせることなく攻撃を続け、消耗させて勝つ方法だ」

　雄二が指を立てて説明する。

「だが、これは理論上では可能でも現実的にはほぼ不可能だ」

　雄二の言う状況は、Ａクラスの他の戦力が存在しない場合に限定される。実際の勝負では霧島さんが孤立するようなことはないだろうし、孤立させることに成功したとしてもその状況を長時間保つのは不可能だ。なぜなら、僕らＦクラスは総戦力では圧倒的にＡクラスに劣っているのだから。

「というわけで、もう一つの方法。こちらの最大攻撃力をぶつけることで対処する。具体的には、俺か姫路かムッツリーニが勝負をするって方法だ」

　最近成績が伸びている雄二と、学年二位の実力を持つ姫路さん、そして保健体育の一点に限定したら他の追つい随ずいを許さないムッツリーニ。この三人がＦクラスの瞬間最大攻撃力の保持者だ。

「つまり、今回の勝負は〝いかに霧島のところにその三人のうちのいずれかを送り込むか〟というのが焦しよう点てんとなるわけじゃな？」

「そういうこった」

　前回の勝負では、その方法が〝選抜メンバーによる一騎打ち〟だった。はてさて。今回はどんな方法を考えているのやら。

「他に質問はないか？　……んじゃ、次に具体的な行動の説明に入るぞ」

　そう言うと、雄二は黒板にメンバーの構成表を書き出した。

「まずは渡り廊下。ここは午前中で一番の激戦区になる。ここを明久と島田を中心とした二十名で受け持ってもらう」

　黒板に書かれた見取り図に印をつける雄二。二十人とは、これはまた随分な大部隊だ。

「渡り廊下でやるべきことは、第一に防衛。敵の主力がまっすぐこちらに向かって来られないように道を封ふう鎖さしておく。これは最低限、必ずやってもらいたいことだ」

　今雄二が言っているのは僕らの部隊の仕事だ。忘れないようにしよう。

「そして第二に、木きの下した優ゆう子この撃破。ヤツがここに現れたら、なんとか仕留められるよう狙ってくれ」

「雄二、どうして木下さんを？」

「基本的にこっちの狙いは攪かく乱らんだからな。現場で指揮を執とれる人間に残っていられるのは色々と困るんだよ」

　つまり、早い段階で木下さんを討ち取って補習室に閉じ込めておこうってわけか。

「あと、明久」

「ん？」

「お前はあまり無理をせず、常に部隊の後方で待機していてくれ」

「え？　なに？　凄く気持ち悪いんだけど……」

　思ってもいなかった言葉に鳥とり肌はだが立つ。てっきり雄二のことだから、死を恐れずに突撃しろ、とか言ってくるものかと思ったのに。

「不測の事態が起きた場合、お前に部隊のフォローをしてもらいたいからな。その為だ」

「後ろで待機してフォローの為に点数を温存しておけってこと？」

「ああ。それに、お前には後で観察処分者ならではの仕事がある。それまでは脱落されたら困るんだよ」

「後の仕事っていうのは」

「それはまた後で説明する」

「う〜ん……。よくわからないけど、了解」

　無理をするなというのが作戦なら、それはそれで僕としては助かる。召しよう喚かん獣じゆうがやられた点数は補充で戻せるけど、フィードバックの痛みが消えるわけじゃないからね。

「んで、次。この姫路たちのグループは警戒班だ。階段を中心に敵の奇襲が来ないか見張ってくれ。敵を見かけた場合は一名は戦闘をせずに報告すること」

「は、はいっ！　精一杯頑張ります！」

　学年二位の実力を持っている姫路さんなら、大抵の相手には負けはしない。向こうがよほどの大戦力を投入してこない限りは問題ないだろう。

「さて。次は予備戦力と伝でん令れい班はんについてだが──その前に明久。お前はそろそろＣ教室にコレを届けに行ってくれ。試召戦争が始まったら身動きがとれなくなるからな」

　雄二が手紙を取り出して僕の机に置く。

「え？　いや、でもホラ。僕も作戦説明を聞いておかないと」

「お前の分はさっき説明し終わったから大丈夫だ」

「一応、全体の作戦も把握して」

「聞いたってどうせ忘れるだろ。ほれ、さっさと行ってこい」

　説明もそこそこに、僕は教室を追い出されてしまった。まったく、なんて失礼な。僕だってきちんと理解できるのに。……半分くらいは。




　　　　　☆




「さて、と」

　新校舎と旧校舎をつなぐ渡り廊下のすぐ先にあるＣ教室。今から中に入って雄二から預かった手紙を渡さないといけないんだけど、

「………………行きたくないなぁ………………」

　あんな前置きをされて意い気き揚よう々ようと乗り込めるほど僕もバカじゃない。痛いのに慣れてるとは言っても、痛いものは痛いしね。

「よし。とりあえず、様子でも見てみよう」

　こっそりと教室の中の様子を窺う。すると、ロッカーのあたりが少し見えた。Ｅクラスの皆の持ち物だろう。




　柔道着。

　竹刀しない。

　金属バット。




　おかしい。不安要素ばかりが増えていく。

「そ、そうだ。手紙。手紙の内容を確認しておこう！」

　雄二に渡された手紙に書いてある内容次第で、話が穏便に終わるかどうかが判断できる。それを見てから行動を決めよう。

　えーっと、手紙の中身は……っと。




『　　　　　　　　　←　あぶりだし』




　やばい。下へ手たな文面よりよっぽどイラッとくる。

「あの野郎、何が目的なんだ……っ！　僕の命をＥクラスに捧ささげてどうしようって言うんだ……！」

　これって本当に試召戦争の為の行動なんだろうか。僕には雄二が個人的恨うらみか何かで僕を亡なき者ものにしようとしているようにしか思えない。

「とは言え、届けないワケにもいかないし……」

　なんて迷っていると、

「吉井君、何をしてるのカナ？」

「そんなところで頭を抱えていると怪しい人に見えるわよ？」

「あ、工く藤どうさんに木下さん」

　Ａクラスの工藤愛あい子こさんと木下優子さんが通りかかった。木下さんは一瞬秀吉かと思ったけど……うん。スカートを穿はいてるし、男前な気配を発しているから間違いない。秀吉じゃなくてお姉さんの方だ。

「……なんだか妙に腹が立つんだけど……今は見逃してあげる。試召戦争の前に何かしちゃうと問題になるかもしれないし」

　何かするってなんだろう。この前のＣクラス戦の時に接している時にも思ったけど、たまに木下さんは笑顔の裏に殺さつ気きのようなものが見え隠れしている気がする。

「ところで、吉井君はこんなところでどうしたのかしら？」

「え？　あ、いや、べ、別に」

　雄二から預かった手紙を慌てて隠す。木下さんはこれから僕らが勝負するＡクラスの人だ。何か下手なことを言って作戦がばれてしまうのはまずい。隠さないと！

「Ｆクラスの何かの作戦とかカナ〜？」

　二人にジッとこちらを見られる。うぅ……。困る……。ただでさえ僕はこういう隠し事は苦手だっていうのに……。

「ん〜……。まぁ、別にいいわ。アタシたちには見られたくないものなんでしょ？」

「へ？　いいの？」

　意外なことに、二人ともそれ以上追及してこなかった。拍ひよう子し抜ぬけしてしまったくらいだ。

「だって、貴方あなたたちがＥクラスと設備を入れ替えた時点で何かを企んでいるのはわかってるし」

「うんうん。今更だよね〜」

「むぅ……」

　僕らがＣ教室を手に入れてから、敢えて下位のＥ教室に移動したという話はＡクラスだけではなく学年全体に知れ渡っている。わざわざそんなことをしたからには、そこに何らかの仕掛けが施ほどこされていると予想するのは当然だろう。

「それに、あの坂さか本もと君が途中で誰かに出くわした程度でご破は算さんになるようなやり方をするとは思えないもの。何か対策を打ってるでしょ」

　そこまで雄二を買っている木下さんにこのあぶりだしの手紙を見せたらどんな反応が返ってくるのか、少しだけ気になった。

「あ、そうそう。坂本君と言えば」

「ん？　な、何かな？」

「昨日Ａクラスに来て宣戦布告と一緒にお礼を言っていったわよ。『Ｃクラス戦の時には助かった』って」

「別にそんなに気にすることじゃないのにね。ボクたちだって吉井君に『ＢクラスとＣクラスが手を組んで悪わる巧だくみをしてる』っていう貴重な情報をもらったんだし」

　そうは言うけど、工藤さんたちの協力がなかったらあの勝負は完全に僕たちの負けだった。こちらとしてはいくら感謝してもしたりないくらいだ。

「それで、Ｂクラスと勝負している時に根ね本もと君から変な手紙が届いたんだよね〜」

「確かにアレは驚いたわね。根本君のことだから、てっきり代表に何かまた変な噓うそを吹き込んでくると思ったんだけど──」

「まさか西にし村むら先生との結婚報告だったなんてね。もう、すごくビックリしたよ」

「法的にもまずいでしょうから、今は婚約の報告ってことかしらね」

　うんうん、と頷うなずく工藤さんと木下さん。

　え？　アレを信じちゃうの？

「あはは。冗談だよ吉井君。さすがにあんなのを信じたりはしないよ」

「どこかの誰かが、代表を罠わなにかけようとした手紙の中身を入れ替えたんでしょうね。何かの借りでも返そうとか思って」

　何か言いたげな目でこちらを見る二人。さて。なんのことやら。

「まぁ、天てん罰ばつでも当たったんじゃない？　根本君は色々とやってきた人だから」

「因いん果が応おう報ほうってやつだよね〜」

　にししっと楽しそうに笑う工藤さん。今回の話にしても、先に裏から手を回して余よ所その試召戦争に介入したのは根本君の方だ。自じ業ごう自じ得とくというのはもっともだろう。

「ところで吉井君。邪魔をしているアタシが言うのもなんだけど、こんなところで立ち話をしていてもいいのかしら？」

「え？　ああ、そうだった」

　Ｅクラスに手紙を届けないといけないんだった。

「何をしようとしているのかは知らないケド、他のクラスは授業中だから怒られないようにね」

「そうね。じゃ、吉井君。この後の試召戦争でまた会いましょ」

　そう言って工藤さんと木下さんは歩いて行った。

「あれ？　今は授業中って……」

　それなら、あの二人はどうしてこんな時間にこんな場所にいたんだろう。向こうは向こうで何かの準備をしていたとか？　けど、そんな風には見えなかったし……。

「アキヒサッ。ナニをカンガえこんでるノ？」

「わわっ」

　またしても背中にドンッという衝撃。重さはたいしたことないけれど、首にぶら下がってくるようなこの感じは、きっと彼のものだろう。

「リンネ君？」

「ソウだよ。またアエたネ！」

　にひー、とリンネ君は楽しそうに笑った。

「僕に何か用事かな？」

「ウン！」

　ぴょんと僕の背から降りて正面に回るリンネ君。

「アノね、アキヒサ。さっきボクにワタしてクレたホン、アレはSverigeスヴエーリエじゃなかったヨ」

「え？　そうなの？」

「ウン。だから、ダレかほかのヒトのモノじゃないカナ？」

　スヴェーリエという単語がどういう意味だかはわからないけど、あれがリンネ君の物じゃないと言われているということはわかった。そっか。違ったのか……。

「チョットだけナカをヨンデみたら〝アキヒサ〟ってタンゴがイッパイあったカラ、アキヒサにカンケイあるヒトのモノだとオモうヨ」

「？？？　僕に関係？　誰のだろ……？」

　となると、元々あの教室を使っていたＥクラスの人の物という可能性は低くなる。英語だけで書かれたノートの持ち主って言うと、姫路さんとか？　英語の勉強用のノートだったり。でも、それなら少しは日本語が書かれているはずだろうし……。

「じゃア、ボクがホンヤクしてきてアゲル！　そうしたら、モチヌシにカエしてアゲられるデショ？」

　首を傾げる僕に、リンネ君がありがたいことを言ってくれた。

「いいの、リンネ君？」

「ウン！　オヤスイゴヨウだヨ！」

「そっか。ありがとうね」

「イイエ。どうイタシましテ」

　嬉しそうに笑うリンネ君。良い子だなぁ。

「それジャ、またアトでネ！」

「うん。よろしくね」

　元気いっぱいに手を振って、リンネ君は階段を下りていった。

「さて。僕もいつまでもここにいないで、さっさと手紙を届けないと」

　Ｃ教室を前に考える。

　そうだ。Ｅクラスは授業中ってことなら、この手紙に『Ｅクラス代表様へ』と書いて教室の中の誰かにこっそり渡せばいいんじゃないかな。よし。そうしよう！

　ペンを取り出して手紙に宛名を書いてから教室の後ろ側のドアをちょっとだけ開けて、近くに座っている人に手紙を渡す。受け取ってくれた人は頭に疑問符を浮かべながらもＥクラス代表のところへと手紙を回してくれた。

「これでよし。さっさと教室に戻ろうっと」

　気がつけば戦争開始時刻はもうすぐだ。僕もＦクラスで準備を始めないと。




『ふざけんじゃないわよ──っ!!』




　背中の方から聞こえてくる苛いらついた声は気にしないことにした。
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　Ｆクラスの皆のところに戻ると、一旦作戦説明は終わったのか、雄二は自分の席についていた。

「なんだ。無事だったのか明久」

　僕の姿を見て残念そうに呟く雄二。なんだその期待が外れてがっかり、みたいな表情は。

「それはそれでいつものことだからいいけど……。それより雄二。あの手紙（のあぶりだし）にはなんて書いてあったの？」

「ん？　あれか？　あの手紙には大した意味なんか何もないぞ」

「ホォァタァ！」

「落ち着け明久。いきなり殴りかかってきたら危ないだろうが」

　突き出した拳こぶしは雄二の掌てのひらにガッチリ押さえ込まれてしまった。おのれ、この外げ道どう……！　その無意味な手紙に僕がどれだけ気を揉もんだか……！

「意味がないってどういうこと!?　それなら僕は行く必要はなかったじゃないか！」

「だから落ち着けっての。確かにあの手紙自体に意味はないが、お前が手紙を出しに行くという行動には意味があったんだ」

「へ？」

　僕が行くことに意味がある……？　それってつまり、ＦクラスがＥクラスに何かを伝えようとした、ということを見せるのが目的ってこと？　となると、また雄二得意の攪乱とか、そういった行動につながるってわけだろうか。僕がＥクラスに行くことで、ＡクラスはＥクラスに何かあるんじゃないか、と考える。その裏をついて雄二は何かをやろうと企んでいるとか……。

「あ。じゃあ、途中で工藤さんと木下さんに会ったのもそういう意味では好都合だったのかな」

　僕がＣ教室に行った、という情報がＡクラスに確実に伝わるから。

「そうか。工藤と木下に会ったのか」

「うん」

「流石さすがに宣戦布告をしてある相手の行動くらいは向こうもチェックしているだろうが、より確実性が増したかもしれないな」

　雄二はそこまで気にした様子もなくそう呟く。そう言えば、さっき木下さんたちも『Ｅクラスと何かあるのはわかっている』というようなことを言っていたし、こういったことは予想の範はん疇ちゆうなんだろう。

「あれ？　でも、そうなると僕がわざわざＥクラスに行った理由って……」

　何かあるということがお互いに既き知ちの事実なら、僕が手紙を持って行くという行動は必要なかったはずだ。それなのにわざわざあんなことをやらされたのは──

「──いやがらせ？」

「それもある」

「ホァタァ！」

「くらうかバカ」

　こ、この野郎は……！

「大事な試召戦争が目の前なのにどうしてそんな余裕をかましてるのさ！　今回こそ僕らは絶対に勝って悲願の達成を──」

「ホラ、それだそれ」

　それ？　それって、どれ？

「あんまり硬くなりすぎるなってことだ」

「あ……」

　言われてみて、初めて自分でも気がつく。前の勝負から随分と待ったせいか、妙に気負っていたみたいだ。ある程度の緊張感は必要だけど、気負いは頭も動きも硬くする。どうやら雄二はそれを指摘したかったみたいだ。

「そっか……。ありがとう雄二。何も考えていないように見えるけど、実は色々と考えているんだね」

「そうだろう。たった今思いついた言い訳にしては上等だと自分でも思う」

「おい今なんて言ったこのバカ」

　本当に、コイツって野郎は……！

「まったく……。少しはリンネ君みたいに純粋な心を持って欲しいもんだグェッ」

　突然首根っこを摑つかまれて連れ去られる感覚。なんだなんだ!?

「アキっ！　ちょっといいかしら！」

　目を白黒させていたら、いつの間にか気迫の籠もった目をした美波に教室の隅すみで尋じん問もんされていた。え？　何？　僕何か不ま味ずいことでも言った？

「答えてアキ。リンネ君って、もしかして朝話していた落とし物の本を持っている留学生の名前かしら？」

「う、うん。そうだよ。さっき会ったんだけど、雄二と違って純粋な心の持ち主で」

「さっき会ったっていうのは？」

「Ｅクラスに手紙を届ける時に、ちょっとね」

「そ、そうなんだ……」

　そう言えば、美波はＨＲ前にリンネ君を捜しに行ったんだっけ。この様子だと、やっぱり会えなかったのかな？

「リンネ君の居場所が気になるの？」

「そ、そんなに気になるわけじゃないのよ!?　ただ、その……具体的には、どこで会ったのかな〜、なんてちょっと聞いてみてもいいかな、なんて思ったり」

「渡り廊下のあたりだけど」

「へ、へぇ〜」

　気のないように見せて、思いきり身を乗り出している美波。

「それで、その子は……その……何か言ってた？」

　リンネ君が？　そうだなぁ……。

「そう言えば、さっき渡した本が、自分の物じゃないって」

「う、うん。それだけよね？　それだけしか言われてないわよね？」

　えーっと、あとは──

「その本の中に僕の名前が何度も出てきていたから、翻ほん訳やくして持ってきてくれるって言ってた。そうしたら持ち主がわかるから返してあげられるでしょ、って」

「………………」

　美波の顔から見ていて面白いほど血の気が引いていった。凄い。白粉おしろいでも塗っているみたいだ。

「美波。それがどうか──」

「アキッ!!」

「は、はいっ」

　ぐわし、と美波に肩を摑まれる。

「その留学生の言うことは、一つも信用しちゃダメよ。そして、その子が来たら話をする前に、真っ先にウチに知らせなさい。いいわね？」

「え？　なんで」

「い　い　わ　ね　？（メキィ……ッ）」

「はいっ！　了解ですっ！」

　肩の骨が軋きしむ音を聞きつつ、僕は必死に頷いた。

　なんだこの気迫は。これこそがまさに鬼気迫るという状態に違いない。

「よろしい！　じゃあウチはちょっと用事があるから──」

「ん？　島田。どこに行くんだ？」

　そそくさと教室を出て行こうとする美波を雄二が呼び止めた。

「ど、どこって別に」

「悪いが待機していてくれると助かる。そろそろ勝負が始まるからな」

「え？　えっと、それは、その……」

「？？？　何か大事な用事でもあるのか？」

「だ、大事!?　そんなわけないじゃない！　ウチが捜してるのはただの普通の参考書で、全っっっ然大事でもなんでもないんだから！」

「お、おう。そうか。それじゃあ待機していてくれ」

　美波の妙なテンションに圧されつつ、雄二は教壇へと向かっていった。

「あぁぁぁ……。ウチのバカ……！　勝負が始まったら抜け出せないのに……！」

　そして美波は何故か頭を抱えていた。彼女に一体何が起こっているんだ。

　そんな美波をよそに、雄二が壇上に立って教卓に手を突く。

「…………」

　何も言わず、黙ってクラスの皆の前に立つ雄二。




『『『………………』』』




　騒がしかった教室は、それだけで静せい寂じやくに包まれた。

　時計の針がカチッと音を立てて一歩進む。

　少しの間そうしていると、雄二は静かになった皆に向かってゆっくりと語りかけ始めた。

「さて……。それじゃお前ら、待たせたな」

　叫んでいるわけでもないのに、はっきりと聞き取ることのできる声が教室に響く。

「このメンバーが揃えられて半年、色々なことがあった」

　僕らが二年生になって、気が付けば半年が過ぎている。つまり、このクラスの皆は同じ設備、同じ空間で半年という時間を過ごしたことになる。

「俺たちはことあるごとに散々バカにされてきたが、この半年を振り返ってみろ。本当に俺たちは無能揃いか？　何をやっても勝てないクズしかいないのか？」

　学園祭に学力強化合宿。Ｄクラス戦に野球大会。肝きも試だめしなんてものもあった。それらの勝負で、僕らは本当に周囲に見下されるような結果しか出していないのだろうか。ここ一番の勝負で、勝ちをたぐり寄せられないで終わってきただろうか。

　そんなことはない。学力では劣っていたとしても、このクラス全員の力で今までやってきた。その上で、結果を出してきた。

「いいかお前ら。俺たちは──Ｆクラスは最強だ」

　だからこそ言える、自信に満ちた一言。僕らがこの半年で積み重ねてきたものは決して無駄じゃない。全てが経験となり、力になっている。今日はそれらの総決算。僕らの力を証明する機会だ。

「全員実力を示せ！　学年最高位……獲とりに行くぞ！」

『『『っっしゃぁぁあ──っ!!』』』

　半年前に抱いた目標に、再び挑む。

　試召戦争開始まであとわずか。この半年の総決算が、いよいよ間近へと迫っていた。





























　持ち場に向かおうと、教室を出る前。

　最近あまり話が出来ていない姫ひめ路じさんの様子をチラッと確認すると、

「……大丈夫。勝てる。きっと勝てるから……」

　彼女はどこかいつもと違っていて、心配になった。

　──そして、今。

　渡り廊下での勝負を控えた状態で、隣にいる美み波なみの様子を確認すると、

「……大丈夫。このままアキの近くにいて留学生と接触する前にウチが回収したらいいんだから。アキから目を離さなければ大丈夫。アキから離れなければ、アキを自由にさせなければ……」

　彼女は明らかにいつもと違っていて、とても心配になった。

「アキっ」

「は、はいっ。なんでしょうか美波さんっ」

「ウチは絶対に戦死することなく、生き延びるから。いいわね？」

「う、うん。勿もち論ろんだよ」

「補習室に連れて行かれて身動きが取れなくなったら終わりなんだから、死ぬ気でやるわよ。いいわね？」

「うん。頼もしいよ」

「そしてどうしようもなくなったら、ウチがアキを補習室送りにするわ。いいわね？」

「待って美波。それ全然良くない」

　本当に、姫路さんも美波も、何があったんだろう。心配だ……。

　なんていう考え事も、

『来たぞ吉よし井い！　Ａクラスだ！』

　須す川がわ君のその一言で中断させられた。

「やるわよ、アキ」

「オーケー」

　様子がおかしかった美波の表情がすっと切り替わる。よくわからないことを言っていたけど、クラスの勝利を目指す気持ちに曇くもりはないみたいだ。よし！　僕も切り替えていくか！

「皆、雄ゆう二じに言われた僕らの仕事を忘れないようにね！」

『『『了解っ！』』』

　新校舎と旧校舎をつなぐ渡り廊下。僕らＦクラスとＡクラスの勝負は、ここでその戦端を開くことになった。




『『試獣召喚サモンっ!!』』




　先頭に立つＡクラスの生徒二人が召喚を開始した。まずは様子見といったところだろうか。後ろには他に５人のＡクラス勢がいるのに、参加してくる気配はない。

　そんな暢のん気きに構えているのなら……まずはその首、置いていってもらおうか！

「加か藤とう君、近こん藤どう君、よろしく！」




『『ＯＫ！　試獣召喚サ　モ　ンっ!!』』




　こちらも向こうと同じように二人、加藤君と近藤君が召喚を開始する。

　ＡクラスとＦクラス、それぞれ二体ずつの召しよう喚かん獣じゆうが渡り廊下の中央で向き合った。




『Ａクラス　　　栗くり本もと雷らい太た　　　　＆　　　Ａクラス　横よこ田た奈な々な

　　数学　　　　２３９点　　　　＆　　　２４３点　　　　　　』




『Ｆクラス　　　加藤隆たかし　　　　　＆　　　Ｆクラス　近藤吉よし宗むね

　　数学　　　　　91点　　　　　＆　　　84点　　　　　　　　』




　お互いの科目と点数が表示される。流石さすがはＡクラス。この成績は今まで勝負したクラスの代表よりも高い。まともに戦ったら負けてしまうだろう。

　先陣を切る加藤君と近藤君の召喚獣が、それぞれ大上段に構えた武器を振り下ろす。特に何の細工もしていないその攻撃は、相手が構えた得え物ものに受け止められてしまった。

　そのまま武器をぶつけ合う彼らに続いて──




『『『試獣召喚サ　モ　ンっ!!』』』




　さらに四名のＦクラスの仲間が召喚を開始した。

　先を行く加藤君と近藤君は、ある程度数学が得意な二人で揃そろえられている。

　では、後に続いた四人はと言うと、




『Ｆクラス　　　有う働どう住すみ吉よし　　　＆　　　Ｆクラス　　　遠えん藤どう健けん介すけ

　　数学　　　　　　58点　　　＆　　　79点　　　　　　　　　　』




『Ｆクラス　　　堀ほつ田た喜き一いち　　　＆　　　Ｆクラス　　　真ま中なか辰たつ夫お

　　数学　　　　　　87点　　　＆　　　64点　　　　　　　　　　』




　この通り点数はバラバラだし、これが四人の得意科目というわけでもない。

　けど、こちらもきちんと揃えている。点数や得意科目ではない要素を。

「長なが物もの班はん──突撃！」

『『『おおお──っ!!』』』

　続いた有働君たちが得物を構え、横一列に足並みを揃えて突進した。

　揃えたのは、召喚獣が持つ得物の長さ。この四人は全員が槍やりや棍こんのように、リーチの長い武器の所有者だ。

『ンな……っ!?』

　敵がこちらの行動に目を剝むく。恐らく、向こうから見たらこっちのやろうとしていることは無む謀ぼうに見えたからだろう。

　召喚獣の操作は難しい。自分の身体とは頭身が異なり、力だって人間とは全然違うのだから。それを狭い廊下で四人横一列に並べ、前方にいる味方の、更に背中の向こうにいる敵に対して攻撃を加える。これは言葉で表すよりもずっと困難な行為だ。普通なら隣にいる味方とぶつかり合ったり、突進の速度がずれたり、前方の味方の背中に槍を刺してしまったりするだろう。

　けど、僕たちならそれができる。何度も試召戦争を繰り返して、様々な局面での戦いを経験してきた僕たちＦクラスなら、それは不可能な行動じゃない。




『Ａクラス　　　栗本雷太　　　　＆　　　Ａクラス　　　横田奈々

　　数学　　　　　　73点　　　　＆　　　１７９点　　　　　　　　』




　先せん鋒ぽう二人と鍔つば迫ぜり合あいをしていた相手は、突き出された槍をまともに受けて点数を減らしていた。

『『そんな……っ！』』

　Ａクラスの二人が悔くやしそうに表情を歪ゆがめる。

　それを見て近藤君がニヤリと笑みを浮かべた。

『俺たちを──Ｆクラスの力を、舐なめるなよ！』




『Ｆクラス　　　近藤吉宗

　　数学　　　　　　26点　』




　そう勝ち誇る近藤君の背中に味方の槍が一本刺さっているのは黙っておくとしよう。

『仕方ない！　交代を──』

　すかさず手傷を負った相手が他のメンバーと交代しようとする。そうはさせるかっ！

「頼んだよ美波！　加藤君と一緒に追撃して！　近藤君は下がって補充試験に向かうんだ！」

「了解よ！　試獣召喚サ　モ　ンっ！」

『逃がすもんかよ！』

『『く……っ！』』

『え？　なんで俺補充しなきゃいかんの？』

　あの難しい召喚獣の操作で、四人中三人が敵に攻撃を加えることができたならこの作戦は成功と言えるだろう。あとは止めを刺すだけだ！




『Ａクラス　　　栗本雷太　　　　ＶＳ　　　Ｆクラス　　　島しま田だ美波

　　数学　　　　　　73点　　　　ＶＳ　　　１６１点　　　　　　　　』




　攻撃を受けて動きの鈍にぶった敵に、すかさず美波が肉にく薄はくする。一度点数さえ減らしてしまえば、場数ではこちらの方が上だ。負けようはずがない。

『く、栗本君を援護するわよ！　試獣召喚サ　モ　ン！』

　Ａクラスの他の人たちが慌あわてて召喚を開始する。手痛い先制を食らって様子見どころではなくなったようだ。それならこちらも！

「斉さい藤とう君、田た中なか君！」

『『試獣召喚サ　モ　ン！』』

　比較的数学が得意な斉藤君と田中君を追加投入。そして、長物を構えた四人は彼らの召喚獣のスペースを空けるために即座に下がっていた。この辺の統制のとれた行動はそうそう他のクラスに真似できることじゃない。僕らＦクラスの強みだ。

『この人数ならこっちの方が！』

　Ａクラスの誰かが叫ぶ。

　向こうは全員が参加して七人で、こちらの参加人数は長物班が下がったので四人。この人数差なら点数を考慮しなくてもＡクラスの方が有利に見える。

　けど、実際はそうじゃない。

『く──っそぉぉっ！』

「負けられないのよ、ウチは！」

　美波がＡクラスの栗本君を討うち取とる。そして、一度後退して他の三人と横一列に並んだ。こうすると、必然的に相手も横一列になって戦うことになる。ここで大事なのは、廊下の幅だ。横一列に並ぶとなると、せいぜい四人が限界だ。つまり、向こうの七人のうち三人は戦闘に参加できないことになる。いや、さっき美波が一人討ち取ったから六人のうち二人か。




『ちょ──邪魔……！』

『あ、危ないわね！』

『くそっ！　そこどいてくれ！』




　Ａクラスの人たちが口々に怒鳴り合う。味方同士で武器がぶつかり合ってしまってうまく動けないでいるようだ。

　こちらが密集しているのだから、本当なら向こうは高い点数を活かして誰かが大威力の一撃を叩き込むのが望ましい。こっちの力じゃそれを押さえ込むのは難しいのだから。

　けど、向こうは僕らの先制に浮き足立って戦力を一気に投入してしまった。これでは味方に当ててしまう可能性があるので大振りの攻撃はしにくい。

　一方、こちらはと言うと──




『テメェ！　今俺に攻撃当てただろ！』

『うるせぇ！　敵にも当てたんだからいいだろ！　お前の犠牲なんて安いモンだ！』

『だいたいそう言うお前だってさっき近藤の背中に槍ぶっ刺してただろうが！』




　この通り、多少の同士討ち程度なら躊躇ためらわずに攻撃ができるメンバーだらけだ。なにせ、前のＣクラス戦では戦争中にもかかわらず僕や雄二に全力攻撃を仕掛けてきたくらいなのだから。

　頭の良いＡクラスならこの程度のロジックは理解できていることだろう。でも、それと実際に行動するのは全くの別物だ。

　向こうが戸惑っている中、こちらは狭いスペースを巧うまく使い、時とき折おり長物隊による後方からの支援を得て攻撃を重ねる。

　この最初の激突は僕たちＦクラスがアドバンテージを握ったと言えるだろう。

「このまま続けよう。隊列を崩さないように注意して」

『『『了解』』』

　最前列には（僕らの中では）点数の高い人を配置して、その後ろからリーチの長い武器の人が支援する。堅実で隙すきのない戦法は、確実に相手の戦力を削っていた。

『落ち着いて。一旦教室まで下がりましょう』

　Ａクラスの女子が態勢を立て直す為に、ゆっくりと後退を開始する。撤退か……。どうしよう。追って前線を押し上げた方がいいだろうか？

　現時点で僕らは新校舎まであと数歩のところまで来ている。このまま更に前に出たら、新校舎の階段を封ふう鎖さできる。相手の行動を制限する絶好のチャンスだ。

　なんて考えていたら、美波が僕の隣にやってきて耳打ちした。

「アキ。向こうの今の指示、ちょっと怪あやしいかも」

「え？　怪しいって何が？」

「下がるって言ったとき、向こうの何人かが階段の方をチラッと見ていたのよ」

　階段の方ということは、Ａ教室への後退ルートを確認したとは考かんがえ難にくい。それなのにわざわざ視線を送ったということは──十中八九、階段の方に何かがある。

「伏ふく兵へいか……」

「多分ね」

　向こうも何か作戦を立ててきたということだろう。美波のおかげでそれに事前に気付くことが出来たのは大きい。

「ありがとう美波。そんなの、よく気付いたね」

「べ、別に試召戦争に集中してないわけじゃないのよ!?　ただ、ちょっと誰かが来るかもしれないと思って周囲を警戒していただけで！」

　お手て柄がらだというのに美波は妙に慌てている。なぜだろう。

「それで、どうするのアキ。ここで止まる？」

「うーん……。向こうに木きの下したさんの姿は？」

「今のところ出てきてないわね」

　雄二の話によると、木下さんは現場で指揮を執とることが多いらしい。だというのに、序盤のこの主戦場で未いまだに姿を見せていない。ということは、どこかに隠れている可能性が高い。

「よし。追撃しよう。美波は須川君・横よこ溝みぞ君と──他にも四人ほど点数が高い人を集めて一緒に左側で待機してくれるかな」

「迎え撃つってこと？」

「うん。雄二の言っていた、もう一つの目的を果たそう」

　存在が明かされた伏兵なら怖くはない。今ここで、隠れている木下さんを討ち取る！

「そうね。少しでも有利に進めて──一秒でも早くこの勝負を終わらせないと……！」

　やけに気持ちの籠こもった返事が聞こえる。今日の美波の気合いは半はん端ぱじゃない。本当に、彼女に何があったんだ。

「じゃあ、ウチは須川たちに作戦を伝えてくるわ」

　美波が再び前線へと戻り、階段のある左側に位置取る。須川君や横溝君もそれに倣ならって移動していた。よっしゃ。行くか！

「皆、追撃するよ！　一気に突き進むんだ！」

『『『おうよっ!!』』』

　頼もしい返事と同時に、一斉に前に出る仲間たち。

　対するＡクラスは手痛い初撃を受けたのも相あい俟まって、大した抵抗もせずにずるずると下がっていった。下がるＡクラスに追うＦクラス。こんな光景はなかなか見られるものじゃない。

　そして、勝負の場が階段前に移ったところで、左手側から予想していた喚よび声ごえが聞こえてきた。




『『『試獣召喚サ　モ　ンっ!!』』』




　よしっ！　大当たり！

「美波、頼んだよ！」

「オーケー！」

　階段側から出てきた相手に対し、すかさず美波たちが襲いかかる。

　奇襲の為に駆け出そうとしていた相手は、これで逆に意表を突かれる形となった。

「……よく気付いたわね、吉井君」

　階段の踊り場から響く、秀ひで吉よしに似た声。そこには、僕らを横手から奇襲しようとしていた木下さんの姿があった。向こうは三人。これならいける！

「戸と沢ざわ君、根ね岸ぎし君、氷ひ室むろ君は木下さんの方へ！　ここで彼女を討ち取るんだ！」

『『『了解っ！』』』

　木下さんの方は美波や須川君を含めた六人が当たっている。正面にいる味方も六人。そうそう突破されるようなことはない。ここでの勝負、僕らが貰もらう！

「……下がるわよ」

　木下さんの後退指示。させるかっ！

「皆追って！　なんとしてもここで仕留めるんだ！」

　雄二が言っていた目的を達成する為、逃げる木下さんたちを追撃するよう部隊の後方から指示を出す。

　すると、踊り場の奥から木下さんの呟つぶやきらしい声が聞こえてきた。

「へぇ……。アタシを追ってくるんだ？」

　追い詰められているはずなのに、なぜか余裕のある木下さんの口調。あ……れ……？　なにか、嫌な気配が……

「──ホントに坂さか本もと君の考えが読めるのね、代表って」

『『『試獣召喚サ　モ　ン!!』』』

「「「──っ!?!?」」」

　突然あさっての方向から聞こえてきた喚び声に、Ｆクラスの全員が目を剝いた。向こうは……Ｂクラス!?　どういうこと!?




『Ａクラス　　　時任正まさ浩ひろ　　　　ＶＳ　　　Ｆクラス　　　氷室正ただし

　　数学　　　　２６５点　　　　ＶＳ　　　６点　　　　　　　　　』




『Ａクラス　　　花はな岡おか麗れい　　　　　ＶＳ　　　Ｆクラス　　　野の村むら一いつ平ぺい

　　数学　　　　２４３点　　　　ＶＳ　　　ＤＥＡＤ　　　　　　　』




　背中からの攻撃を受け、数人の仲間が消耗もしくは戦死という憂うき目めを見る。

　まずい！　木下さんのいる踊り場に向かっていたせいで、完璧に背中を取られた！

「取り囲んで！　一人残らず補習室送りにするわ！」

　木下さんの指示が聞こえる。踊り場で後退していたはずの木下さんたちはこれを機に攻勢へと打って出てきた。やられた……！　木下さんは囮おとりだったのか……！

　囲まれたら隊列を活かした戦法は使えない上に、補充に戻ることもできなくなる。そうなれば僕らの全滅は必至だ。Ｆクラスは序盤でいきなり人数の大半を失ってしまうことになる。Ａクラスが相手だっていうのに、調子に乗って欲をかきすぎたか……！

「皆、急いで撤退！　渡り廊下で隊列を組み直すよ！」

　けど、まだなんとかなる！　まだ完全に包囲されてはいない！

『誰が逃がすものかよ！』

「いいや、逃がしてもらうよ！　──試獣召喚サ　モ　ンっ！」

　Ｂクラスから出てきた敵に対して、僕は召喚獣を出して応じた。僕がここを押さえたら辛かろうじて退路は残る。なるほど。こういう場面を想定して雄二は僕を後ろに置いたのか！

『吉井か……！　邪魔をしないでもらおうか！』

「そうはいかないよ。ここは譲れないんだ」

　美波たちの背後に回ろうとする相手の正面に立って、木ぼく刀とうを打ち下ろす。向こうがそれを防御して反撃に転じようとしたら、今度は横に回って狙いもつけずに殴り付ける。僕の目的は撃破じゃなくて足止めだ。攻撃を当てる必要はない。

『く……！　こ、の……っ！』

　相手は実戦経験が少ないのか、大振りな攻撃を繰り出しては空を切っていた。

「皆、今のうちに早く！　消耗している人は列の中に入って走って！」

「逃がしちゃダメよ！　取り囲んで！　吉井君のことは無理して討ち取ろうとしないでもいいわ！」

　僕と木下さんの指示が飛び交う。

『時任君。あっちは私に任せて』

『くそっ。頼む！』

　僕が時任君と打ち合っている脇を、他のＡクラス女子が通過しようとする。そうはいくかっ！

「二重召喚ダブル！」

　もう一体の召喚獣を喚び出してその行く手を塞ふさぐ。僕らはここでやられるわけにはいかないんだ！

『どいてよっ！』

　点数の差を盾たてに、相手の女子が身体を丸めて突っ込んでくる。一、二発もらっても充分な点数が残るという考えだろう。

　けど、そんな方法は今までに散々見てきた。こっちは対処に慣れている！

「ここだっ！」

　相手の召喚獣が勢いをつけて踏み出そうとした足を刈る。そして体勢が崩れたところに体当たりを叩き込んだ。

『あっ！　ご、ごめんなさい。時任君』

　突き飛ばされた召喚獣が時任君の召喚獣ともつれ合う。その隙すきにこちらは木刀を振り下ろした。




『Ａクラス　　　時任正浩　　　　ＶＳ　　　Ｆクラス　　　吉井明あき久ひさ

　　数学　　　　２２４点　　　　ＶＳ　　　82点　　　　　　　　　』




『この野郎……っ！』

　時任君が口くち惜おしげに僕を見る。

「時任君！　今は吉井君には構わないで！　簡単に倒せる相手じゃないから！」

『く……！　わ、わかってる！』

「そうはいかないよ。たくさん構ってもらわないと」

　なんて話している間に横から走り抜けようとした三人目を転ばせる。僕の召喚獣の力は弱いけど、だからって無能なわけじゃない！

　そうやって時間を稼かせいでいるうちに、徐々に囲まれかけていた仲間が戻ってくる。このままいけば、被害は最小限で済む……！

『木下、このままだと逃げられるぞ！　アレを頼む！』

「う……。や、やっぱり、やらないとダメ？」

『今更何言ってるんだよ！　今回は全力でやるって決めただろ！』

「ああもうっ。わかったわよ！　やるわよ！　吉井君、この恨うらみ忘れないからね……！」

　そんな会話が聞こえた後、階段で勝負をしている美波や須川君のところに動きが見えた。木下さんが誰かに話しかけているみたいだ。相手は──須川君だろうか？




「え、えっと。須川君……だったわよね？」

「そうだが、何か？」

「こういう時に言うことじゃないかもしれないけど、その……」

「？？？」

「よ、よく見ると……キミ、ちょっと私の好みのような気が、しなくもないような……」

『『『異端者スガワを発見。マスト刺殺しますダーイ』』』




　ちょっとぉ──!?　今はそんな場合じゃないんだけどー!?

　折せつ角かく包囲網を抜けかけていた味方が断罪の為に須川君のいる最前線へと戻っていってしまう。これ、相当マズいんじゃない!?

「皆、騙だまされちゃダメだ！　落ち着くんだ！」

『『『その後屋ダイブ上から突トウき落としますブルー』』』

　そうじゃないんだ皆！　木下さんが須川君に言ったことは噓うそなんだよ！

「だって、考えてもみてよ！　あの木下さんと、あの須川君だよ!?　そんな話があるわけないじゃないか！」

『ハッ!?　し、しまった！　嵌はめられた！』

『須川が好みと言われるなんて、そんなこと絶対にあるわけがないのに！』

『あんな見え見えの噓に引っ掛かるとは……！』

『とにかく、須川の処刑はこの場を切り抜けてからにするぞ！』

『え!?　なんで俺言葉の暴力に晒さらされた挙げ句処刑されんの!?』

　皆がなんとか正気に戻ってくれた。

　けれども、少しばかりタイミングが遅い……！

「吉井君。『あの木下さん』って発言の意味は、この連中を片付けた後でじっくり聞いてあげるからね」

　美波や須川君たちの前線メンバー六人は階段前で完全に孤立してしまっていた。

　まずい……！　このままだと、美波たちは全滅の可能性まである……！

『くそぅ……。ここまでか……！』

『まさか須川のせいで討ち死にとは……！　クソ野郎め……！』

『獅し子し身しん中ちゆうの虫むしとはまさにこのことよ……！』

『お前らどうして俺に対してそこまで厳しいんだ』

　本人たちも含め、その場の誰もが彼らの戦死を覚悟する。

　そんな中、




『（ガタガタガタ）……冗談じゃないわ……こんなところで補習室送りなんてありえないありえないアリエナイ……』




　なぜか美波は人一倍戦死に怯おびえていた。




『……こんなところで補習室送りになったらどうするのよ補習室で日記が翻ほん訳やくされるのを待つってこと？　ありえないウチはこんなトコロじゃ負けられないのよ絶対になんとしても生き延びないと……！』




　精神が壊れてしまったんじゃないかと思えるような美波の声。急いで助けないと！

「美波、今行く！」

『待て吉井！　諦あきらめろ！　ああなった以上、島田たちは見捨てるしかない！』

「く……っ！　でも！」

『馬鹿野郎！　今の島田の目をよく見てみろ！』

　美波の目？




『……負けられない負けられないあの日記が公開されるなら死んだ方がマシううん違う死んだらあの日記が晒されるのを止められない……せめてウチがやられるなら一緒にアキも連れて行かないと……』




　ああ、ダメだ。アレはもう助からない。

「よし、全員撤退！」

『『『了解！』』』

　ごめん美波！　でも敵に囲まれているのに僕に向かって殺さつ気きを放つ君はもう味方じゃない気がするんだ！

「包囲した人はそのまま確実に相手を始末して！　他の人はアタシに続いて！　追撃するわよ！」

　孤立した美波たちを完全に飲み込むと、木下さんは味方を四人ほど連れて一直線にこちらへと向かってきた。くそっ！　まだこっちの隊列は組み直せていない！　こうなったら……僕が時間を稼ぐしかない！

「木下さん、勝負！」

　召喚獣を木下さんの前に立たせる。すると、

「ええ、いいわよ。勝負しましょう吉井君」

　僕を無視して他の皆を討ちに行くと思ったのに、木下さんの召喚獣はそこで足を止めて武器を構えた。あれ？　皆のところに行こうとするんじゃないの？

「木下さん。これは……？」

「吉井君。悪いけど、貴方あなたにはここで退場してもらいたいの」

　木下さんがそう告げると、他のＡクラスの人たちも逃げる皆を追わず、僕を取り囲むように足を止めて武器を構えた。……えっと、少しくらいは他に行ってもらえないと、僕の逃げ場がなくなっちゃうんだけど……。

「貴方は要注意人物なのよ、吉井君。この勝負を動かす起点があるとしたら、それは貴方以外ないと思うわ」

「ず、随分と僕を評価してくれてるんだね、木下さん……。僕なんて、この通り学校を代表するようなバカだよ？」

　他の皆を逃がしてでも、確実に僕を潰そうという動きだ。この追撃のチャンスを見逃して僕一人を的にかけるなんて、普通なら考えられない。

「そう思っているのなら、ここでおとなしくやられてもらえない？」

　木下さんの召喚獣が武器を構えて前傾姿勢を取る。

「なんなら、アタシも一緒に補習室送りになってあげるから」

　そう言う木下さんの目は、混じりっけなしの本気の色をしていた。彼女は断固としてここで僕を討ち取る気だ。




『吉井！　お前の犠牲は無駄にはしない！』

『必ず生き延びて、俺たちがＡクラスを倒してやる！』

『鉄てつ人じんによろしくな！』




　そして、躊躇いなく僕を生いけ贄にえにして逃げ出す仲間たち。味方ごと敵を貫く胆たん力りよくはこうした精神を基礎に育はぐくまれている。

「おのれ……！　少しでも情を見せた僕がバカだった！」

　あの場面ではヤツらを見捨てて一目散に逃げるべきだったよ畜生！

「なんというか、清すが々すがしいほどの撤退ぶりよね、ホント……」

「同情するのなら見逃して下さい……」

「それは無理ね。勝負だもの」




『Ａクラス　　　木下優ゆう子こ　　　　ＶＳ　　　Ｆクラス　　　吉井明久

　　数学　　　　３１３点　　　　ＶＳ　　　82点　　　　　　　　　』




　それぞれ点数が表示される。予想はしていたけど、比較にならないほどの戦力差だ。

　そしてこの圧倒的な差に加えて、更に四人のＡクラス生徒に僕は包囲されつつある。こんな状況じゃ、せいぜい後ろを取られないように立ち回るのが精一杯だろう。どうする、どうする……？

　背中に嫌な汗をかいているその時、




「いいからそこをどきなさいってのよ──っっ!!」




　木下さんたちの後ろで、数体の召喚獣が吹っ飛んだ。何事!?

「今の声って、まさか──島しま田ださん!?　何が起きたの!?」

　木下さんが動揺しつつ振り返る。

　Ａクラスの人垣を抜けて、鬼気迫る様子の美波が駆けてきた。

「負けられない……ウチは絶対に負けられないんだから！」

　今までに見たことがないほど真剣な目をしている美波。何が彼女をそこまでさせるんだ。

「って、そうじゃなくて！」

　今は他のことを考えている余裕はないんだった！　美波が作ってくれたこのチャンスを活かさないと！

「ありがとう美波！　恩に着るよ！」

「気にしないで！　いざとなったらアキを道連れに出来るように近くにいたいだけだから！」

　何な故ぜそんな物ぶつ騒そうな発言をするのかは置いといて、とにかく今の美波の行動のおかげで敵の注意が僕から逸それてくれた。この隙にここから脱出する！

「そ、そうはさせないわよ吉井君！」

　Ａクラスの他の人が呆気に取られている中、木下さんはいち早く我に返り、確実な包囲を捨ててイチかバチかの攻撃に転じてきた。くそっ！　この人、判断が早い！

　ダッシュで逃げようとしている召喚獣に回避行動を取らせる僕。木下さんの召喚獣が振るった片手剣は、こちらの腕をかすめていった。

「っ痛うううぅぅっ！」

　僕の身体に鋭い痛みのフィードバックが訪れる。かすっただけでこの痛み、点数をだいぶ持って行かれた気がする……！

　でも、ギリギリのところで後退に成功した。あとはうまく下がるだけ！

「長物班、フォローよろしく！」

『『『了解！』』』

　渡り廊下まで戻ると、召喚範囲ギリギリまで退避していた長物班が突撃を開始した。これは相手を倒すというよりは牽けん制せいするための攻撃。こちらが安全圏に逃れる為のフォローだ。

「…………。これ以上の深追いは危険ね」

　まさに横槍を入れられ、木下さんたちが足を止める。

　よしっ！　これでもう大丈夫だ！　後のことは隊列を組み直している加藤君たちにお願いして、僕は補充に向かうとしよう！

「加藤君、斉藤君！　後は任せたよ！」

『『な……っ！　吉井、キサマなぜ生きて……!?』』

　それはどう考えても味方の台詞せりふじゃないと思うけど、とりあえず忘れておこう。今はそれより補充の方が先決だ。

「それじゃ皆、ここは絶対死守するようにね！」

　前線を加藤君たちに任せて、補充の為に一度Ｅ教室へと向かう僕。

　戦場が渡り廊下に戻ったのなら、防衛線を張るくらいは可能なはず。Ｅ教室に帰ったら交代要員を送ってくれるように雄二に言えば当分は大丈夫だろう。

「待って、アキ」

「ん？　ああ、美波。無事で良かったよ」

　背中から聞こえた声に振り向くと、美波もさっきの勢いで脱出に成功したようで、いつの間にか僕の走る少し後ろについてきていた。

「美波も補充？」

「うん。ウチも一緒に行く」

　そして、キュッと手を握ってきた。え!?　なんで!?

「み、美波!?　急にどうしたの!?」

　異い端たん審しん問もん会かいが怖くて、反射的に手を振りほどこうとすると、

「離れちゃダメっ！」

　更に強く握られた。ちょっとちょっとちょっと!?

　何かの冗談か嫌がらせかと思って様子を見るけど、

「いい？　絶っっっ対に、ウチの傍そばにいるのよ。いいわね？」

　美波の顔は至極真剣だった。さ、さっきのピンチが怖かったとか？　でも、そうも見えないし……。美波の考えが全く読めない。な、何か話でもしてヒントを……

「み、美波。さっきは凄かったね。あんな絶体絶命の状況から脱出するなんて」

「そうね……」

　僕の手を握ったまま美波が答える。

「人間、死ぬ気になれば何でもできるものよ」

　本当に、一体何が彼女をそこまで駆り立てているのか。

「──まぁ、ウチが死ぬときはアキも一緒なんだけどね」

　そして、なぜそれに僕が巻き込まれるのか。

　わからないことだらけの状況に混乱している中、不意に旧校舎の階段の方から小さな呟き声が聞こえた気がした。




「ウ〜ン……。ボクがミたいアキヒサは、ソウいうノじゃナイんだよネ」




　声のした方を確認すると、見えたのは小柄な人影のようなもの。ん？　あれって……

「？？？　アキ、どうかしたの？」

「いや。今、向こうにリンネ君がいたような気がムぐぅっ!?」

　説明している途中で、突然目の前が真っ暗になった。え？　何？　今度は何が起きたの？

「アキ。それは気のせいよ」

　混乱している僕に美波が告げた。

　温かくて、良い匂いがして、耳元で美波の声が聞こえて──そして、初めて僕は理解する。まさか今の僕、美波に抱きしめられてるの!?













「え!?　何!?　なんで!?　さっきから本当にどういうこと!?」

「アキ。今アキは試召戦争のことだけを考えていたらいいの。留学生とか、渡した落とし物のこととか、そういう余計なことは考えないの。わかってくれるわよね？」

「………………!!（コクコクコク）」

　突然の出来事で混乱した僕は、美波の腕の中で頷くしかできなかった。




　　　　　☆




「どうした島田、明久。まさかもう補充か──って明久。お前熱でもあるのか？　顔が茹ゆで蛸だこみたいになってるぞ？」

　なんとか手を離してもらってからＥ教室に戻ると、雄二が僕の顔を見てそんなことを言った。

「ゆ、雄二……」

「なんだ。バカのクセに風か邪ぜでも引いたか」

「姫路さんも様子が変だけど、今はそれ以上に美波がヤバいよ……」

「待て。渡り廊下で何があった」

　何があったのかはむしろ僕が知りたい。

　ちなみにその様子がおかしな美波はというと、教室に着くなり廊下側の席に陣取って教室の外を親の仇かたきのように睨にらみ付つけている。警戒というよりは誰かを捜しているような感じだけど……。

「まぁ、お前らのことは置いといて、だ。渡り廊下の状況はどうだ？」

「そうだった。ごめん雄二。渡り廊下に交代の人を送ってくれるかな。皆だいぶ消耗しちゃってるから」

「わかった。福ふく村むら、朝あさ倉くら、君きみ島じま行ってくれ。秀ひで吉よしは教師に連絡。渡り廊下の勝負科目を数学から化学に切り替えるぞ」

　てきぱきと指示を出す雄二。数学が得意な人はだいぶ消耗しているし、切り替えは妥当な判断だろう。

「それで明久。この短時間で皆が消耗した原因が知りたい。何があった？」

「えっと、実は……」

　さっき渡り廊下であったことを説明する。

　すると、それを聞いた雄二は苦々しく呟いた。

「木下を囮に包囲されたか……。完全にこっちの狙いが読まれていたな。くそっ。翔しよう子こめ……！」

　さすがは霧きり島しまさん。伊だ達てに学年のトップに立っていない。

「おまけに正攻法以外の手も使ってきたとなれば、本当に厄やつ介かいだな……。Ｆクラスが相手だと高をくくっていたら良いものを……」

「うん。まさか、あの木下さんが須川君にあんなことを言うだなんてね」

　半年前だったら絶対にやって来なかった作戦だと断言してもいい。

「そうだな。それに木下の発言もそうだが、あのＡクラスが他のクラスに人員を配置してきたってことも大きい」

「え？　そうなの？」

　雄二が言っているのは、ＡクラスがＢ教室に人を配置しておいたことだろう。でも、それってそこまで意外なことなんだろうか。

「いいか？　考えてもみろ。他のクラスは授業中なんだぞ？　そこで待機するっていうのは──」

　……そっか。勝負の為とは言え、他のクラスの授業の邪魔をしちゃうのか。そんなことをするのは、Ａクラスの人にとっては

「凄い恥ずかしいだろ」

「あ。迷惑とかじゃなくてそっちの話なんだ」

　確かに考えてみると、皆が通常授業を受けている中、出入り口のあたりで黙って待機しているのは恥ずかしい。それを我慢してでも勝ちにくるとは、なるほどＡクラスも本気ってワケだ。

「って、普通に『授業が実験だったから教室にいなかった』とか、そういうことはありえないの？」

「ありえないな」

「なんで？」

「この通り、他のクラスの授業についても調べてあるからな」

「い、いつの間に……」

　雄二が掲げた紙には二年生の全クラスの授業はおろか、他の学年の教室移動についてまでしっかりと書かれていた。三年生の午後の箇所に書かれている『進路ガイダンス』というのは今朝ちらっと話題に出た集会のことだろう。ここまできっちり調べてあるなんて、本当にコイツは自分でやろうと思ったことには手間を惜しまないなぁ。

「んで、こっちと向こうの損害はどうなっている？」

「えっと……」

　僕が把握している範囲で答えると、雄二はノートにその状況を書き込んでいった。

「わかった。今のところ他の場所では大きな損害が出ていないし、昼休みまでは保ちそうだな。今のうちにお前は島田と一緒に数学の補充に入ってくれ」

「え？　昼休みがあるの？　試召戦争なのに？」

　思わず聞き返す僕。確か、この間のＣクラス戦だとなかった気がするけど……。

「Ａクラス側からの要望だな。通常の昼休みと同じ時間帯は休戦にしたい、ってな」

「ふーん」

　昼休みがあるのか……。だとしたら、肉体的・精神的に消耗している人も一服できる。体力のない人にはとても助かるだろう。

「あれ？　だとしたら、体力自慢の僕たちにとっては昼休みはない方が都合が良いんじゃないの？」

「姫路以外は、な」

「あ……」

　そうか。霧島さんと勝負をする上では、雄二か姫路さんかムッツリーニが重要になってくるんだった。そうなると、全体の点数ではＡクラスに取り分があったとしても昼休みを入れる方が得策だ。なにせ、こっちには三人しかいない〝王手〟をかけられる人を休ませることができるのだから。

「それと、俺としてはこちらの方が重要なんだが、落ち着いてその後の作戦の説明をできることが大きい」

「そっか。そういうメリットもあるんだ」

　点数で勝てない僕らとしては、勝負の決め手は仲間との連れん携けい──つまり作戦行動になる。落ち着いて説明ができれば、それだけ作戦上のミスを減らすことができる。雄二が言っているのはそういうことだろう。

「一度に説明しても、お前らは最後まで覚えている可能性が低いからな」

　まぁ、そういう言い方もできるかもしれない。

「さて。それじゃあちゃっちゃと補充を終わらせてきてくれ。消耗している科目があると、その科目以外にも総合で勝負をする時だって不利になるんだからな」

　という雄二の言葉は、息を切らせて飛び込んできたクラスメイトの言葉によって遮さえぎられた。




『坂本っ！　四階に久く保ぼが出た！　応援を送ってくれ！』




「四階に久保だと？」

　久保、という名前を聞いて雄二の顔に緊張が走る。久保君の成績は霧島さんの次。霧島さんが代表として自由に身動きを取れないことを考慮すると、Ａクラスの保有する最大戦力だと言えるだろう。

「ってことは、二階の方は姫路を釣る為の陽よう動どうだったか」

　舌打ちでもしそうな雄二の口調。どうやら姫路さんは下の階で他の勝負に時間を取られているらしい。

「仕方がない……。明久、頼めるか？」

「え？　僕なの？　大勢の援軍を送るとかじゃなくて？」

「いや。久保が相手ならお前が適任なんだ。頼む」

　雄二が頭を下げる。随分と紳士的な頼み方だな。それほど大変な任務なんだろうか。

「そこまで言うなら頑張るけど……長くは保たないよ？」

「二階での勝負が終わり次第、すぐに姫路を向かわせる。それまでの間をなんとか保たせてくれたらいい」

「ん。了解」

「できることなら、身体を差し出してでも時間を稼いでくれ」

「ごめん。言ってることがわからない」

　要するに何が何でも相手を通すなということだろう、と思いつつ席を立つ。さっきは木下さんで、今度は久保君。向こうの層の厚さはさすがＡクラスというところだろう。

「済まないが、それ以上の戦力は出せない。久保が相手となると、下へ手たなやつじゃ勝負にならないからな」

　まぁ、僕も勝負になるとは思えないんだけどね。逃げ回るだけの時間稼ぎなら多少はいける……かな？

「じゃ、行ってくる」

「ああ。くれぐれも討ち取られず、久保の進行を阻止してくれ」

「無茶を言うなぁ……」

　とは言え、やるしかない。相手はＡクラスなんだ。無茶でもしなければ勝利をたぐり寄せることなんてできやしない。

　急いで教室を出ると、




『え？　あ、あれ？　アキ、どこに行ったの!?　離れちゃダメって言ったのにーっ！』




　美波の絶ぜつ叫きようのようなものが聞こえてきた。




　　　　　☆




　四階に足を踏み入れた途端、三年生のＦクラスの前あたりから勝負をしている仲間たちの悲鳴が聞こえてきた。

『ま、待て久保！　落ち着けってノォォーッ！』

『久保！　話せばわかヒィィィッ！』

『俺たちＦクラス相手に本気なんてウキぃぃーッ！』

　逃げ惑う仲間たちの召喚獣。その中心に、

「どいてもらえないだろうか。僕はそこを通りたいだけなのだから」

　デスサイズ死神の鎌を振り回す召喚獣を従えた久保君がいた。そしてその背後には、他のＡクラスの人たちと、討ち取られて補習室に連行されていくＦクラスの仲間たちが見える。これ、本当に崩壊寸前じゃないか！

「試獣召喚サ　モ　ンっ！」

　急いで召喚獣を喚び出して加勢する。久保君をこの先に行かせたらまずい！　なんとしてもここで止めないと！




『Ａクラス　　　久保利光　　　　ＶＳ　　　Ｆクラス　　　吉井明久

　現代国語　　　４２８点　　　　ＶＳ　　　69点　　　　　　　　　』




　でも、この絶望的な点数差でどうしろって言うんだろう……。

「っ！　……吉井、君……」

　僕の姿を見て眼鏡に手を当てる久保君。あれ？　動揺しているのかな？

「あ。さては……」

　クールに見えて実は優しい久保君のことだ。友達の僕が相手だとやりにくい、なんてことがあるのかもしれない。こういった状況だ。久保君の人の善さに甘えさせてもらっても罰ばちは当たらないはずだ！

「あのさ、久保君。こういうのもなんだけど、」

「ここからは全力でいかせてもらおう」

「どうしてそうなるの!?」

　僕、久保君に何か悪いことをしたっけ!?

「霧島さんから、吉井君はこういった勝負事で手を抜く人を嫌う、と聞いている。僕も君のそういった心意気は快こころよく思っているからね。お互いに全力で勝負しよう」

「いや、全然そんなことないよ!?」

　むしろ大好きだからね!?　こういったピンチで同情して手を抜いてくれる人はすっごく善い人だと思うよ!?

　なんてことを言っても始まらない。ここはチームワークで勝負だ！

「皆、早く隊列を組み直して！」

『『『吉井、ここは任せたぜっ！』』』

「〝Ｈな新任家庭教師〟！」

『『『かかってこいやぁ──！』』』

　今朝手に入れた極秘ＤＶＤのタイトルを読み上げたことで部隊の士気は高まった。さっきの木下さんの時のように囲まれているわけでもないし、これで立て直せるだろう。

　と、思っていたのに。

「吉井君」

「ん？」

「僕は全力でいくといったはずだよ」

「は──いぃぃっ!?」

　久保君の召喚獣は大きな鎌を両手で振りかぶり、金色の腕輪を光らせた。え!?　ちょ、ちょちょちょっと!?　久保君の現国って４００点オーバーしてたの!?

　大慌てで召喚獣を横に飛ばせる。その直後に風の刃やいばのようなものが通り過ぎ、後ろにいる仲間の召喚獣を切り裂いた。

『避けんな吉井このバカ！』

『お前が受け止めねぇから俺が補習にヒィィィッ!?』

　隊列を組み直していた仲間が二人、音もなく現れた鉄人に連れ去られていく。今のは４００点を超えた人だけが使える大技だ。滅多にそんな人がいないから存在を忘れていたけ──どぉぉっ!?

　ブォンッと久保君の召喚獣が振るったデスサイズが唸うなりを発し、僕の召喚獣の脇をかすめていく。な、なんだかクールな久保君にしては随分好戦的じゃない!?

「こん──のぉぉっ！」

　けど、そんな大振りは隙を作ることになる。

　僕の召喚獣はガラ空きになった相手の胴体目がけて木刀を叩き付けた。

　そして、その攻撃を回避も防御もせずにまともに食らいながら──怯ひるみもせず大鎌で思いきり斬り付けてくる久保君の召喚獣。うそぉぉっ!?

　僕は召喚獣に木刀を捨てさせ、全力で後ろに跳ぶよう指示を出した。武器なんか抱えていたら間に合わない！

「流石は吉井君。手強いね」

　その結果、相手の放った斬ざん撃げきはなんとかこちらの肩口を浅く切り裂くだけにとどまっていた。あ、危なかった……！




『Ａクラス　　　久保利光　　　　ＶＳ　　　Ｆクラス　　　吉井明久

　現代国語　　　３２１点　　　　ＶＳ　　　27点　　　　　　　　　』




　お互いの点数が更新される。久保君の点数が１００点以上減っているのは、こっちの攻撃を受けた上に腕輪を使って消耗したからだろう。それに対して、僕の方は浅く掠かすっただけで半分以上点数を持って行かれている。この威力の差、本当に洒落しやれになってない！　少しは力を抜いてもらわないと！

「あのね、久保君。僕は今素手なんだけど、手加減は」

「わかっているよ。素手でも手加減はいらないと言いたいんだね」

　言ってなぁ──い!?

　とは言え、得物があろうとなかろうと僕に残された手段は回避しかない。あんな威力の攻撃を防御したら、召喚獣が木刀ごと叩き潰されるからだ。そういった意味では、僕が丸腰でも手加減しないというのは間違っていないのかもしれないけど……。

「さて。続けようか吉井君」

　久保君の召喚獣が武器を構え直して近付いてくる。

『『『〝Ｈな新任家庭教師〟ぃぃ──っ!!』』』

　そこに、自らを奮い立たせる魔法の言葉を唱えつつ、クラスの仲間たちが隊列を組んで久保君に突撃を敢かん行こうした。あ……！　他の人が相手ならともかく、久保君にそのやり方はマズい！

「そうやって固まってもらえると、僕としても助かるよ」

　隊列の先頭が繰り出した攻撃を身体に受けながら、久保君の召喚獣は大鎌を一文字

に振るった。

『マジかよぉぉ──っ!?』

　一撃で首を刈られ、補習室行きになる先鋒。後ろで槍を構えていた人はなんとか助かったけど、点数はがっつりと削られてしまった。これで戦死者は三人、補充が必要な人数は五人だ。久保君一人に随分とやられている……！

「それで終わりなら、今度はこっちから行かせてもらうよ」

『ちょ……っ！　冗談じゃねぇ！』

　こちらの攻撃に対して怯むことなく、どんどん突き進んでくる久保君の召喚獣。あの戦い方だと、周囲にいる人は敵も味方も関係なく巻き込まれる。まずは久保君が風穴を開けて、その後にＡクラスの仲間が殲せん滅めつに向かうという作戦だろう。




『Ａクラス　　　久保利光

　現代国語　　　２１１点　』




　更新された久保君の点数が表示される。こっちはあんなに被害を出したっていうのに、向こうはようやく最初の半分の点数か……！

　絶望的な状況に苦しんでいる僕の前で、久保君に一人のＡクラス女子が近付いて声をかけた。

『久保君』

「なんだろうか」

『そろそろ替わるわ。姫路さんが来るみたい』

「姫路さんが？　……そうか。ちょっと時間をかけすぎてしまったようだね。済まないが、ここは君に任せてもいいだろうか」

『うん。任せて』

　姫路さんという名前を聞くと、待機していた他の女子にこの場を任せてフィールドから出て行く久保君。消耗した状態で姫路さんと勝負をするのは無む謀ぼうだと判断したのだろう。

「吉井君。それじゃ、機会があったらまた」

　最後にそう言い残して、久保君は新校舎の方へと去っていった。

　それを見て、すかさず生き残った仲間たちが隊列を組んで防衛線を張り直す。ひとまずは助かった……かな？

「はぁ……。良かったぁー」

　僕もフィールドから出て召喚獣を戻しておく。本当に危なかった。姫路さんが来てくれるのがあと少し遅かったらと思うとゾッとする。

　戻る前にお礼だけでも言っておこうと思って階段の方に目をやると、駆け足でやってくる姫路さんの姿が見えた。

「………………」

　真剣な表情で、懸命に走ってくる姫路さん。

　そんな彼女に呼びかける途中で、なんとなく思う。

　そう言えば、こうやって姫路さんと正面から向かい合うのって久しぶりだな……。

「明久君、遅くなってごめんなさいっ」

　考え事をしている間に、走ってきた姫路さんが僕の前で立ち止まって頭を下げていた。

「いや。遅くなんか──」

　ないよと言いかけた時、丁度頭を上げた姫路さんの口元が視界に入る。……詳しくは、口元のある一点が。

　ただそれだけで、顔に熱が集まっていくのが自分でも理解できた。

「ぬぁぁ…………!!」

「あの、明久君？」

　どうしてこのタイミングでそんなことを思いだすんだ僕は！　邪じや念ねんか！　僕の中に存在する邪念の塊かたまりが悪いのか！

「祓はらいたまえ清めたまえ去れよ邪念消えよ煩ぼん悩のう……」

「明久君っ！　しっかりして下さいっ！」

　気が付けば姫路さんが僕の肩を揺すっていた。

「あ。い、いやっ！　なんでもないんだよ！　ちょっと考え事をしていただけで！」

「はぁ……。それならいいんですけど……」

　自分でもよくわからない言い訳をしてお茶を濁にごす。

　うぅ……。あの出来事を思い出すと、どうもダメだ。いつも以上に頭が回らなくなる。

「気を抜いちゃダメですよ？　今は大事な勝負の最中なんですからっ」

　それに比べて、姫路さんは気合いが入っている以外はこうしていつも通りの様子だ。もしかしてこういうことって、女の子の方が強いんだろうか──

「明久君っ」

「ハッ!?」

　って、だから今は考え事をしている場合じゃないんだってば！

「ありがとう姫路さん。援軍、助かったよ」

「いえ。もうちょっと早く来られたらよかったんですけど……ごめんなさい」

　姫路さんが申し訳なさそうに頭を下げる。あんなに急いで来てくれたのに。

「それじゃ、ここは私が受け持ちますから、明久君は補充に戻ってもらえますか？」

「了解。後はよろしくね、姫路さん」

「はい。──試獣召喚サ　モ　ンっ」

　召喚獣を出して、姫路さんがＡクラスの人たちと向かい合う。その周りでは雄二が送ってくれた味方の援軍が既に勝負を始めていた。

　これ以上僕がこの場に留まる理由はない。

「消耗した人は戻って補充しよう。補習室に連れて行かれたのが誰かをチェックするのも忘れないようにね」

　姫路さんの力で戦線を押し返すのを後ろ目で確認しつつ、僕は自陣となっているＥ教室へと再び足を向けた。





















　教室に戻ったところで丁度チャイムが鳴り、協定に従っての昼休み。

「そうじゃったか。久く保ぼがそこまでの強さじゃったとは……」

「あの突破力、尋じん常じようじゃなかったよ……」

「…………まるで狂戦士バーサーカー」

「うんうん。まさにそんな感じ。クールだけど優しい久保君とは思えない、凄い戦い方だったよ」

　お弁当を広げる為に机をくっつけつつ、僕は秀ひで吉よしやムッツリーニとさっきの勝負について話をしていた。いやはや、あの時の久保君、怖かったなぁ……。

「明あき久ひさが行けば久保も少しは手て心ごころを加えるやも、という考えも通用せんようじゃったしな」

「…………手の内が割れている」

　姫ひめ路じさんの実力は元より、ムッツリーニの保健体育の点数や僕が持つ白しろ金がねの腕輪の存在までもが向こうには知られてしまっている。対策を練られるのは仕方がないこととは言え、やりづらい。

「久保を討つには、相応の点数が必要となりそうじゃな。姫路のような」

　言いながら、秀吉が僕の後ろに視線を送る。

「あの。お昼、一緒にいいですか？」

　そこにはお弁当を持った姫路さんが立っていた。

「良いのかも何もないじゃろうに」

「…………いつも通り」

　秀吉とムッツリーニが歓迎の意を示す。勿もち論ろん僕にも異論なんてあるはずがない。

「ありがとうございます」

　お礼を言って、近くの椅子に腰を下ろす姫路さん。

「島しま田だはどうしたのじゃ？」

　秀吉が姫路さんに尋たずねた。

「えっと、美み波なみちゃんはあの席から動きたくないそうで……」

　教室の片かた隅すみに困惑の視線を送りつつ姫路さんが答える。いつもは美波も一緒なんだけど、今日の彼女は廊下の傍そばの席に陣取って、ずっと教室の外を見張っていた。




『……この時間が一番例の留学生がアキに接触してくる可能性が高いんだから……

　　　　　絶対に見逃さないようにしないと……！』




　射殺すような眼で廊下を注視している美波は、何かをぶつぶつと呟つぶやいていてとても近寄りづらかった。

「ところで、さっきは何を話していたんですか？」

「んむ？　昼休み前に明久が久保に大層苦戦したようで、その対策について話しておったのじゃ」

「…………強敵」

「強敵ですか……。でしたら、気を引き締めないといけませんね！」

　グッと胸の前で手を握りこむ姫路さん。休憩時間になったところでその気力に翳かげりは見えない。よほど試し召しよう戦せん争そうに集中しているのだろう。僕も見習わないと！

「よしっ。その為にも、しっかり腹ごしらえをしないとね」

　お弁当の包みを解いて蓋ふたを開ける。姉さんの監視もあって、今日の僕の昼食は余った牛肉と野菜をデミグラスソースで煮込んだビーフシチューもどきと、卵焼き＆ポテトサラダという至極真っ当なものだ。きちんと食べて、午後の勝負も頑張ろう。

「いただきまーす」

　食材に感謝しつつ、卵焼きを口に運ぶ。

　少し砂糖が多かっただろうか、なんて思いながら口を動かしていると、妙に強い視線がこっちに向けられているような気がした。ん？　なんだろ？

「………………」

　視線の主はどうやら姫路さんの様子。













　その視線が向かっている先は……僕がくわえている箸はしの先。はて？

「姫路さん？」

「ふェっ!?」

　声をかけると、姫路さんは裏返った声で慌あわてたように返事をした。

「え、えっと、あの……その、えっと……っ！」

　こっちを見ていたことがばれたのが恥ずかしいようで、顔を真っ赤にしながらあたふたと手を振る姫路さん。あ。もしかして、これかな？

「食べる？」

　卵焼きを一つ摘つまんで差し出す。けれども、姫路さんは僕のそんな行動に見向きもせず必死になって手を振っていた。

「べ、別に見ていて思い出したりしてたわけじゃないんですよ!?　ただ、幸せそうに食べてるなって思ったら口元に目がいっちゃっただけで──」

　そこまで隠さなくとも、食いしん坊だなんて思わないのに。

　なんてことを考えているところに、覚えのある声が聞こえてきた。




『おマタせっ、アキヒサ！　さっきのホンを──』

『みつけたぁ──！　待ってたわよ留学生！』

『エッ!?　ナニナニ!?　おネエサン、ボクにナニかヨウでも──』

『話は後！　とにかくその手に持っている日記を返しなさいーっ!!』

『ワァァー！　マッテマッテ！　ボクはコレをアキヒサにィィィ』




「「「………………」」」

　あっと言う間の出来事に、僕らはしばし言葉を失った。

　なんか、リンネ君が教室に入ってきて、一瞬で美波に連れ去られてたように見えたんだけど……？

「今のは、今朝の留学生のようじゃったが……？」

「う、うん。そうみたいだね。僕に何かを渡しに来てくれたみたいだけど……」

　そのリンネ君は言葉を交わす前にいなくなってしまった。

　リンネ君が立っていた場所へ視線を移す。すると、床に一枚のプリントが落ちているのが目に入った。あ。もしかして、今朝拾った英語の本を訳してきてくれたのかな？

　出入り口まで行ってプリントを拾い、戻ってくる。

「えっと、なになに……『試験召喚システム導入とその運用法について』って、なんだろこれ？」

「んむ？　どれどれ」

　秀吉が隣から覗のぞき込こんでくる。

「秀吉。どういうことかわかる？」

「むぅ……。ワシにも詳しいことはわからんが、提携校がシステムを導入する際にどう運用するのか、その方向性について書かれておるように見えるのう」

「ふーん……」

　提携校ってことは、リンネ君が元いた海外の学校の話かな？　今朝言っていた集会の準備ってこれのことなんだろうか。けど、それって別に三年生の集会で説明するようなことじゃないような……？　う〜ん、よくわからん。

「まぁとりあえず、これはあの本を訳したものってわけじゃなさそうかな」

　リンネ君の話だと例の本には僕の名前が出てきていたらしいし、このプリントはきっと別の物だろう。

　そう結論づけて、机の上のお弁当に向き直る。秀吉たちもそれ以上はプリントを気にした風もなく、お弁当に手を伸ばしていた。

「それにしても明久よ。お主、随分とあの留学生に懐なつかれたようじゃな」

「ん？　そうかな？」

「そうじゃろ。懐いてなければ別の階からわざわざ会いに来ることはなかろうに」

　言われてみればそうかもしれない。皆より少し先に面識があったとは言え、制服を見せに来てくれたり、抱きついてきたりするし。

　けど、彼がそうやって僕に懐いてくれるのって──

「もしかしたら、向こうの仲の良い友達と離れて寂しいからかもしれないね」

「む……。そうじゃな。本人も、向こうに残った友人も、寂しくはあるじゃろうな」

　留学ともなれば、別れはつきものだ。しかもこっちは知らない人ばかりだし、寂しくないわけがない。

「……リンネ君は、向こうのお友達に引き留められたりしたんでしょうか？」

　姫路さんが沈んだ面持ちで言う。きっとリンネ君とその友達の気持ちを考えているのだろう。

　リンネ君の友達がどう思ったか、か……。

「そうだね……。引き留めたいとも思っただろうけど──でもそれ以上に、それが本人の為になるのなら、友達としては応援してあげたいと思ったんじゃないかな」

「うむ。なにせ、晴れの門かど出でじゃからな」

「…………死別するわけでもない」

　僕らがそう言うと、てっきり元気になるだろうと思っていた姫路さんは、なぜかますます沈んだ表情になっていた。あれ……？　何か、様子がおかしいような……？

「姫路さん」

「………………」

「姫路さん？」

「……へっ!?　あ、はいっ！　なんですか明久君!?」

　やっぱりどこかおかしい。何をそんなに考え込んでいるんだろう？

「あのさ姫路さん。何か悩み事でも──」

「え、えっと！　私、飲み物買ってきます！　皆さんいつも通りのでいいですよねっ！」

　僕が言い終わるより先に、姫路さんは立ち上がって教室から出て行ってしまった。むぅ……。怪あやしい……。

「秀吉、ムッツリーニ。今の姫路さん、どう思う？」

　一緒にいる二人に尋ねてみる。

「明久が留シ学ヨ生タをコ気ンにに入なっつたたと思って不安になったのかもしれん」

「…………喉のどが渇いて限界だったに違いない」

　とても頼りになる答えが返ってきた。

　仕方がないので自分一人で考えるとしよう。う〜ん……。

「リンネ君のことを考えて、もらい泣きでもしてたのかな……？」

　きっと、泣いているところを見られたくなかったとか、そういう理由に違いない。決して、僕と会話を続けたくないとかそんな理由じゃ

「ん？　どうした変態。また下着でも被かぶって姫路に引かれたのか？」

「やめて雄二！　僕が考えまいとしている事実を言葉にしないで！」

　雄二がやってくるなり僕の心の傷を抉えぐってきた。なんて非道な男なんだ！

「というか、そもそも僕のあの行動は雄二のせいじゃないか！」

「おい待て。いつ俺がお前に休日のショッピングモールで下着を被って女子更衣室に突入するよう仕向けたって言うんだ」

「あれは、本当に巧妙な罠わなだった……」

「どんな罠を張ればそんな変態行為を他人にやらせることができるんだ!?　っておいムッツリーニ！　『そういう言い訳が使えるのか』って顔をするな！　お前の行動は完全にお前自身の趣味だからな!?」

「…………雄二の策は恐ろしい」

　かつては神しん童どうと呼ばれていたその実力は伊だ達てじゃないというところだろう。

「まったく。純粋に自分たちが変態なだけのくせに、根も葉もない言い掛かりをつけやがって……」

「学年全体を扇せん動どうして覗きを行ったという前科がありながら根も葉もないと言い切るお主も相当のものじゃと思うのじゃが……」

「さーて、飯だ飯だ」

　秀吉のツッコミは聞こえていないフリをする雄二。なんという卑ひ怯きよう者もの。

「ところで、さっき姫路はどこに行ったんだ？」

「…………飲み物を買いに」

「なんだ。もうじゃんけんをしちまったのか」

「いや。じゃんけんはしていないんだけどね」

「止める間もなく買いに行ってしまったのじゃ」

「そうか。買いに行くのなら俺の分も頼みたかったな」

「姫路さんのことだから、多分買ってきてくれるんじゃない？」

　昼食をつつきながら、とりとめもない会話を交わす。

　そんな中、コンコン、と軽く扉を叩く音が聞こえてきた。

「昼休み中にすいません。こちらの姫路瑞みず希きさんという方にお会いしたいのですが」

　聞き慣れない声に、丁てい寧ねいな口調。誰だろう？

　雄二たちも覚えがないらしく、皆一様に疑ぎ問もん符ふを浮かべている。

「失礼致します」

　僕らが記憶を探っている間に扉が開き、見覚えのない人が教室に入ってきた。

　その人はスラリと背が高く、細面に切れ長の目という、整った顔立ちをした格好の良い男子生徒だった。うわ……。凄い美形だな……。




『誰が入って良いって言ったコルァ！』

『ブチ殺すぞワレ！』

『病院行っとくか、あァ？』




　そして、相手が美形の男だとわかった瞬間に敵意丸出しの罵ば声せいを飛ばすクラスメイトたち。あまりに徹底したクズっぷりに驚きを通り越して感動すら覚えそうだ。

「大変申し訳ありません。皆様の気分を害するつもりはないのですが」

　華麗な、と形容できそうな一礼をして謝罪を述べる美形男子。凄い。あんなＴＶでしか見ないような礼をする人、生まれて初めて見た。




『美形は帰れ！』

『そうだ！　お前みたいなのがいると俺たちのブサイクが目立つだろうが！』

『この教室に美形は俺一人で充分なんだよ！』




　その優ゆう雅がな仕種が気に障さわったのか、更にヒートアップする仲間たち。もはやここが進学校の教室だと言ったところで誰も信じはしないだろう。

　そんな荒れている彼らを宥なだめるように、美形の人はこう言った。

「いえ……。皆様も、動物のようで愛らしい顔をしてらっしゃると思いますよ？」




『『『表ぇ出ろやコラァ!!』』』




　あの人、あれでフォローしたつもりなんだろうか。

「[image: ]たか城しろ君。全然話が進んでいませんわ」

　[image: ]城と呼ばれた人の後ろからもう一人、今度は知っている人が教室に入ってきた。制服の上からでも凹おう凸とつがハッキリとわかるほど艶つやっぽい身体のラインに、扇せん情じよう的てきな仕種。あの人は、前のＣクラス戦でクラス代表の小こ山やまさんに入れ知恵をしていた──

「小こ暮ぐれ、先輩……」

「こんにちは、二‐Ｆの皆さん」













　さっきの[image: ]城とか言う人に倣ならったのか、スカートの端を摘んでちょこんと礼をする小暮先輩。いやいやいや。そういうのって普通はロングスカートでやるもので、そんなに短いスカートでやると……




『どうぞ、犬とお呼び下さいお嬢様』

『動物園へようこそ、小暮様』

『今日はどういった愉快な生き物がご所しよ望もうで？』




　ほら。皆が錯さく乱らんしちゃったじゃないか。まったく。

「いいえ。私も小暮嬢も、愉快な動物に用事があってきたのではありません」

『誰が喋っていいって言った！　あァん？』

『簀す巻まきにして窓から捨てンぞワレぇ！』

『俺たちゃ小暮様と会話をしてんじゃボケ！』

　いや、ホント清すが々すがしいクズっぷりだ。

　なんていうクラスの皆の様子など意に介することもなく、小暮先輩は僕たちのいるところまでやってくると、艶っぽい声で話しかけてきた。

「吉井君。この間は凄かったですね」

「どうしてその長さでスカートを持ち上げたのに下着が見えないんですかわ　　ざ　　わ　　ざ　　Ｆ　　ク　　ラ　　ス　　に　　ま　　で　　来　　て　　何　　の　　用　　な　　ん　　で　　す　　か、先輩」

「落ち着け明久。お前が見ていた場所が丸わかりの上に本当に聞くべきことが曖あい昧まいになってるぞ」

　前回僕らを嵌はめようとした怨おん敵てきを前に、僕も平静さを保っていられなかったようだ。

「下着を穿はいていないからでしょうか」

「アンタもそっちに答えるのか!?　っていうか穿いてないって何だ!?」

「誰か救急車を呼ぶのじゃ！　ムッツリーニが鼻血で呼吸不全に陥おちいっておる！」

　ば、バカな!?　それって法律的に大丈夫なの!?　それとも三年生にもなるとその程度のことは日常茶飯事なのか!?　だとしたら、僕は命がけで勉強して、なんとしても三年生に進級する義務がある！

　などと沸き立つ僕らに、小暮先輩が小さく笑って告げる。

「ふふっ。冗談ですわ。落ち着いて下さいませ、皆様」

「な、なんとか血が止まりそうじゃ……。まったく、なんという恐ろしい冗談を」

「多分、紐ひもみたいな下着だから見えにくかっただけかと思いますの」

「もうダメじゃ！　この状態からは助からん！」

　この世界には、僕の知らないものがまだまだたくさん存在する。それらの真実を探求すること。それこそが僕がこの世に生を受けた理由じゃないだろうか。

「…………小暮嬢。貴女あなたがいらした方が余計に話が進まなくなった気がするのですが」

「あら。ごめんなさい[image: ]城君。からかいすぎてしまったようですわね」

　教室のいたるところに血の跡が見える。そして、あの湖のような血だまりの中心にはきっとムッツリーニがいるのだろう。

「それで、アンタらは何をしに来たんだ？　姫路を捜しに来たとか言っていたが」

　表面上は平静を保っている雄二が話しかける。

「はい。彼女に話があるのでこちらに伺うかがったのですが、どうやらいらっしゃらないようですね」

　ん？　姫路さん？　この先輩、姫路さんと何か関係がある人なの？

「姫路に話？　アンタら二人が？」

「いえ。話自体は私一人で充分なのですが」

「[image: ]城君。貴方は一人で行動しない方が良いって、さんざん言っているでしょう？」

　小暮先輩が呆れたように言った。

「あー……。その慇いん懃ぎんな話し方、どうにも馴な染じまないんだが……普通に話せないか？」

「ご気分を害したのなら謝りましょう。ですが、この喋り方は小暮嬢の指示ですので」

「ん？　どういうことだ？」

「待って下さい[image: ]城君。余計なことは──」

「曰く、『こういった話し方の方が賢かしこく見える』と」

「「「………………」」」

　教室内に一瞬の静せい寂じやくが訪れる。

　小暮先輩が隠そうとしている〝[image: ]城先輩の何か〟って──

「[image: ]城とか言ったな？　アンタ、もしかして頭が悪」

「[image: ]城君の頭が悪いわけがありませんわ、坂さか本もと君。こう見えても、[image: ]城君は三年生の首席なのですから」

「「「三年生の首席!?」」」

「はい。僭せん越えつながら私めが第三学年の首席を務めさせて頂いております」

　確かに、余裕のある立ち居振る舞いといい、シャープな顔つきといい、成績が良くても不思議はない。

「首席であれば、騙だまされやすいバカだということがバレない、と伺ったので」

「お願いです[image: ]城君。せめてわたくしのフォローできる範囲内で喋って頂けませんか」

　けど、どうやら中身はとても残念な人のようだ。

「ま、まぁいいか……。とにかく、姫路なら今はいないが──」




「ふぅ……。ようやく取り戻せたわ……。これで一安心ね──って何よコレ!?」

「すいません。お待たせしました。自動販売機が混んでいて……って、ここで何があったんですか!?」




　と、タイミング良く帰ってきた美波と姫路さんが、教室内の様子を見て目を丸くしていた。そりゃそうだ。ちょっと出掛けている間に教室が血だまりだらけになっていれば普通は驚くだろう。

「ご機嫌麗うるわしゅう、姫路瑞希嬢。学園長のお話で少々伝え忘れたことがありますので、こうして教室に伺いました」

　そんな二人を気にした風もなく、恭うやうやしく一礼する[image: ]城先輩。

「あ……。た、[image: ]城先輩!?　どうしてここにいるんですか!?」

　あの様子。どうやら姫路さんは[image: ]城先輩と知り合いらしい。

「失礼致しました。こうして伺うのはご迷惑でしたでしょうか」

「あ、あの、その、えっと、迷惑というか、ちょっとだけ困るというか……」

　姫路さんが弱った顔をして僕らのいる方にチラチラと視線を送る。なんでそんな顔をするんだろう。

「姫路さん。どうかしたの？」

「いえっ。なんでもないですっ」

　僕が尋ねても首を振る姫路さんに、今度は美波が問いかけた。

「瑞希。この先輩と知り合いなの？　学園長の話とか言ってたけど……」

「し、知り合いと言うか、なんというか、その……」

　話はなし難にくいことなのか、姫路さんが答えに詰まる。学園長と[image: ]城先輩か……。よくわからない組み合わせだけど、どういう関係なんだろう。

　なんて首を捻ひねっていると、会話に[image: ]城先輩が入ってきた。

「姫路瑞希嬢。男女のお付き合いをさせて頂いている関係、とお答えしてはいかがでしょうか？」

「え？　[image: ]城先輩と学園長先生がですか？」

「………………」

「[image: ]城君。吐はくのならエレガントにお願いします。バカがばれてしまいますわ」

　なにげに姫路さんの一言は酷い気がする。小暮先輩が酷いことを言うのはなんとなく予想できたけど。

「え、えっとですね、学園長先生は、私の母とテニススクールのお友達で、」

「あの学園長がテニスをするなんて思えないけど……」

「た、[image: ]城先輩は、その……私の父とゴルフ友達だったり」

「姫路瑞希嬢。噓うそはいけませんよ？　私はゴルフを嗜たしなみません」

　なぜか嬉うれしそうに姫路さんの噓を指摘する[image: ]城先輩。

　すると、上う手まい誤ご魔ま化かしの文句が浮かばなかったようで、

「あ、あうあう…………」

「姫路さん？」

「ごめんなさい──っ!!」

　姫路さんは涙目になって逃げていってしまった。そっか。姫路さんは処理能力が限界を超えると泣いて逃げるのか。

「瑞希ってば、なにをしてるんだか……。ウチ、ちょっと行ってくるわね」

　美波が苦笑いしながら姫路さんの後を追って教室を出て行く。面倒見の良い美波にしてみれば、ああいった姫路さんの行動は放っておけないのだろう。ここは余計なことをせずに、美波に任せておいた方が良さそうだ。

「流石さすがは姫路瑞希嬢。わかりやすい噓も、混乱して逃げてしまう態度も、大変愛らしいですね」

　姫路さんと美波が出て行った方を見て、[image: ]城先輩はうんうんと頷うなずいていた。

　姫路さんの噓がわかりやすいというのは同感だ。あの学園長がテニスをやっているなんて、ありえないにもほどがある。

「アレならまだ、[image: ]城先輩と学園長が怪あやしい関係だっていう話の方が納得できるかもしれませんね」

　なんて冗談を口にすると、

「ははは。吉井明久君。それはまた酷い噓ですね」

　[image: ]城先輩が笑っていた。ん？　この人、意外とノリがいいのかな？

「いやいや。学園長は研究肌ですからね。三年生のトップで目立っている[image: ]城先輩は好かれているかもしれませんよ？」

「小暮嬢。私はどうしたら良いでしょうか。成績を落とせば私が騙されやすい人間だとバレますし、このままでは学園長に好かれてしまいます」

　[image: ]城先輩が真剣に小暮先輩に相談している。え？　実は真に受けてたの？

「[image: ]城君、いつものように騙されてますわ。吉井君の噓です」

「………………」

　黙り込んでしまう[image: ]城先輩。別に騙したつもりはないんだけどな……。

「……世界中の人間全てが、瑞希嬢のように御ぎよしやすい人であれば良いのに……」

　その呟きはやけに気持ちがこもっているように聞こえた。今までどれだけ騙されてきたんだこの人。

「ふむ……。騙されやすい、か……。ちょいと試してみるか」

　小さく呟き、[image: ]城先輩の前に立つ雄二。

「[image: ]城先輩とやら。知っているか？　姫路はさっき追っていった女子と爛ただれた肉体関係にあるんだぞ」

「……っ!?　そ、そんなまさか。そのようなことは……！」

「いや。本当だ。考えてもみろ。あの容姿にあの性格で、未いまだに彼氏がいない。そうなれば、もはや答えは明白だろう？　まさか学年首席がそんなことも見抜けなかったのか？」

「（ガクガクガク）そ、そう……です……ね……。無論、私もその程度のことは容易に推察できていたので、今更動揺はしませんが……」

　あ。本当に騙されやすいみたいだ。僕もやってみよう。

「[image: ]城先輩。この学校って、実は魔界につながっているらしいですよ。召しよう喚かん獣じゆうはそのつながっているゲートから喚よび出だされているんです」

「!?　それでは、召喚獣を使い続けてはいずれ大変なことになってしまうのでは!?」

　すごい。僕でも簡単に騙せた。

『[image: ]城先輩。今年のクリスマスは中止になったらしいですよ。不景気のせいで』

「そうだったのですか。それではすぐにお付き合いさせて頂いている女性たちにキャンセルの連絡をしなくては」

『『『死ねこのクズ野郎！』』』

「なぜ急に罵倒されるのでしょうか」

『[image: ]城先輩。今後は男子と女子の制服が入れ替わるらしいですよ』

「何を仰おつしやるのですか。そのようなお話は一度も聞いたことがありません」

『いえ。その証拠にホラ、この女子は男子生徒の制服を着ているじゃないですか』

「……なるほど。女子の制服ですか……。三年生にもなって制服を新調するというのは些いささか不経済な気がしますが、学校の方針となれば仕方ありませんね」

「ワシはもうこういった扱いに異議を申し立てることに疲れたのじゃ……」

　矢や継つぎ早ばやに挙げられる噓の全てに騙される[image: ]城先輩。これは酷い。

「いやはや。知らないことばかりでした。学園最低と名高いクラスであっても、こうして学ぶことはあるものなんですね」

『『『全部ウソだけどな』』』

「………………」

「[image: ]城君。せめて何か言い返してから出て行って頂きたいのですけれども」

「急用を思い出したので失礼致します」

　[image: ]城先輩は目の端にきらりと光るものを浮かべて、教室から出て行った。

「あの人、何をしに来たんだろ……？」

「さぁな。姫路に用があったみたいだが……」

　そう言えば、さっき学園長の伝言がどうとか言ってたっけ。

「で、何の用だったんだ小暮先輩とやら」

「わたくしは[image: ]城君についてきただけですから。彼が何をしようとしたのかなんて皆かい目もく見当もつきませんわ」

　小暮先輩はそう言って苦笑いを浮かべた。

「さて。それではわたくしも失礼致します。お邪魔致しました、二年生の皆様」

　今度はスカートの裾を摘み上げるような真似はせず、丁寧なお辞儀だけで済ませる小暮先輩。

「邪魔じゃなかったさ。アンタら三年が面白人間の集まりだってことがわかったからな」

　何か思うところがあるのか、雄二は嫌みで挨拶に応えた。

　それを小暮先輩は小さく笑って流して、教室を出て行く直前に振り返ってこう言った。

「最後に一言だけ。坂本君、[image: ]城君を侮ってると痛い目に遭あいますよ？」

「ん？　あれを、か？」

「なにせ、前回のあなたが追い詰められたＣクラスとの勝負。あの作戦の立案は[image: ]城君でしたからね」

「「「っっ!!」」」

　その一言で僕らの間に緊張が走る。

　すっかり忘れていた。そう言えば前のＣクラスとの勝負、小暮先輩は作戦を伝えていただけで、考えていたのは[image: ]城先輩だって話を聞いた気がする！

「おい先輩。それはどういうことだ」

　雄二がいつになく真剣な顔で問いかける。

　完全に雄二が出し抜かれて、一いちか八ばちかの勝負に出ざるを得なかったあの勝負。あれがあの先輩の差し金だったと言われたら、そんなの無視できるわけがない。

「〝騙されやすい〟と〝頭が悪い〟は別物ということです。それでは」

　小暮先輩が今度は振り向かずに去っていく。

「根ね本もとや小こ山やまにしては、やけに頭を使った勝負をしてくると思ったが……。そういうことだったのか」

「勝負が続いておったのであまり考えんかったが、言われてみればあの二人らしからぬ作戦じゃったかもしれんの」

　[image: ]城先輩は雄二の考えを読んでいた。つまり、ああいった作戦を考えるのは苦手じゃないということになる。

「と言うことは、あの騙されやすさも演技とか」

「いや。あれは天然のようじゃ。本気泣きじゃったな」

　[image: ]城先輩は頭が良いのか悪いのか、本当にわからない。

「……気になる話だが、とりあえずそれは置いておくぞ。今はそれより目の前のＡクラスだからな」

「それもそうだね」

「…………物事には優先順位がある」

「うむ。他のことは勝負が終わってから考えるとしようかの」

　雄二の一言で、ようやく僕らは昼食を再開した。




　　　　　☆




『ねぇ瑞希。何か悩みでもあるんでしょ？』

『え？　な、悩みなんて、そんなことは』

『噓ついても無駄よ。瑞希の噓はすっごくわかりやすいんだから』













『う……。そ、そう言う美波ちゃんこそ、様子が変だったじゃないですかっ。私のことなんかより、そっちの方が心配ですっ』

『あ……あはははは。ウチのアレはいいのよっ。もう解決したんだから！』

『わ、私だって大丈夫です！　心配ありませんっ！』

『ということは、もう解決したの？』

『……あと少しで、する予定です』

『あと少しって』

『Ａクラスに勝って、皆でハッピーエンドです！』

『ふーん……。勝ったら解決するんだ？』

『はいっ』

『悪いこととか、おかしなことに巻き込まれているわけじゃないのね？』

『はいっ』

『そっか。瑞希がそう言うなら、信じるわ』

『ご心配かけてしまってすいません……』

『そんなの気にすることはないけど……それにしても、これってなんだか清せい涼りよう祭さいの召喚大会の時みたいね』

『召喚大会……？』

『そ。瑞希が悩んでいて、ウチがこうやって話を聞き出して、勝ったら解決するってわかって──』

『あ……』

『似てるでしょ？』

『そう……ですね……』




『………………本当に……あの時、みたいです………………』





















「んじゃ、午後の作戦を説明するぞ」

　色々と賑にぎやかだった昼休みも残り十分程度になったので、雄ゆう二じの机に集まって作戦会議が始まった。

　始まったのはいいんだけど……

「僕と美み波なみだけ？」

「ああ。他の連中にはお前がＣ教室に遊びに行っている間に説明しておいたし、飯を食う前に個別に話もしておいたからな」

　そっか。だからお昼に僕らのところに来るのが遅かったのか。

「でも、一度皆に説明したのなら、僕にあんなことをやらせなければ良かったのに。二度手間じゃないか」

「気にするな。必要な手間だ」

「え？　アレって必要なことだったの？」

　どう考えても嫌がらせにしか思えなかったけど……。

「坂さか本もと。ウチは朝に説明聞いたんだけど？」

「島しま田だは聞いていても殆ほとんど頭に入っていなかっただろ」

「……否定は出来ないわね」

　そう言って苦笑いを浮かべる美波はいつも通りの様子に戻っていた。心配事が解決したんだろうか？　何にせよ良かった良かった。

「それに、島田には朝言い忘れたことがあるからな。一応聞いてくれ。お前に関係することだ」

「ふーん……？　なんか怪あやしいけど」

「ま、細かいことは気にするな。とにかく作戦を説明するぞ」

「はーい。了解」

　指揮を執とる雄二がこう言っているのなら気にすることもないだろう。とにかく今は午後の勝負に集中しよう。

「午後の作戦だが、まずは渡り廊下の戦線を下げ、相手を引きつける。これは敵の本陣から戦力を少しでも切り離すのが目的だな」

「本陣から切り離す？　っていうことは、そのタイミングで──」

「ああ。勝負をかける」

　雄二のその一言で緊張が走る。

　いよいよ半年以上待った勝負の決着だと思うと、自然と背筋が伸びた。

「それで、どうやって霧きり島しまさんのところに攻め入るの？」

「別の階を経由して新校舎に突入する予定だ。その為の準備は事前に裏でムッツリーニに進めてもらってある」

「梯はし子ごでも取り付けたとか？」

「ああ。そんなところだ」

　ムッツリーニなら誰にも気付かれることなく作業を遂すい行こうできる。作業を見られてこちらの作戦が発覚する、という事態は起こり得ないだろう。

「詳しい経路は？」

「二つあって、お前は二つ目の方なんだが……先に主力部隊の方を説明させてくれ」

「オッケー」

「主力部隊は四階──三年生のＤ教室を通って、二年生のＤ教室へ入る」

「へ？　Ｄ教室？　Ｃ教室じゃなくて？」

　思ってもいなかった単語に、思わずオウム返しをしてしまう。Ｄ教室は最近の試し召しよう戦せん争そうで唯一動きのないＤクラスがそのまま在席している。今回の件に関わるなんてのは予想外だ。

「Ａクラスを倒すのが目標なのに、なぜＣクラスとＥクラスに勝負を挑んだのか。理由は色々あるが、その中の一つがこれだ。俺たちがどうしてＤクラスとは戦わなかったのかというと──」

「戦う必要がなかった……？」

「珍しく正解だ明あき久ひさ。この観点だけで言えば、重要なのは俺たちがなぜＣクラスとＥクラスを攻めたのか、じゃない。『なぜＤクラスだけが無事なのか』というところだ」

　Ｄクラスとは、半年前の一番最初の試召戦争と強化合宿後の二回勝負をして、いずれも最後は和平交渉で終わっている。僕たちＦクラスとしては因いん縁ねんのあるＢ・Ｃ・Ｅクラスよりずっと話がしやすい相手と言えるだろう。

「そっか。Ａクラスはただでさえ警戒する場所が多いもんね。Ｄ教室から僕らが来たら相当驚くだろうね」

　僕たちが元々いたＦ教室に、移動したＣ教室、現在僕たちがいるＥ教室の計三ヶ所。それらの教室は全て事前に何かが仕掛けられていても不思議はない。Ａクラスとしては警戒せざるを得ないだろう。そして、そんな状況で無警戒のＤ教室から敵が来たら混乱は必至だ。

「このＤ教室には戦力の殆どを注つぎ込こむ。秀ひで吉よしと俺もここに当たる予定だな」

　雄二がざっと十五人ほどの名前が書かれた名簿を開いてみせる。僕らに残された人数を考えると、なるほど大戦力だ。

「でも、そんなに大勢が一気に押し入って大丈夫？　Ｄ教室は他の教室と違って、普通の広さしかないんだよ？」

「だからこそ、事前に交渉をしてあるんだろうが」

「あ、そっか」

　移動用の梯子をつけるだけなら交渉は必要ない。窓を開け、大人数が一斉にＡ教室へと殺到する道を空けておいてもらう。雄二はその為の交渉をＤクラスとしておいたというわけか。

「ところで雄二。Ｄクラスにはどんな条件を出したの？　いくら話がしやすい相手だからって、無条件で言うことを聞いてくれたっていうわけでもないよね？」

「あ。ウチもそれは気になるわ」

　教室全体を使わせてもらうのだから、それなりの対価が必要なはずだ。

「こちらが提示した条件だが、男子勢には『Ａ教室の巨大ディスプレイでエロＤＶＤを観る予定がある』とだけ言っておいたら反対意見は全て消えていた」

「Ｄクラスの男子って、アンタたちと同レベルよね……」

　確かに彼らとは強化合宿以来、妙な絆きずなが生まれた気がする。

「そして女子は『島田と同じ校舎になれるぞ』と言ったら快こころよく協力してくれた」

「待って坂本。それはごく一部の限定された女子だけだと思うの」

　脳のう裏りにドリルでツインテールな女子の姿が浮かんだ。

「でも、確かに美波の言うとおりだよ雄二。清し水みずさんだけが承諾してくれても、それがＤクラスの総意ってワケには」

「いや。それが、言いにくいんだがな……」

「？？？　なによ、坂本」

「清水の洗せん脳のう──もとい布教が功を奏したのか、Ｄクラス女子の大半が島田に対して異様に好意的でな」

「う、ウチには何も聞こえない！　日本語って本当に難しいわね！」

「あと、ごく一部の女子は『アキちゃんと同じ校舎になれる』と喜んでいたな」

「僕にも聞こえない！　日本語って本当に難しい！」

　知らないうちにＤクラスは大変なことになっているようだ。一瞬僕らは新校舎に移らない方が幸せなんじゃないか、と考えるほどに。

「そんなワケで、Ｄ教室からの突撃は問題ない」

「ウチにとっての問題は大量発生したんだけど……」

　僕はまぁ、今まで通り……なのかな？

「それはそうと、Ｄ教室から攻めるのが主力なら、姫ひめ路じさんや美波も一緒に行った方がいいんじゃない？」

「ああ。お前の言う通り、できることなら姫路と島田も連れて行きたいんだがな」

「駄目な理由があるの？　渡り廊下で敵を引きつけるのに必要だとか」

「勿もち論ろんそれもある。だが、一番の問題はＤ教室への侵入方法だ」

「あ……そういうことか……」

　姫路さんはあまり運動が得意じゃないんだった。彼女に校舎の外で上下移動をさせるのは厳しいし、もしも可能だったとしても速さが重要になるこの作戦には不向きだ。

「あれ？　でも、美波なら大丈夫なんじゃ」

「だからよく考えろと言ってるだろ。上下移動は梯子で、島田はスカートなんだぞ？」

「え？　そういう心配をしてくれてたの？　坂本って意外と紳士──」

「同行する他の連中が使い物にならなくなるだろうが」

「確かにそうだね」

「……アンタたちって、本当にウチをなんだと思ってるのかしらね……」

　誰が美波の下に位置取るかで喧けん嘩かが起こるだろうし、見えたら見えたで興奮して使い物にならなくなってしまうだろう。この配慮は妥だ当とうなものだ。

「それに、そんなことになったら僕も悔くやしいしね」

「え……？　アキ。それって、他の人には見せたくないとか、そういう……？」

　だって、皆がそんな楽しいことに参加しているのに僕は別行動なんて、そんな仲間ハズレは悔しいじゃないか。

「ちょちょちょ、ちょっと待ってねアキ。えっと……」

　スカートのホックの部分を緩ゆるめて、何やら視線を送る美波。何やってるんだろう？

「きょ、今日はダメッ！　また今度ね！」

「？？？」

　美波の行動と言動が意味不明だ。

「島田。お前……」

「えっ!?　あ、いや、そうじゃないわよ！　ちょ、ちょっと混乱しちゃって、その」

「まぁ、お前もＦクラスだしな……」

「う……。なんだか、すごく不本意なことを言われた気がするわ……」

「んじゃ、次はもう一つの経路の方だな」

「あ、うん。よろしく」

　落ち込む美波をよそに雄二の説明は続く。

　僕は今から説明する方に配属されるようだから、覚えておかないといけないのはここからだ。きちんと聞いておかないと！

「お前のいる部隊の仕事は一つ。翔しよう子この首く級びをあげることだ」

「へ？　それって雄二がやるんじゃなくて？」

　さっきの話だと雄二が霧島さんのところに行くように思えたけど。

　僕の疑問に対して鷹おう揚ように頷うなずきながら雄二が答える。

「ああ。主力とは言ったが俺たちの部隊がやるのは陽よう動どうだ。俺・姫路・ムッツリーニの三人のうち、翔子の首く級びを取りに行く本命は──」




　　　　　☆




『……本命は、土つち屋や』

『ムッツリーニ君？　坂本君や瑞みず希きちゃんじゃなくて？』

『……うん』

『代表。どうしてそう言い切れるの？　坂本君はともかくとして、姫路さんは無視できないとアタシは思うけど？』

『……たぶん雄二は確実性を重視してくる』

『確かに、霧島さんに確実に勝てると言えるのは土屋君の保健体育くらいだろうけどね』

『でも代表。坂本君が確実性を重視するっていう根拠はあったりするの？』

『……Ｆクラスは長い準備期間のせいで気負っているし、向こうは私との勝負にあまり時間をかけられない』

『だから、短時間で確実な勝負ができる土屋君を本命にしているってこと？』

『……うん。それに、本人は気付いていないかもしれないけど──雄二は半年前に、最後の最後で負けたっていう意識がどこかにある』

『そのせいで、詰めとなる代表との勝負は確実に勝てる方法を取ってくる？』













『……うん』

『なるほど。そういうことなら納得だ』

『う〜ん……。でも、ボクは瑞希ちゃんも坂本君も怖いと思うケドね〜』

『……それは大丈夫。瑞希も雄二も強いけど──』

『けど？』

『──多分、私の方が強いから』




　　　　　☆




「それで、本命がムッツリーニなのはいいけど、霧島さんのところに行く方法は？」

「Ｃ教室を使う」

「なんだ。結局Ｃ教室を使うんじゃないか」

　てっきりＣ教室を取ったのは、Ｄ教室からの突撃を隠す為だけだとばかり。

「相手はＡクラスだからな。手は何重にもして打っておく必要がある」

　要するに、こういうことだろう。Ｄ教室から雄二たちが現れてＡクラスの人たちを動揺させる。慌あわてて雄二たちを抑えに向かってガラ空きになったところで僕やムッツリーニのいる部隊が霧島さんに勝負を挑む、と。勿もち論ろん雄二としては、いけそうだと判断したら自分で直接霧島さんと戦うことも考えているだろうけど。

「明久。お前にはムッツリーニを翔子のところへ送り込む為に動いてもらう」

　雄二が僕に告げる。これはだいたい予想通りの指示だ。

　仮にここで僕に『霧島さんと戦って勝ってこい』なんて言われても困る。僕の点数じゃ、いくら操作に若じやつ干かんの差があったところで霧島さんには勝てないからだ。

「お前たちは四階から三‐Ｃを経由して二‐Ｃ教室へ入り、Ａ教室を襲しゆう撃げきするんだ」

「いやいやいや。ちょっと待ってよ雄二。襲撃するんだ、なんて簡単に言うけど、Ｃ教室からＡ教室の間にどれだけ敵がいると思ってるのさ」

　Ｄ教室で雄二たちが戦っているとしたら、Ｃ教室からＡ教室へ至る廊下にもそれなりの数の敵がいるだろう。攻撃力の低い僕ですら素通りなんてさせてもらえるわけがないから、厳重にマークされているムッツリーニは言わずもがなだ。

　なんていう僕の台詞せりふを、雄二は簡単に笑い飛ばした。

「おいおい明久。忘れたのか？」

「へ？　何を？」

「お前は半年前に一度、似たようなシチュエーションでＢ教室に突撃をかけただろうが」

「似たようなシチュエーション……？　それって……まさか！」

　半年前。Ｂ教室にいる相手に攻撃をしかけろ、と言われて僕はＤ教室から攻め込んだことがある。その時に取った方法は──

「Ｃ教室の壁を壊せ」

「それ本気で言ってるの!?」

　教室間の壁の破壊。我ながら無茶なことをしたもんだと思う。あの時は謝り倒してなんとか許してもらったけど、同じことをもう一度やったら今度はどうなることか……。

「なに、安心しろ。お前が教師に責められることは絶対にない」

「ほ、本当に？」

「ああ。壁が壊れやすくなるように、先に俺が一度壊して表面だけ直しておいたからな」

「な、なんてことを……」

　そんなことをしたら雄二もただじゃ済まないだろうに、よくもまぁ……。それだけこの勝負に懸けているってことなんだろうか。

「触ったくらいで壊れたら即座にバレちまうから、ある程度の強度は保っているが……別に問題ないだろ？」

「うん。召しよう喚かん獣じゆうの力なら大丈夫だと思う」

　なにせ、以前はまっさらの壁を壊したくらいだし。

「ちなみに、細工をしてある場所は黒板の右側だ。カレンダーがかけられているあたりだな」

「オーケー。黒板の右側で、カレンダーのあたりだね」

「ああ。壁を壊したら、あとは一気にＡクラスに突入するんだ。翔子に至るまでの途中の敵は、他の連中と協力して押さえ込んでくれ。以前のＣクラス戦で使った方法で道を作ればいい」

　Ｃクラス戦で使った方法って言うとアレか。戦死覚悟で相手に飛びかかって、一瞬だけ駆け抜けるスペースを作るってやつ。なるほどね。

「Ｃクラス戦で使った作戦は、この時の為に考えてあったってことか……」

「まぁな。本当はＡクラスに手の内を晒さらしたくないから隠しておきたかったんだが、実戦で練習ができたと思えばあれはあれで悪くなかった」

　あの時はＡクラスもＢクラスとの勝負の最中だったから、うまくいけばバレていないかもしれないしな、と雄二は一言付け足す。

「そう言えば坂本。朝は聞き忘れていたけど、保体の先生はどうするの？　土屋が警戒されているなら、当然保体の先生の動きもチェックされてると思うけど？」

　美波が顎あごに指を当てて尋たずねる。全然気付かなかったけど、美波の疑問はもっともだ。

「保体教師は俺たちと同行して、他の科目で勝負している間にＡ教室まで単独で行ってもらう」

「事前に先生に頼んでおくってこと？」

「ああ。別に教師を先に送り込んではいけない、なんてルールはないからな。折を見て翔子の近くに行かせて、ムッツリーニが来たらフィールドを張ってもらうさ」

　なるほど。保体の先生も雄二たちが連れて行くことで、相手は尚更雄二たちの方を警戒するってわけか。色々考えているなぁ。

「あれ？　でも、保体以外の科目の先生はどうするのさ？」

　Ｄ教室で雄二たちが陽動の為に戦闘をするのなら、保体じゃない他の科目の先生が必要になる。でも、窓からの侵入なんて、大おお島しま先生と鉄てつ人じんくらいしか実行できないことだ。鉄人は補習室の監督をしているのだから、雄二たちと同行できる先生は大島先生以外存在しない。それだと保体以外の科目じゃ勝負ができなくなってしまう。

　なんて僕の疑問に雄二はしたり顔で答えた。

「いるだろ。Ｄ教室で授業をしていた教師が」

「え？　それって」

「突入するタイミングを休み時間にしたのは、Ｄクラスの授業を邪魔しない為じゃない。授業が終わってフリーになった教師を捕まえる為だ」

　雄二の考えの深さに舌を巻く。

　アクロバティックな突入で保体の先生がいたら、普通それは保体の勝負が始まるものだと思い込む。そうなれば当然そこにムッツリーニがいると思い込むだろう。けれども、それは陽動。実際はムッツリーニは僕と一緒にＣ教室にいて、Ｄ教室では保体ではなく他の科目で勝負が始まる。相手はもう他の場所から現れるムッツリーニに対応する余裕はないだろう。

「あ。ということは、Ｃ教室の先生も？」

「ああ。英語の遠えん藤どうがいるから頼んで召喚許可をもらってくれ」

　英語の遠藤先生はとにかく押しに弱い女の先生で、申し訳ないけど〝壁を壊す〟とかそういった場面にはうってつけの人だ。『試召戦争中なので召喚許可を下さい！』と勢いで押し切れば召喚許可をくれるに違いない。

「今日を選んだのはこの為だったのか……」

「まぁな。三年が不在で四階がガラ空きで、二‐Ｃ教室には英語の遠藤。こんな都合の良い状況は他にない」

　今朝、雄二がどうして他のクラスの時間割まで調べていたのか、その理由がようやくわかった。

　もしかしたら、雄二はもっと早い段階で試召戦争が解禁されてもこの日までは勝負を挑まなかったかもしれない。そう思えるほどに、今日という日は僕らにとって都合の良い一日になっていた。……いや、違うか。雄二が〝都合が良くなるように〟作戦を立てたのか。

「ちなみに渡り廊下での立ち上がりは現状維持だ。昼休み明けでいきなり下がり始めたら怪しまれるからな。点数の差でジリジリ押され始めたように見せかける」

　とは言っても実際に押され始めているんだけどな、と続ける雄二。何か新しい作戦でもない限り、地力の差が出てくるのは仕方のないことだ。

「さて。以上だが、何か質問はあるか？」

「坂本。ウチと瑞希もいけそうだったらＡクラスに行ってもいいのよね？」

「勿論だ。ただし、敵の主力を引きつけるという仕事が最優先だけどな」

　Ａクラス側は美波たちを陽動だと思って戦力を割いてこない可能性がある。そうなったら姫路さんの火力で一いつ掃そうして、Ｃクラス戦の時と同じ方法で道を作って一気に美波と姫路さんのコンビが霧島さんのところに攻め入ることになるわけか。Ａクラスがどこか一ヶ所でも隙を見せたらそこを起点に勝負をかけられる。これは面白いことになりそうだ。

「ん。秀吉とムッツリーニも戻ってきたか。丁度良いタイミングだな」

　教室の一角に目をやる雄二。僕も視線を追うと、後ろ側の扉から入ってきた秀吉とムッツリーニが席に着く姿が見えた。二人ともトイレにでも行っていたんだろうか。

「瑞希も帰ってきたみたいね」

　姫路さんもいつの間にか自分の席に座っている。他の皆もきちんと全員いるみたいだ。

「よし。──全員、昼休み前にいた場所に戻ってくれ！　この勝負、ここからが本番だぞ！」

『『『おおお──!!』』』

　教室を揺るがすほどの鬨ときの声とともに、Ａクラスとの試召戦争は再開された。





















　作戦会議を終えて気分が盛り上がった僕を待っていたのは、午前中に消耗した科目の補充試験だった。

「………………」

　相変わらずわからない問題が多いけど、出来る範囲で取りかかる。

　解いて、飛ばして、解いて、飛ばして、解きかけて飛ばして、飛ばして、飛ばす。

　先に進むにつれて問題のレベルが上がっていくので、解けそうにない問題ばかりになったら戻って見直しをする。

「（カリカリカリカリカリカリ）」

「（カリカリカリカリカリカリ）」

　近くでは、美み波なみが数学を、姫ひめ路じさんが化学をそれぞれ補充していた。二人ともペンを持つ手が止まる気配はない。

　この二人が同時に戦線を抜けるのは危険だけど、これにはきちんと理由がある。

　美波が補充に入ったのは、得意科目が消耗したから。

　姫路さんが補充に入ったのは、久く保ぼ君がそうしているという情報が入ったからだ。

　あの久保君の猛もう攻こうを止めるには姫路さんの力が必要になる。だから姫路さんは久保君に合わせてこのタイミングで補充をしているというわけだ。




『小お野の、浅あさ賀が、御み手た洗らい。二階に行って総合科目での勝負を始められるよう狙ってくれ。あそこは三度科目を切り替えている。総合の点数が下がっている敵が多いはずだ。それと、派手に動いて向こうの注意を引くようにもしてもらいたい』

『『『了解』』』

『斉さい藤とう。物理教師を連れて階段の近くを通過して欲しい。勝負科目が物理になると見せかけて、向こうが人員を入れ替えるよう仕向けるんだ』

『わかった』

『渡わた会らいは斉藤が動いた後に渡り廊下の科目を世界史に切り替えられるよう手配してくれ。原はら田だはそれに合わせて真ま中なか、武む藤とう、渡わた辺なべと一緒に援軍に──』




　離れたところから、雄二が次々と指示を出す声が聞こえてくる。その指示が今までの勝負より細かいのは、それだけ相手が強いということの証明だろう。

　でも、逆を言えば──そんなにも強いＡクラスを相手に、僕らがまともに勝負できている、ということになる。半年前は、Ｄクラスに宣戦布告に行っただけで鼻で嗤わらわれていた僕らが。

　ただのバカの集まりだと思われていたあの頃から、認識が改められている。

　そう考えると、少しだけペンを持つ手に力が入った。試し召しよう戦せん争そうが面白い、なんて思うのはこれが初めてかもしれない。




　しばらくの間、補充テストを受ける時間が続く。




「ふい〜。やっと終わったぁー……」

　二度目の見直しを終えたあたりで、丁度僕の現国の補充試験が終わった。出来の方はいつも通りといったところだろう。あとは先生に解答用紙を渡して、採点が終わるのを待つだけ──




『坂さか本もとっ！　出たぞ！　久保だ！』




　というところで、そんな報しらせが飛び込んできた。

「久保だと？　ヤツの復帰にはまだ時間があるはずだが」

　報告を聞いて雄二が眉を顰ひそめる。

　姫路さんは未いまだに試験を受けているというのに、もう久保君が出てくる。これはおかしな話だ。だって、姫路さんは久保君に対抗する為に、彼のタイミングに合わせて補充に行ったのだから。復帰はほぼ同時になるはずだ。




『いや！　アレは間違いなく久保だった！　とにかく急いで援軍を寄越してくれ！』




　だというのに、報告によると久保君はもう戦線に復帰しているらしい。

　補充に入った時間が同じなのにもかかわらず、出てくる時間が異なる。そうなると、考えられるのは──

「さてはあの野郎、補充試験を途中で切り上げやがったな……！」

　久保君が試験を受ける時間を短縮した、ということだ。

「くそ……っ！　優等生のくせに、随分とえげつない手を使ってきやがるじゃねぇか……！」

　確かに久保君の行動はＡクラスらしくない。補充試験を途中で切り上げるなんて手段は、むしろ僕たちＦクラスの考えに近いと言えるだろう。

　久保君の突破力を考えると、姫路さんの復帰を待っている余裕はない。解答は切り上げることができたとしても、採点にかかる時間で防衛線を突破されてしまうからだ。

　残っている戦力を投入したら、久保君を止められる。久保君の戦い方は防御を考えていないから、決死の覚悟で皆が飛び込めば消耗させることはできる。

　でも、そうしたらこちらには多くの戦死者が出る。そして、戦死者の分だけ最後の作戦の成功率は下がっていく。待ちに待った、僕らの悲願を達成する為の作戦が失敗しやすくなっていく。




　──僕が行きたい。




　そう思った。

　作戦に投入する戦力を温存する為に、久保君を僕に任せて欲しい。作戦の勝率を上げる為に、僕に賭かけて欲しい。

　午前中に見まみえた時は、全然勝負にならなかった。

　必勝の策なんてものは、一つも持ち合わせていない。

　僕が今ここで行くのなら、現国の採点を受けられない。貴重な時間を割さいて補充させてもらった、テストの点数を捨てないといけない。

　マイナス要因は沢山ある。

　対して、プラス要因はほとんどない。僕が少しばかり召喚獣の操作に自信を持っているという、ただそれだけ。気休め程度の勝算だ。

　普通は、そんな分の悪い賭けに乗ったりはしない。そもそも、そんな選択肢自体が思い付きもしない。

　だというのに──




「明久！　緊急事態スクランブルだ！　久保を止めに行ってくれ！」




　雄二は躊躇ためらいもなくそう言った。

『おい坂さか本もと。吉井は現国の採点待ちだが──』

「んなもん待ってられるか！　久保を止めるのが先決だ！　森もりと平ひら田たは明久に同行してフォローを頼む！」

　清すが々すがしいほど潔いさぎよい決断。言い出すのを迷っていた自分が馬鹿らしくなるくらいだ。

「明久。いけるか？」

　雄二が僕の目を見て訊きいてくる。

　僕は返事を口にする前に、一つだけ確認を取った。

「雄二。久保君は誰が相手でも手て心ごころを加えてくれる気はないらしいけど」

「ああ。それを知った上で、お前に頼む」

　雄二の目に冗談の色は見当たらない。コイツは本気で、僕と久保君が勝負になると思っている。学年次席を相手に、観察処分者バカの代名詞のこの僕が。

　おかしなやつだと思う。提案しようと思っていた僕自身でさえ、本当に久保君を止められるかどうかなんて半信半疑なのに。

「明久。お前なら、正面から久保を止められる」

　雄二は僕の背中を押すように、はっきりと断言した。

　その一言が、僕の中にあった不安と疑念を吹き飛ばす。

「わかった。絶対に止めてくる」

「折せつ角かく受けた試験を無駄にさせちまって悪いな」

　そんなことを雄二が謝る必要はない。むしろ、お礼を言いたいくらいなのだから。

「あと一歩で決着だ。いいかお前ら……絶対に抜かせるなよ！」

「「「了解っ！」」」

　返事とほぼ同時に、僕は森君・平田君と一緒に廊下へと飛び出した。

　その直後、正面からこちらに向かってくる敵の姿が目に入る。

「──っ！　吉よし井い、Ａクラスだ！　早速二人抜けてきてやがる！」

　今のところ二人だけのようだけど、ああやって抜け出した人がいるということは、久保君に防衛線が崩されつつあるということだ。これはもう、一刻の猶ゆう予よもない……！




『久保君の邪魔をしに行くつもりね。させないわよ吉井君！　試獣召喚サ　モ　ン！』




　正面から駆けてきた女子が、傍そばにいた氏うじ家いえ先生の許可で召喚を開始した。

「げっ！　アイツ佐さ藤とう美み穂ほじゃねぇか！」

　森君の言葉で思い出す。そうか。あの人は、半年前の一騎討ちで僕が勝負した佐藤さんか。あんまり交流がないからすぐに名前が思い浮かばなかった。

「どうするんだ吉井！　アイツ相当デキるぞ！」

「迎え撃つ！」

「迎え撃つってお前、半年前アイツにボロボロにやられてただろ!?　大丈夫なのか!?」

「──試獣召喚サ　モ　ンっ！」

　森君に返事をする代わりに、僕は走りながら自分の召喚獣を喚び出した。




『Ａクラス　　　佐藤美穂　　　　ＶＳ　　　Ｆクラス　　　吉井明久

　日本史　　　　２８１点　　　　ＶＳ　　　１８９点　　　　　　　』




　佐藤美穂さん。半年前のＡクラスとの勝負で、僕が物理で勝負して負けた相手。あの時は手も足も出なかった。

　だけど、日本史での勝負なら──

「吉井君、勝負！」

　佐藤さんが召喚獣に武器を構えさせ、まっすぐに突っ込んでくる。

　僕も自分の召喚獣を正面から突っ込ませ、すれ違い様に木ぼく刀とうを胴に叩き込み、素早く振り返って背中を打たせた。




『Ａクラス　　　佐藤美穂　　　　ＶＳ　　　Ｆクラス　　　吉井明久

　日本史　　　　　　95点　　　　ＶＳ　　　１８９点　　　　　　　』




「え……っ？」

　前の勝負で圧勝したという油断があったのか、何が起こったのかわからない、という顔をしている佐藤さん。

　日本史での勝負なら──負ける気がしない！

「いいぞ吉井！　日本史でこの点数なら俺でもなんとかいける！」

「俺もだ！　この連中は引き受けた！　──試獣召喚サ　モ　ン！」

「ありがとう！　よろしく森君、平田君！」

「あ……。ま、待って──待ちなさい、吉井君！」

　佐藤さんの相手を交代してもらって先に進む。

　久保君……。午前はいいようにやられたけど、何度も好きにさせるわけにはいかない。この勝負に勝つため、君を止めさせてもらう！

　旧校舎を抜けて目的の渡り廊下に辿たどり着つくと、そこには隊列も崩れて劣勢に立たされている皆の姿があった。




『おい！　これ以上通したらヤベぇぞ！』

『んなこと言ったって、あんなもん止められるか！』

「Ｆクラスの皆。すまないけど、そこをどいてもらえないだろうか」

『誰が通すか！　俺たちにだって譲れないモンがあるんだよ！』

「──仕方がない。それなら、勝負だね」

『負けられるかぁぁああっ！』




『Ａクラス　　　久保利とし光みつ　　　　ＶＳ　　　Ｆクラス　　　高たか橋はし敦あつ也や

　世界史　　　　３２３点　　　　ＶＳ　　　ＤＥＡＤ　　　　　　　』




　高橋君の決死の攻撃は相手の肩を突き、久保君の鎌かまは高橋君の召喚獣の首を刈り取っていた。

「さて。先に進もうか、木きの下したさん」

「ありがとう、久保君。それじゃ、ここの掃そう討とうは奥おく井いさんたちに任せるわ。アタシたちはこのまま坂本君を落として勝負を終わらせましょう」

　久保君を先頭に、一気に押し寄せてくるＡクラス。彼らは十人近い仲間を連れて、渡り廊下に敷かれたＦクラスの防衛線を駆け抜けようとしていた。

　けど。

「させるかぁああっ!!」

「っ!?」

　先頭を駆けていた久保君の召喚獣が、こちらの攻撃を防御して足を止めた。




『Ａクラス　　　久保利光　　　　ＶＳ　　　Ｆクラス　　　吉井明久

　世界史　　　　３２３点　　　　ＶＳ　　　１５８点　　　　　　　』




「吉井君か……！」

「久保君。テストを途中で切り上げるなんてらしくないね。そんなに急がないで、ここでゆっくりしていってもいいんじゃないかな……！」

　僕の点数と、さっきの高橋君の攻撃で消耗した久保君の点数が表示される。今、世界史での久保君の点数は４００点を超えていない。腕輪の力さえ使われなければ、まだ立て直しは可能なはずだ！

『おっしゃ！　いいぞ吉井！』

『今のうちだ！　生きてるヤツぁ一旦こっちに集まれ！　前衛後衛に分かれてチームを組み直すぞ！』

　すかさず態勢を立て直す行動を取り、久保君の後ろに続く木下さんたちを押さえにかかるＦクラスの仲間たち。さすが、踏んできた場ば数かずと報ほう酬しゆうに対する欲望は伊だ達てじゃない。

　あとは──

「吉井君。これは勝負だからね。僕の個人的な感情を挟はさむことはできない。せめて痛みのフィードバックで苦しむ前に、退ひいてもらえないだろうか」

　目の前の久保君。彼を押し戻せば、もう一度防衛線を張れる。

「それはこっちの台詞せりふだよ久保君。Ａクラスの皆には良くしてもらったけど、この勝負は僕らの悲願なんだ。譲るわけにはいかない」

「……わかった。君がそう言うのなら、僕も覚悟を決めよう」

　久保君の召喚獣と僕の召喚獣が正面から睨にらみ合あう。

　相手が得え物もののデスサイズ死神の鎌を袈裟懸けに構えて一気に飛び込んできた。今回は腕輪こそないものの、相手の点数は３００点以上。その踏み込みの速さも並じゃない。

　けど、僕だってこの半年で色々な勝負を経験してきたんだ。いくら速いとは言っても、こんなバカ正直な突進に当たりはしない！

　相手の突進方向、構え、武器の形状から繰り出される攻撃を予測する。久保君の狙いはどうやら武器のリーチを活かした薙なぎ払はらいのようだ。相変わらず防御を考えている様子はない。

「ふぅ──っ」

　小さく息を吐き、コースを予測した久保君の攻撃を屈かがんで避ける。

　これはいくら点数を上げようと、実戦を経験しないと身につかない類たぐいの技術だ。強化合宿を含めてもまだ四回程度しか実戦経験のない久保君に、こういった技術で負けることはない！

「く……」

　久保君の召喚獣が空振りしたデスサイズを豪腕で引き戻し、今度は大上段に振りかぶる。あの姿勢だと間違いなく振り下ろしだろう。いくら力が強くても、そんなに振りが大きいと避けるのは難しくない。

　僕は召喚獣を一歩だけ横に動かすと、相手の身体目がけて小さな振りで木刀を叩き付けた。




『Ａクラス　　　久保利光　　　　ＶＳ　　　Ｆクラス　　　吉井明久

　世界史　　　　３０３点　　　　ＶＳ　　　１５８点　　　　　　　』




　僅わずかにダメージを与えて、素早くその場から飛とび退すさる僕の召喚獣。一瞬の後、誰もいなくなった空間をデスサイズが切り裂いた。久保君が多少のダメージは無視してでも攻撃を続けるという姿は既に見ている。それなら僕は相打ちにならないように細かく鋭く攻撃をくわえるまでだ。

「………………」

　こちらの構えを見て大振りでは捉えられないと思ったのか、両手で持っていたデスサイズを右手一本で持ち、左ひだり拳こぶしを握りしめる久保君の召喚獣。おそらく小回りの利きく素手で動きを止めて、止めにデスサイズを使うつもりなのだろう。流石さすがは久保君。その分析と判断の速さは並じゃない。

　今度はデスサイズを肩に乗せ、久保君の召喚獣が迫ってくる。

　僕は意識を集中させて、召喚獣に更に細かい動きを取らせた。

　拳を振りかぶった相手の左肩に、狙い澄ました小さく鋭い突きをコツン、と入れる。久保君の点数相手にこの程度の攻撃はダメージを与えることなんてできないだろうけど、狙いはそっちじゃない。

「っっっ」

　動きの始点を突かれ、拳を突き出せなくなる久保君の召喚獣。それならばと右手のデスサイズが繰り出されるけど、片手で持っているそれは力も速度も不充分で、僕の点数でも受け止めきることができた。

　今度はこちらから攻撃する。一度目の踏み込みはフェイント。目の前で空を切る裏うら拳けんをやり過ごしてから振り下ろした木刀は、右手一本で構えたデスサイズに防がれた。

　動きを止めず、素早くバックステップで距離を取る。またしても相手の左拳が空を切った。




『おいおい……。吉井のヤツ、マジかよ……？』

『……あの久保と正面から打ち合うなんて正気じゃねぇぞ……』




　緊張感のある攻防が続く。普通の相手なら焦じれて更に大ぶりになるところを、久保君は平静を保って自分の出来る限りの操作をしていた。

　相手を押し返したいのに攻撃力が不足している僕と、一発を当てたら勝てるのにそれが当てられない久保君。陣形を崩されたＦクラスの皆は、近くの仲間と組んで善戦しているものの目の前の相手に押され始めている。

　この状態に限界が来る。そう思い始めた頃に、彼女は来た。

「お待たせしました明久君！　避けて下さい！　──試獣召喚サ　モ　ンっ！」

「オッケー姫路さん！」

「!?　しまっ──」

　僕の召喚獣が退避した空間を熱線が抉えぐる。

　その標的となった久保君の召喚獣は回避が一瞬遅れ、右の手足を焼やき焦こがされていた。




『Ａクラス　　　久保利光　　　　ＶＳ　　　Ｆクラス　　　姫路瑞みず希き

　世界史　　　　　　34点　　　　ＶＳ　　　３７９点　　　　　　　』




　傷を負った久保君と、力を使って消耗した姫路さんの点数が表示される。

　腕輪の攻撃を受けても戦死にならない久保君が凄いのか、直撃じゃないのにあの久保君を瀕ひん死しに追いやる姫路さんが凄いのか。高得点者二人の衝突は僕には判断しかねる結果を示していた。

「……すまない木下さん。僕は一度下がって点数を補充させてもらう」

　一瞬の出来事に呆けるような真似はせず、素早く戦闘区域外に出る久保君。討うち取とるまでには至らなかったけど、相手を押し返すことができた。これで防衛線を張り直せる！

「皆、隊列！」

『『『やってらぁ！』』』

　この機を逃さず、姫路さんを中央に後方に槍やり部隊を従えた例の陣形を組み直そうと動き出す仲間たち。そして僕は、それを阻止しようとする木下さんの足止めに走っていた。

「やっぱり貴方あなたは邪魔ね、吉井君。今朝囲んだときになにがなんでも仕留めておくべきだったかしら」

　僕の召喚獣の攻撃を受け止めつつ、木下さんが言う。

「それは買いかぶりすぎだよ木下さん。今の久保君を退かせたのだって姫路さんの力なんだし」

「いいえ。姫路さんは確かに強いけど、それは予測も対応も出来る強さだもの。対策を練ねることのできる相手は、強くても怖くはないわ」

「僕のことは予測できない、と？」

「ええ。だって吉井君って、バカなんだもの」

「………………」

　結構傷ついた。

「冗談よ。貴方は点数は低くても、二体の召喚獣を持っていて、観かん察さつ処しよ分ぶん者しやでもある。単純に強いだけよりも、私たちにとっては余程脅きよう威いになるってことよ」

　勿もち論ろん一番怖いのは、そんな貴方を最大に活かして戦局を動かす坂本君だけどね、と呟つぶやく木下さん。僕がそこまでの脅威になり得るかどうかは疑問が残るけど、こうしてこちらの内情が知られてしまっているのは僕たちＦクラスにとってはかなり不利なことだ。何も知られていなければ学年最低クラスが相手なんだから油断してくれただろうし、ムッツリーニや姫路さんの動きがチェックされることもない。もしかしたら、Ａクラスに勝つことの出来るチャンスは半年前の一回きりだったんじゃないか、なんて弱気な考えが一瞬頭をよぎった。

「明久君、もう大丈夫です！　下がって下さい！」

　姫路さんの声が聞こえる。陣形の立て直しは終わったようだ。

　これで僕が出張る必要もなくなる。

「それじゃ木下さん、またね」

「ふんっ。次は、絶対に逃がさないから」

　木下さんもこっちの態勢が整っているところに飛び込んでくる気はないようで、下がっていく僕を無理に追撃してくるようなことはなかった。




　　　　　☆




　Ｆクラスの本陣となったＥ教室に戻ると、そこは随分と閑かん散さんとしていた。

「あれ？　他の皆は？」

　教室に残っている雄二に尋たずねる。さっきまでは補充の人が結構いたはずなのに。

「ドサクサに紛れて四階に移動させた。願ってもないチャンスだったからな」

　雄二の作戦は、皆が移動しているのが見つかっただけでご破は算さんになってしまう。さっきの久保君たちの襲撃は僕にとってはただのピンチだったけど、雄二にとってはそれだけではなかったようだ。

「移動はうまくいったの？」

「ああ。お前が渡り廊下で大立ち回りをしてくれたからな。相手の注意が逸それてくれたおかげでスムーズにいった」

「それは良かった」

　着々と勝利の為の一歩が積み重ねられている。その実感は僕を少なからず高こう揚ようさせた。

「ところで、雄二はまだ移動しないの？」

「アホ。俺はクラス代表だぞ？　相手に居場所が知らされるだろうが」

「あ……。そうだった」

　勝負の泥どろ沼ぬま化かを避けるため、クラス代表は居場所を明らかにするというルールがある。雄二が早めに四階に移動していたら、相手に何かを企んでいることが即座にばれてしまうだろう。

「んなわけだから、俺はギリギリまでここにいて、他の連中が動き出すタイミングを見計らってダッシュで向かう」

　居場所がバレたとしても相手が対応できない時に至るまで、雄二はこの護衛もいない場所で待機するのだろう。どこかが突破されたら終わりの一発勝負。でも、そこまでするからこそ、僕たちがＡクラスに勝てる可能性が生まれてくる。

「じゃあ、僕は先に三‐Ｃに行って待機してるね」

「おう。行ってこい」

　最後の作戦の為に、教室の扉に手をかける。

「明久」

「ん？」

　出て行く直前、雄二が話しかけてきた。

「……ようやく、ここまで来たな」

　色々なものが含まれた雄二の一言。

「そうだね」

　僕が答えると、雄二は黙って手元のノートに視線を落とした。

　決着の時が、刻一刻と迫っていた。




　　　　　☆




　三‐Ｃに到着すると、そこにはムッツリーニを含む五人のクラスメイトたちと、

「こんにちは、吉井明久君。ご機嫌はいかがでしょうか」

　なぜか[image: ]たか城しろ先輩がいた。

「あれ？　なんで[image: ]城先輩が？」

「…………丁度今、同じことを聞いていた」

　雄二の話だと、三年生はこの時間には〝進路ガイダンス〟とかなんとかで全員体育館に行っているはずだけど。

「私はあの集会の内容は既に知っておりますので」

　集会の内容を既に知っている？　なんだかちょっと変な言い回しだ。

「なので、お暇ひまを頂いて姫路瑞希嬢のいる二‐Ｆの動向を拝見しておりました」

　姫路さんのいる二‐Ｆの動向、ね……。

「先輩は随分と姫路さんにご執しゆう心しんなんですね」

「おや。気に障さわってしまいましたか？　それは失礼致しました」

　例の気取ったお辞じ儀ぎをする[image: ]城先輩。なんだろう。この先輩の仕種や言動は、たまに僕の気持ちを荒らしてくる。

「……質問の答えになってませんけど」

　ついムッとして語調を荒げてしまう。けれども、[image: ]城先輩は僕のそんな物言いに眉まゆ一つ動かさず、丁てい寧ねいな口調のまま言葉を返してきた。

「そうですね……。こういう言い方は誤解を招くかもしれませんが──」

　そこで一旦区切って、はっきり告げる[image: ]城先輩。

「私は、瑞希嬢といやらしいことをしたいのです」

『『『誤解の余地がねぇ──っ!!』』』

　思わずその場の皆で絶ぜつ叫きようしてしまった。何言ってるのこの人!?

「皆さん、静せい粛しゆくにお願いします。いくら騒音対策の施ほどこされている新校舎とは言え、大声を出すのはあまり感心できません」

『静粛にじゃねぇよ！　白はく昼ちゆう堂々何ほざいてんだアンタ!?』

『ンなモン俺だってしたいわ！』

『丁寧に言えば許されるってわけじゃねぇんだぞ!?』

「ですが皆さん。本当に私は彼女といやらしいことがしたいのです」

『『『俺たちだって本当に心の底からいつだってしたいわ──!!』』』

　ああそうか。この先輩は口調が丁寧なだけで、紳士でもなんでもないんだ。

「そんなに大声を出しても良いのですか？　皆さんはあまり人に見つかってはいけない役割を担になっていると見受けましたが」

『『『あ…………』』』

　慌てて皆で口をつぐむ。先輩のあまりの発言につい騒いじゃったけど、僕らがここにいることはバレたらまずいんだった。

「ですが、恐らく見つかってはいないでしょう。窓と扉を閉めておけばそうそう音は響きませんからね」

　試召戦争という騒がしいイベントがあるので、文ふみ月づき学園はかなりしっかりした防音を施してある。この程度なら問題ないだろう。

「…………なぜ、そこまで姫路を？」

　珍しくムッツリーニが質問をする。それは僕も気になるところだ。

　確かに姫路さんは可愛いしスタイルも良いけど、目の前の先輩は異性に不自由していないように見える。だと言うのに、どうしてこの人は姫路さんに固こ執しつするんだろう。

「野球大会の時の話を聞いたのですが、」

「野球大会って、あの召喚獣の？」

「ええ。その時の彼女は、真しん摯しで、ひたむきで、クラスの仲間の言葉を信じて目を瞑つむってまで投球を続けたと聞いています」

　脳のう裏りに蘇よみがえるのは、三‐Ａとの勝負でマウンドに姫路さんが上がった時の、あの凄せい惨さんな事故の光景。確かに彼女は雄二の言葉や（一応）僕のことを信じて一生懸命に投げてくれたけど──あれは信頼というよりは、単に騙だまされていただけのような……？

「私は、彼女のように無む垢くで無む邪じや気きで純粋な女性に対して、親愛の情を禁じ得ません」

「すいません先輩。その表現わかりにくいので簡潔にお願いします」

「私は騙されやすい女性が大好きなのです」

　それが本音か。

「あまりに自分が騙されやすいから、噓うその下へ手たな子が好きってことですね……」

「何を仰おつしやるのです。ひたすら勉学を修め、優ゆう雅がな物腰を身に着けた私が、騙されやすいなどというわけがないでしょう」

「先輩。勉強や物腰と騙されやすさは無関係です」

「え……っ？」

　そんなバカな、という顔をする[image: ]城先輩。うん。この人、勉強は出来るのかもしれないけど、

「頭はあまりよくない気がするな……」

「待って下さい。それは貴方にだけは言われたくない台詞せりふです」

　いや。この人は絶対に僕よりバカだ。間違いない。

「……まぁ、良いでしょう。真実は第三者の目には明らかなのですからね」

「そうですね。僕の仲間は皆真実を理解していると思います」




『すげぇ……。チンパンジーとオランウータンの知恵比べみてぇだ……』

『ああ……。どっちもバナナを取るのに必死だぜ……』




　なんて見る目のないクラスメイトたちなんだ。

「とにかくですね。可愛らしい方ならＦクラスにも三人いらっしゃるようですが、その中でも姫路瑞希嬢は群を抜いていると私は思うのです」

　[image: ]城先輩のその言葉に、なぜか僕は反感を覚えた。嫉しつ妬とってわけじゃないけど……なんだろう。

　姫路さんが可愛いのは確かだし、美波や秀吉のことも可愛いと言っている。友達が褒ほめられているというだけなのに、何な故ぜ僕は気分がささくれ立っているのだろう。

「やはり、純粋で淑しとやかな女性は魅力的ですね。姫路瑞希嬢は素晴らしい方だと思います」

　自分でもよくわからない感情を抱きつつ、気が付けば僕は[image: ]城先輩に対してこんなことを口にしていた。

「[image: ]城先輩。ああ見えて、姫路さんは負けず嫌いでひたむきなところがあるし、美波は女の子らしくて可愛いところがあるし、秀吉は大胆で誰よりも度胸があって格好良かったりしますよ？」

　秀吉や美波が姫路さんに比べて評価が低いのが気に入らないとか、そういうわけじゃない。もっと根本的な何かが原因だ。

　モヤモヤしたその感覚の正体を探っている僕に、[image: ]城先輩は言う。

「ミナミという方は存じ上げませんが……。ですが、木下嬢は演技に長たけ、内面を隠す方と聞きました。さような方は噓や隠し事の疑念があり、人間的な魅力では些いささか──」

「違いますよ先輩」

　[image: ]城先輩の口上を遮さえぎって告げる。

　今の言葉でなんとなくわかったかもしれない。どうして僕がこの人の言葉に反感を覚えたのか、その理由が。

「先輩は勘違いをしています」

「勘違い、ですか？」

「はい。確かに秀吉はポーカーフェイスが巧うまいし、内面を見抜くのは難しいかもしれません。でも、それは秀吉が自分のやりたいことに打ち込んでいるからです」

　秀吉は好きなことにひたむきで、その為の努力を積み重ねている。それの成果のどこが欠点だと言うのか。それこそが、外見以上の長所で魅力そのものなんじゃないか。

「そうやって好きなことを一所懸命頑張っているからこそ、秀吉はあんなにも魅力的で、一緒にいて誇らしい仲間だって思えるんです」

　この先輩は、人の表面しか見ていない。

　皆のことを、うわべでしか評価していない。

　それが僕には気に入らなかった。だから反感を覚えたのだろう。

「その人の一番の魅力も見ないで、僕の大事な仲間を批評しないでもらえますか」

　言っている自分でも先輩に対して失礼な物言いだとは思う。でも、これだけはどうしても言っておきたかった。

「吉井明久君。それはあなたにとっての価値観です。私が同様の見方をするとは限りませんよ」

　それは正論だ。でも──

「…………そろそろ、時間」

　尚も言い返そうとする僕に、ムッツリーニが壁掛けの時計を指差して告げた。

「あ……いつの間に」

　[image: ]城先輩と話をしているうちに随分と時間が過ぎてしまっていたようだ。突入の準備をしておかないと。

「すいません、[image: ]城先輩。僕らはやることがあるので」

「わかりました。それでは、部外者は退出すると致しましょう。私も、今回の試召戦争は見学するだけで充分そうですし」

「見学で充分……？」

　若干違和感のある物言いに疑問を抱く僕をよそに、[image: ]城先輩は教室の扉に手をかけて、

「ああ、そうでした。最後に一つだけ」

「はい。なんですか？」

「吉井明久君。貴方は、能力に見合わない待遇を受けている人が相応の立場になろうとしているとき、それを邪魔しようと思いますか？」

　それって、努力が報むくわれるべきかどうかってことだろうか。

　だとしたら、僕の返事は決まっている。

「思いません」

「とても良いお返事です。その言葉、努ゆめ々ゆめ忘れることの御座いませんよう」

　よくわからないことを言い残し、[image: ]城先輩は去って行った。

　あの人は何が言いたかったんだろう。邪魔って何のことなんだろう。

　いや……そもそも、なんであの先輩はここにいたんだ？　成績が良いのなら所属はＡクラスのはずだ。このＣ教室にいる理由がない。

『あの先輩、俺たちの応援をしにきた……ってわけじゃないよな』

『それはないだろ。三年には嫌われていることはあっても、好かれているなんてことはありえないからな』

　クラスの仲間の言葉を耳にして、今更になって思い出した。

　そうだった。あの人は、前の僕らとＣクラスの勝負で、相手に入れ知恵をしていた──僕らの敵だ。

　じゃあ、僕らの邪魔をしに来た……？　でも、さっき先輩は『見学するだけで充分』と言っていた。それはつまり、僕らが負けると考えたってこと？　この作戦が失敗すると思ったとか？

「だいたい、どうしてそこまで僕らを敵視するんだ……？」

　三年生と僕ら二年生の折合いが悪いのはわかっている。僕があの先輩に若干の反発感を抱いてしまったのも事実だ。けど、あの先輩が僕らにちょっかいをかけてくる理由がわからない。

　僕が気に入らないと思っているように、あの先輩が僕を嫌っているのだとしたら、別に近寄って来なければいいはずだ。いや、そもそもそういう感情を抱いたのだってついさっきのことだ。面識もないのにああやって話しかけてくるのは──

「…………（トントン）」

「え？　なに、ムッツリーニ？　今ちょっと考え事を」

「…………集中」

　あ……。

　ぼそっと呟いたムッツリーニの言葉に目が覚める。

　忘れてた。今は勝負の行く末を握る肝の場面だ。何余計なことをごちゃごちゃと考えているんだ！　まずは目の前のことに集中してＡクラスに勝つ！

「ごめん、ムッツリーニ。ありがとう」

「…………別に、いい」

　時計を見て現在時刻を確認する。

　時間だ。突入準備を開始しよう。

「皆、覚悟はいいね？」

『『『ＯＫ』』』

　僕らは頷うなずき合あうと、窓を開けて移動の準備を開始した。





















　二‐Ｄ教室に降りると同時に、俺はクラスの全員に対して大きな声で言い放った。

「行くぞお前ら！」

『『『っしゃぁぁああ──!!』』』

　窓から進入したＤ教室は打ち合わせ通り道が作られており、ついさっきまで授業をやっていた教師もＤクラス代表の平ひら賀がが話しかけて足止めをしてくれていた。準備は万全だ。

『竹たけ中なか先生！　試し召しよう戦せん争そう中なので召しよう喚かん許可をお願いします！』

　Ｆクラスの仲間がＡ教室を指差しつつ教師の協力を要請する。古典の竹中教諭は驚きながらも俺たちの言うことを聞いてくれた。

『Ｆクラスの連中をＡ教室に入れるな！　何をしてくるかわからないぞ！』

　敵がわらわらとＤ教室に入ってくる。

　そして、その敵の中には

「来たね、坂さか本もと君。木きの下した君も一緒か」

　Ａクラスでも二番手の実力を誇る相手、久く保ぼ利とし光みつの姿があった。

「久保か。姫ひめ路じにやられた点数の補充はどうしたんだ？」

「受けていないよ。もう世界史で勝負することはないと思ったからね」

　心の中で小さく舌打ちする。野郎……。渡り廊下を姫路が突破するようなことがあれば、勝負科目は世界史になるというのに大した度胸だ。

「さぁ勝負だよ坂本君、木下君。決着をつけよう」

　俺たちを通すまいと出入り口に立つ久保が、俺と隣にいる秀ひで吉よしを見ながら告げる。久保がいることは予想外だったが、ここまでは計画通りだ。

　あとは明久、お前が作戦通りに──
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　雄ゆう二じや秀吉たちが突入してから二分後。それが僕らが二‐Ｃ教室に入るタイミングだ。

　三‐Ｃ教室の窓を開け、僕らは息を殺して機を計っていた。

「確か、黒板の右側。カレンダーのあるところ、だったはず……」

　突破口となる壁のポイントはしっかりと覚えている。Ｃ教室に入ったら、まずは先生の確保。次に壁の破壊。あとはＡ教室に突入して、ムッツリーニが霧きり島しまさんに至るまでの道を作る。全て今までにやったことのある行動だ。何も問題はない。

「…………明あき久ひさ」

　ムッツリーニが僕の袖を引く。時間だ。

「行くよ、皆」

　小さな声で最後の確認。仲間たちは皆黙って小さく頷うなずいた。

　物音を立てないように、慎重に二‐Ｃ教室へと入る僕たち。すると、そんな僕らを見て教室内に引き留められていた遠えん藤どう先生が目を丸くしていた。

「よ、吉よし井い君？　あなたたちはどこから──」

「すいません遠藤先生。説明している時間はないんです。試召戦争中なので、至急召喚許可を下さい」

　先生の言葉を遮さえぎって許可を要請する。遠藤先生は「え？　あ、はい」と戸惑いながらも許可を出してくれた。これで召喚ができる！

「「試獣召喚サ　モ　ン」」

　キーワードを口にして召喚開始。足下に現れた幾き何か学がく模様の中心から、召しよう喚かん獣じゆうが姿を見せた。

　そして、その点数も少し遅れて表示される。




『Ａクラス　　　木下優ゆう子こ　　　　ＶＳ　　　Ｆクラス　　　吉井明久

　　英語　　　　３８２点　　　　ＶＳ　　　81点　　　　　　　　　』




「………………え………………？」

　一瞬、我が目を疑った。

　別に点数が変だというわけじゃない。科目が違うというわけでもない。ただ、気になるのは、

「木下……さん……？」

　想定していない名前が相手側に表示されていたことだ。

「こんにちは、吉井君」

　教室の隅すみから声が聞こえてくる。ここにいてはいけないはずの相手の声が。

「どうしてここに……」

「それは説明するまでもないと思うけど？」

　木下さんの言葉が合図だったのか、扉の外で待機していたらしい他のＡクラスの人たちも僕らのところにやってくる。

「ということは、僕らの作戦は」

「ええ。予想していたわ。アタシじゃなくて、代表が、だけどね」

　俄にわかには信しんじ難がたい話を突き付けられる。けれども、目の前には木下さんたちＡクラスの面々が立っている。これは、雄二の作戦が霧島さんに看破されてしまったということの紛まぎれもない証拠だ。

「朝、廊下で会ったのはこの為だったんでしょう、吉井君？」

「いや、あれは」

「誤ご魔ま化かしてもダメよ。だって、この教室から凄い大きな声で『ふざけるんじゃないわよ！』って聞こえてきたんだから」

「………………」

　その怒ど声せいの原因が〝あぶりだし〟という五文字だったという事実は黙っておいた方が良いだろう。

「あんなに怒らせるなんて、また壁でも壊そうとしたのかしら？」

　木下さんがＡ教室とＣ教室を隔へだてる壁を見ながら言う。実際はそういった内容の手紙ではなかったのだけれど、彼女たちが辿たどり着ついた結論は僕らの作戦と一致してしまっている。

「自分の教室の壁を壊すなんて言われたのなら、あの怒声も頷けるわ……」

　結果として、雄二の悪ふざけが原因でＡクラスに作戦を見破るヒントを与えてしまったというわけだ。

「おのれ、雄二のアホ……！」

「え？　何か言った、吉井君？」

「いや。なんでもないよ」

　こうなると状況はかなり苦しい。ここまで手の内が明かされた状態で、僕はあの木下さんたちを相手にしつつ、壁を壊して突破口を作らなくちゃいけない。

　でも、まだ望みがなくなったわけじゃない。僕が壁を壊すことさえできたら、充分に勝利できる可能性はあるのだから！

「ここが正しよう念ねん場ばだ！　やってやる！」

「いいわ。諦あきらめないのなら、ここで退場させてあげるわ吉井君」

　木下さんの後ろでＡクラスの他の人も召喚を始める。相手はＡクラス五人。科目が英語である以上、ムッツリーニの援護は望めない。唯一の希望は、壁を壊すことができれば彼らを撃破する必要はないということだ。

「勝負だ木下さん！」

　召喚獣を壁に向かって全力で走らせる。時間が経てば経つほど向こうの援軍──何より、工く藤どうさんがこの教室にやってくる可能性が高くなる。他の場所で勝負している皆もいつまで保つかわからないし、一秒でも早く作戦を成功させないと！

「勝負、なんて言いながら狙うのはアタシじゃないあたり、吉井君もしたたかよね」

　武器を構え、僕の召喚獣と目的の壁の間に割って入る木下さん。やっぱり壁狙いはバレているのか……！

　とにかくカレンダーの貼ってある壁を目指して突進する僕の召喚獣。その突進は、相手の横よこ殴なぐりの一撃によって中断させられた。

「ぐ……」

　攻撃を防御した右腕のあたりが鈍にぶく痛む。フィードバックのせいだ。

　一度立ち位置を変える必要がある。木下さんを壁の前から引き離さないと。

　木下さんを釣る為に召喚獣を下がらせる。けれども、相手はその場所から動かなかった。

「その様子だと、あのあたりに何かあるのかしら……？　仕掛けは何もなかったかと思ったんだけど」

　木下さんがカレンダーのあたりに目をやりながら呟つぶやく。くそ……！　もう場所まで特定してくるのか！　雄二が最初に倒しておきたい相手と言ってた理由が今更になって実感できる……！

「ごめんね皆。アタシはここを離れられないから、吉井君をお願いできる？」

『『『了解』』』

　自分が動く代わりに、他の人たちに指示を出して僕を取り囲ませる木下さん。まずい、まずい……！

　三人が僕を攻撃し、一人はムッツリーニや他の仲間たちの動きを警戒している。木下さんは壁の前だ。

『『『試獣召喚サ　モ　ンっ！』』』

　このままでは僕に勝ち目がないと判断し、Ｆクラスの皆が召喚を開始した。この場は助かるけど、壁を壊してから後のことがあるから、彼らが討ち取られるような事態は絶対に避けなければならない。

　とは言え、これで戦いやすくなった。向こうの注意が他の皆にも散ってくれた今なら、僕は木下さんのところまで行ける。皆が討ち取られるより早く、僕が壁を壊すことができたら問題ない！

「二重召喚ダブル！」

　召喚獣をもう一体喚よび出だし、目の前に立つ相手に攻撃をさせた。

『と……っ』

　防御で動きが止まった相手の横を主獣メインが走り抜け、再び木下さんに肉にく薄はくする。向こうは目標の壁を背にしている。無視して壁に到達することはできない。

　それなら──木下さんの召喚獣ごと壁に体当たりするまでだ！

　被ひ弾だん覚悟で飛び込む僕の召喚獣。すると木下さんはこちらの意図を察したのか、武器を振るうような真似はせず、同じく体当たりで押し返そうとしてきた。このままだと点数差で僕の召喚獣が吹き飛ばされて終わってしまう。

　その時、僕は副獣ダブルの方を動かした。交戦していた相手の大ぶりの一撃をわざと受け止め、大きく吹き飛ばされるように。そして、副獣が飛ばされていく先には、木下さんに突進している主獣の背中がある。

「──っっ!!」

　歯を食くい縛しばって衝突の痛みを堪こらえる。

　主獣と副獣、そして敵の勢いを乗せた体当たりは一直線に突き進んで、

「くぅ……っ！」

　木下さんのそれに押し勝った。

　ドンッ、と団子状態になった僕と木下さんの召喚獣が壁に当たる。だいぶ勢いは殺されてしまったけど、それでも人の力とは比べものにならない威力だ。問題ない！

「皆、あとは任せ──」

　た、と言おうとして、僕は言葉を失った。

「なん……で……？」




　──壁は、壊れていなかった。





















『でも、今の瑞みず希きの状況が召しよう喚かん大会の時に似てるって聞いて、安心したわ』

『え……？』

『勝ったら解決するんでしょ？』

『は、はいっ。それはもう、間違いなく！』

『それなら大丈夫よ。きっと最後にはなんとかなるから』

『それは、どうして……』

『だって、妨害とか、トラブルとか、途中は色々あったけど──あの時最終的に勝ったのは、アイツらなんだもの』
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「いくら召しよう喚かん獣じゆうの力でも、それくらいで壁は壊せないと思うわよ、吉よし井い君」

　ひび一つ入っていない壁を前にして呆ぼう然ぜんとする僕に木きの下したさんが告げた。

「Ｃ教室を取っていたのだから、事前に細工でもしてあるのかとも思ったんだけどね」

　木下さんの言葉が重くのしかかる。

　もしかしたら、雄ゆう二じのやつが壁の細工に失敗したのかもしれない。あるいは、細工を見破られてＡクラスの人に対策を練ねられてしまったのかもしれない。この状況であと一、二発殴ったところで、壁は壊れるとは思えない。

　けど、それなら──

「何度でもやってやる！　一度で壊せないのなら、壊れるまで殴り続けるだけだ！」

　この程度で諦あきらめるもんか！　まだ僕たちは負けたわけじゃないし、僕の召喚獣だって生きている！　膝ひざをつくのは可能性がなくなってからでいい！

「こんな状況になったら普通は諦めるのに……！　これだから、Ｆクラスは……！」

　木下さんが僕に鋭い視線を向けてくる。上等だ！　僕らがくぐってきた修しゆ羅ら場ばの経験と、君らが積み重ねてきた勉強。どちらが上か最後の最後まで勝負してやる！

「皆、壁際に寄って！　これ以上吉井君を近づけないように！」

　木下さんの指示でＡクラスの人たちが全員壁際に並んだ。こっちを取り囲んで討うち取とる方針から、目標物を守る方針へとシフトしたらしい。

　そっちがそう来るのなら、こっちは方法を変えるまでだ！

「ここは僕が引き受ける！　ムッツリーニは大おお島しま先生と合流してＡクラスへ走るんだ！」

「…………（コクリ）」

　包ほう囲い網もうの解かれた英語のフィールドからムッツリーニが出て行く。

　以前、強化合宿で工く藤どうさんと大島先生を同時に相手にしたことがあるムッツリーニなら、Ａクラスまで辿たどり着つけたら奇跡を起こせるかもしれない。ここは木下さんたちを全員足止めして──ムッツリーニの力に懸ける！

　そんなこちらの作戦変更に対し、木下さんは素早く対応してきた。

「そうはいかないわ！　愛あい子こ、お願い！」

「な……っ!?」

　木下さんが廊下に向かって声をかける。

　すると、扉をくぐって一人の女子生徒が教室に入ってきた。

「…………工藤……愛子……！」

「はろはろー。ムッツリーニ君」

　手をひらひらと振ってみせる工藤さん。まだ戦力を残していたのか……！

「土つち屋や君が相手だと万が一が起こり得るから、念の為こうして待機してもらっていたのよ。土屋君の姿が見えるまでね」

　恐らく、工藤さんは大島先生の姿を確認しつつも、ムッツリーニが現れるまでは踏み込まないように言われていたのだろう。何か予想外の事態が起きてムッツリーニと大島先生が合流しても、時間を稼かせげるように。くそ……っ！　Ｄ教室に入りさえしてくれたら、雄二たちが工藤さんを足止めしていただろうに……！

「愛子。わかってるとは思うけど、」

「うん。いくらボクでも、ここで大島先生を待って保健体育勝負を挑むほど自分勝手じゃないよ。できればムッツリーニ君ともう一回勝負してみたかったケドね」

　そして、ムッツリーニの正面に立って後ろにいる竹たけ内うち先生に声をかける工藤さん。

「竹内先生。現国の勝負、お願いします」

　当然、勝負の相手はムッツリーニだ。保健体育以外も優秀な工藤さんとは違って、ムッツリーニの現国の点数はとても低い。勝負を受けなければ敵てき前ぜん逃とう亡ぼうで失格だし、まともにやり合ったら勝ち目がない。この状況で、僕にできることは……！

「ムッツリーニ！　すぐに応援に行く！　なんとか頑張って──」

「諦めなさい、吉井君。良いセンまではいったけど、この勝負はアタシたちの勝ちよ」

　木下さんが諭さとすように告げる。

　僕にも、これがもはや絶望的な状況だということはわかっている。わかってはいるけど──それでも、最後まで抵抗する！　まだ何か出来ることが残っているかもしれないじゃないか！

　この状況を打破する方法を探して、必死で頭を回転させる僕。

　その隣で、ムッツリーニが小さく何かを呟つぶやく。

「…………残念」

　微かすかに聞こえたそれは、敗北宣言としか思えない言葉だった。

　残念。まさに、念が残る。──未み練れんが残る。

「まぁ、残念でしょうけど、これも勝負だし悪く思わないで──」

　尚も言いい募つのる木下さんの言葉を遮り、今度ははっきりとムッツリーニが告げた。




「──本当に、残念じゃったのう。姉上」




「「「………………え？」」」

　ムッツリーニが急に聞き慣れた声と口調に変わり、驚く僕とＡクラスの面々。

「この読み合い、雄二の勝ちのようじゃ」

　つけていたウィッグを外し、秀吉はにぃっと笑みを浮かべた。




　　　　　☆




「……頃合いだな」

　久く保ぼが現れ、それ以降の援軍は全てＣ教室に入っていくのが見えた。そして、その中には工藤の姿もあった。もう充分だろう。

「？？？　坂さか本もと君。それはどういう──」

「やるぞ、ムッツリーニ！」

「…………心得た」

　俺の合図で秀ひで吉よしに扮ふんしたムッツリーニが、邪魔なウィッグを放り投げて一気に駆け出した。

「な……っ!?」

「起動アウエイクン！」

　驚く久保に迫り、白しろ金がねの腕輪を起動させる。召喚フィールドの干かん渉しようを起こし、姿を消す久保の召喚獣。これで出入り口は確保できた。

「お前ら、しっかり頼むぞ！」

『『『っっしゃぁぁああーー!!』』』

　その隙すきに廊下に飛び出したクラスの連中がＡクラスまでの道を作る。そこをムッツリーニは駆け抜けていった。

「く……っ！」

「行かせねぇよ、久保」

　久保がムッツリーニたちを追いかけるより早く、白金の腕輪を仕舞う。今度はこっちが出入り口を塞ふさいで、そっちが閉じ込められる番だ。

「まさか、土屋君を木下君の姿に──女装させていたなんて……！」

　久保が悔くやしげに、秀吉が聞いたら泣き崩れそうな台詞せりふを口にする。

「お前ら、秀吉のことを甘く見ていただろ？」

　秀吉は突出した点数の科目もなければ、別段召喚獣の操作が巧うまいわけでもない。物に触れるような特別仕様の召喚獣でもないし、白金の腕輪なんて物も持っていない。だが、アイツにはアイツならではの特技がある。

「吉井君たちは囮おとりだった、と？」

「そりゃそうだ。校舎の壁をぶっ壊すなんて、そんな真似が二度も出来るか」

「さっき壁を殴るような音が向こうから聞こえたのだけれども」

「敵を騙だますにはまず味方から、ってな」

　あのバカくらい目立つ野郎が信じていたら、相手だってそこに何かあると思い込む。明あき久ひさに黙っていたのはそれが理由だ。

「だいたい──壁の壊れた教室なんか、普通は嫌だろ？」

「半年前に他のクラスの壁を壊したくせに、よく言うよ」

「俺たちの教室には関係なかったからな」

　俺が言うと、久保は肩を竦すくめつつも小さく笑みを浮かべた。













『──────!!』

「……この声は……」

「決着がついたみたいだな」

　Ａ教室の方からどよめきの声が聞こえ、勝負をしていた召喚獣の姿が消える。Ｆクラスの連中の勝かち鬨どきが聞こえないのは、皆が集まるのを待ってのことだろうか。

「やれやれ……。行こうか、坂本君」

「おう。お疲れ、久保」

　召喚獣の消えた廊下を歩き、俺たちはＡ教室へと入っていった。





































「秀ひで……吉よし……？」

「うむ。いかにも。作戦とは言え、騙だましておって悪かったのう、明あき久ひさ」

　いつもの姿に戻った秀吉が僕に言う。え？　え？

「い、いつから入れ替わってたの？」

「昼休みの終わりからじゃな」

　ということは、午後はずっと入れ替わっていたの!?　一緒に行動していたのに全然気付かなかった……。他のクラスメイトは皆にやにやしているし、もしかして知らなかったのって僕だけ？

「しかしお主、いくらワシがおらんと思っておったとは言え、先の[image: ]たか城しろとやらの前でよくもあのようなことを恥ずかしげもなく言えたのう……。あの時、ワシがどれだけ無表情を保つのに苦労しておったことか」

　秀吉に言われて思い出す。そう言えば僕、あの時秀吉の魅力が云うん々ぬんとか偉そうに言ってたんだっけ！　ヤバい！　恥ずかしい！　死ぬほど恥ずかしい！

「もっとも、先ほど見せた最後まで諦あきらめぬ姿勢──お主の方が、ワシにはよほど魅力的に思えたがの」

「へ……？」

　若干恥ずかしそうな秀吉の台詞せりふ。あれ？　ひょっとして今、褒ほめられた……？













「あらら……やられちゃったね〜。これじゃボク、すぐには代表のところに行けないや」

　工く藤どうさんがやれやれ、と両手を上げた。さっき秀吉に勝負を申し込んだ以上、ここで戦わないと敵てき前ぜん逃とう亡ぼうとして失格になる。

「な、何言ってるのよ愛あい子こ！　早く秀吉を倒して代表のところに」

「無む駄だじゃ姉上。それが間に合うようなやり方を、あの雄ゆう二じとムッツリーニがやるわけがなかろう？」

「う……」

　Ａ教室の方からは既に喧けん騒そうが響いてきている。勝負となれば秀吉は全力で逃げ回って時間を稼かせぐだろうし、途中にＦクラスの邪魔だっているはず。。今から工藤さんが霧きり島しまさんのところに駆けつけるのは無理があるだろう。

「さて明久よ。騙しておったことへのせめてもの詫わびじゃ。この場はワシらに任せて、顚てん末まつを見届けてくるんじゃな」

「え？　いいの？」

「うむ。なにせ、半年がかりのお主の悲願じゃからの。わけもわからぬまま終わっては締まりが悪かろうて」

　秀吉が嬉うれしいことを言ってくれる。ここはその気き遣づかいに甘えておこう。

「ありがと、秀吉。行ってくる！」

　お礼を言ってその場を後にする僕。




『あーあ。コレで今度はボクたちが旧校舎だね、優ゆう子こ』

『愛子！　諦めてないでもうちょっと最後まで──！』




　背を向けたＣ教室からそんな会話が聞こえてくる。

　二人には悪いけど、木下さんと工藤さんのやり取りが僕には少しおかしく思えた。




　　　　　☆




『Ａクラス　　　霧島翔しよう子こ　　　　ＶＳ　　　Ｆクラス　　　土つち屋や康こう太た

　保健体育　　　３５１点　　　　ＶＳ　　　８０３点　　　　　　　』




　僕がＡ教室に足を踏み入れた時には、霧島さんとムッツリーニはそれぞれの召しよう喚かん獣じゆうを喚よび出だし終えていた。

　学年最高位の霧島さんに対して、その倍をも上回る点数を誇るムッツリーニ。霧島さんが弱いわけじゃないけど……残念ながら相手が悪い。勝負の経験と点数の双方において勝るムッツリーニに敗北はないだろう。

「…………加速」

　ムッツリーニが召喚獣に特殊能力を使わせ、その姿が見えなくなるほどの速さで標的に肉にく薄はくする。

　一瞬後にはムッツリーニの召喚獣が勝ち名乗りを上げるだろう。

　というところで、




『学園長先生。お願いします』

『わかったよ。やれやれ……。またあのガキどもが騒ぎそうだねぇ……』




　──フッと霧島さんの召喚獣が姿を消した。




　一瞬、霧島さんとムッツリーニの勝負が桁けた違ちがいすぎて目がついていかなかったのか、なんて考えが頭をよぎる。

　けれども、どうやらそうではないようだ。

「「？？？」」

　その証拠に、霧島さんもムッツリーニも驚いたように辺りを見回している。

　ざわつく周囲に視線を巡らすと、更に様子がおかしいことに気がついた。

「召喚獣が……いない……？」

　霧島さんとムッツリーニだけじゃない。他にも勝負をしていた何体もの召喚獣が全てその姿を消していた。




『何？　どうなってるのこれ？』

『Ｆクラスが何かやったの？』

『Ａクラスの作戦か？』




　敵も味方も皆一様に頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべている。この様子だと、召喚獣が消えた原因は僕らでもＡクラスでもなさそうだ。

　まさか、またシステムの不調とか……？　だとしたら、この勝負の結果はどうなるんだろう。また最初からやり直しとか？　折せつ角かくここまで追い詰めたのに!?

　どよめきの声が教室中に響く。

　そんな中、

「失礼致します」

　凜りんとした声が割って入ってきた。この声は……

「[image: ]城先輩……？」

「ご機嫌麗うるわしゅう。吉よし井い明久君」

　なぜか無関係のはずの[image: ]城先輩がＡ教室に入ってきた。少し遅れて学園長とリンネ君、小こ暮ぐれ先輩や常とこ夏なつコンビまでやってくる。え？　何この面子メンツ？　今ここで一体何が起こっているの？

「二年Ａクラス、並びにＦクラスの皆様。勝負の最中に申し訳ありません。実はお伝えしたいことがありまして、こうしてお邪魔致しました」

　胸に手を当て、僕らに向かって一礼する[image: ]城先輩。

　そして、顔を上げて信じられない言葉を口にした。




「我々文ふみ月づき学園第三学年は、第二学年に対して試し召しよう戦せん争そうを申し込みます」




「「「………………はい？」」」

　その場にいる二年生の全員が唖あ然ぜんとした顔になる。

　どういうこと？　[image: ]城先輩は何を言っているの？

「私たちの要求は二年生のＡ・Ｂ・Ｃクラスの設備及び教室です。こちらがこの試召戦争に勝利した場合、それらを三年生に明け渡してもらいます」

　事態を飲み込めていない僕らをよそに、[image: ]城先輩が説明を続ける。

　Ａ・Ｂ・Ｃクラスの設備をよこせって──

「それだと、僕たち二年生はどこに」

「二年及び三年のＤ・Ｅ・Ｆクラスに移って頂くことになります」

　淡々と告げる[image: ]城先輩の言葉の意味を理解するのに、数秒の時間を費やす僕ら。

　少しずつ内容を理解し、頭の中身が整理できたあたりで、




『『『ふざけんなぁーっ！』』』




　一斉に怒ど号ごうが乱れ飛んだ。




『そりゃ一体どういうことだよ！　俺たち二年は最高でもＤクラスの設備までで我慢しろってことか!?』

『それで三年は最低でもＣクラス!?　ふざけんな！　んなもん飲むわきゃねぇだろ！』

『帰れ！　小暮先輩だけ置いて教室に帰れ！』




　大きな怒鳴り声は主にＦクラスだけど、Ａクラスの間でも『ふざけてるよね』とか『それは酷すぎる』なんて声が上がっていた。

　そんな喧けん噪そうに負けじと、見慣れた先輩たちが大声で告げる。

「ふざけんなってのは俺らの台詞だボケ！　お前ら二年は遊んでばっかだろうが！」

「それなら良い設備を俺たちに譲れってんだよ！」

　出た。常夏コンビだ。相変わらずチンピラみたいな二人組だなぁ……。

「常つね村むら君、夏なつ川かわ君。そういった物言いは控えて下さい。二年生の皆様も静せい粛しゆくに。詳しい話は学園長先生にして頂きます」

「まったく……やれやれ、だねぇ……」

　水を向けられ、学園長は僅わずかに顔をしかめて一歩前に出た。

「アンタたちには急な話に思えるかもしれないけどね、実はそういう提案は前々からあったのさ」

「そういう提案って……」

「学年の隔へだてなく、学校全体で設備を賭かけて勝負するべきじゃないか、という話さ」

　それはつまり、三年生のＣクラスが二年生のＢクラスに勝負を挑むとか、そういうことだろうか。

「三年生がそんなことを言い出したんですか？」

「いいや違うね。三年は話に乗っただけで、提案自体はよその学校からさ」

「ボクのいたガッコウでは、システムがドウニュウされたらそうシタい、ってハナシがアルんだヨ」

　ヒョコッと顔を出すリンネ君。ボクのいたガッコウ？　システムのドウニュウ？

「あ……。もしかして、昼休みにリンネ君が落としていったプリントって」

「ン？　アキヒサもヨんだノ？　ソウだヨ。あのプリントって、ボクがいたガッコウが『文月学園に試して欲しい』ってイってたコトをマトメたものなんだヨ」

　じゃあ、三年生の集会でリンネ君が話をしたのは、この学年もひっくるめた試召戦争についてだったのか。

「チナミに、アキヒサにワタそうとしてタのはコッチだヨ。オソくなってゴメンネ」

　リンネ君が数枚の紙を取り出して僕のポケットに押し込む。ありがたいけど、今はそっちに気を回している余裕はない。




「おいおい……。こりゃどうなってんだ？」

「学園長先生に先輩方……？　一体何が起きているんだい？」




　僕らに遅れること少し。雄二が教室に入ってきた。久く保ぼ君も一緒のようだ。

「俺たちの勝利を祝いに来た──ってわけじゃなさそうだな」

　その場の面々を見て目を細める雄二。

「ババァ、こいつはどういう状況だ」

「フン。教えて欲しけりゃ口の利きき方を改めるんだねクソガキ」

「おい明久。何が起きているのか一言で説明してくれ」

「〝怪奇　試召戦争中に現れた妖怪老女〟」

「すまん。それだとババァ長が現れたこと以外何もわからん」

「アタシの名前は一度も出てきてないさね!?」

　一言だけでの説明って難しい。

「坂本雄二君。学園長先生には私がご同行頂けるようお願いしたのです」

「……ほほぅ……？」

　そう言った[image: ]城先輩と学園長を交互に見る雄二。あの学園長が、生徒のお願いを素直に聞く？　あの二人、何か怪あやしいな……？

　ありえない事態の究明に頭を巡めぐらせる。考えられる可能性としては──

「なるほど。デキてるってことか……」

「ブチ殺すよクソガキ」

　そうか。だから学園長は[image: ]城先輩と一緒に現れたのか。

「ババァ。アンタらの事情はわかった。俺は邪魔をするつもりはないから、他の場所に行って乳ちち繰くり合あうなりなんするなり好きにしてくれ」

「何がどうわかったらそういう言葉が出てくるんだい!?　アタシの説明は何一つ通じていないさね！」

「申し訳ありません学園長先生。貴女あなたもご存知の通り私は向こうの大学に行きますので、そのご好意はお気持ちだけでも迷惑なのです」

「アンタも失礼だね[image: ]城！　いつアタシがアンタに好意を抱いたって言うんだい！」

「（パァァッ）ということは私の誤解だったのですね！」

「しかもなんだいその満面の笑みは！」

　あ。[image: ]城先輩は僕が昼に言った噓うそをまだ信じていたのか。ちょっと悪いことをしてしまった気がする。

「まぁ、ババァの半世紀ぶりの恋については置いておくとして、だ。明久、本当にこれは一体どういう状況なんだ？　試召戦争に俺たちは勝ったのか？」

「えっと、それが……」

「…………召喚獣が消えて勝負ができなかった」

　霧きり島しまさんと向き合っていたムッツリーニがこっちにやってきた。やっぱり、あれは決着がついたから先生方がフィールドを消したというわけじゃなく、他の原因で消えてしまったということか。

「勝負ができなかった、だと？　まさか、またシステムの不調か!?」

　ムッツリーニの言葉を聞いて雄二が顔色を変えた。

「安心しなクソガキ。システムの不調なんかじゃないよ」

　システムの不調という台詞が聞き捨てならなかったのか、学園長がこちらを向く。

「不調じゃない？　じゃあどうして召喚獣が消えたんだババァ」

「アタシがシステムを止めたからさ」

　雄二の疑問に対して、学園長は悪びれもせずそう答えた。

　アタシが止めたなんて簡単に言うけど、僕らにしてみればこれはとんでもない話だ。なにせ、苦労に苦労を重ねてようやく手た繰ぐり寄せた勝利が、あと一歩のところで露つゆと消えたのだから。下へ手たをしたら暴動でも起こりかねない。

　そこまでのことを言われたはずなのに、

「そうか。それはまた、どういった理由で？」

　雄二は冷静に学園長に事情を尋たずねていた。

「学年対抗で試召戦争をやるとなれば今までにないほどの大規模戦になるからね。調整の為には一度システムを落とす必要があったのさ」

「大規模戦か。それはまた面白そうな話だが、別に今急いで調整に入らないといけないってわけでもないんじゃないか？」

「アンタの言う通り、調整自体はそこまで急いでいないさね。ただ、アンタたちが勝ったら設備の入れ替えが発生するからね。その直後にまた学年対抗で入れ替わりが発生したら面倒だろう？　だから、決着がつく前に手を入れたのさ」

「なるほど。それは合理的な考え方だな」

「学園の長としては当然さね」

「いやいや。謙けん遜そんすることはないさ。とても立派なことだ」

　学園長と雄二が、僕には理解し難がたい話を楽しげに交わしている。あれ……？　おかしいな。僕にはババァ長に悲願を邪魔されたようにしか思えないんだけど、実はそうじゃないのかな……？

　何か見落としていることでもあるのかと首を捻ひねる僕をよそに、二人の会話は続く。

「それにしても、アンタも随分とものわかりが良くなったもんだねぇ坂さか本もと」

「おっと。学園長に褒められるとは光栄だな」

「アタシはてっきり、アンタのことだから延々と文句を言ってくるものだとばかり」

「いやいや。俺だってそこまで子供じゃない。分別は弁わきまえるさ」

　などとにこやかに笑いながら、雄二がこっそりと僕に向かってアイコンタクトを飛ばしてきた。えーっと、なになに……？




『シキュウ　釘くぎバット　ヲ　四ダース　用意シロ』




　………………。

「すまないね。正直、アタシはアンタを手の付けられないバカだと思っていたよ」

「ははは。人間というのは成長するもんだからな」

　よく見ると、雄二の目は全然笑っていない。アイツは……本気だ。本気で、学園長を殺やる気だ。

「うん？　なんだい吉よし井い。こっちをジッと見て。アタシに何か言いたいことでもあるのかい？」

　学園長が成り行きを見守る僕に気付いて問いかけてきた。

　そうだなぁ……。学園長に言いたいこと、か……。




『秀吉。鉄製のスコップの用意だ。裏山の土は硬かたいからな』

『お、落ち着くのじゃ雄二。お主、今までに見たことのないような形ぎよう相そうをしておるぞ』




　学園長に背を向けた雄二と、その雰囲気に驚く秀吉の会話が聞こえてくる。どうやら雄二の中では、既に事後処理まで話が進んでいるみたいだ。

「吉井。言いたいことがあるのならサッサと言いな。回りくどいのは嫌いだよ」

「……学園長。この時季の裏山は紅こう葉ようが綺麗だから寂しくはないと思います。どうか御達者で」

「？？？　アンタはいきなり何を言っているんだい？」

　今はわからなくとも、後で僕の言葉の意味がわかるだろう。




『[image: ]城君。恋人の危機ですわ。抱きかかえて連れ出すべきです』

『恋人ですか？　この場にそのような方はいらっしゃいませんが』

『学園長先生のことです。貴方あなたの恋人ではないですか』

『おや。貴女あなたが冗談を言うとは珍しい』

『冗談かと思いまして？』

『冗談だと言って下さい』

『ごめんなさい。噓うそはあまり得意ではありませんの』

『………………』

『[image: ]城君。わたくしに財さい布ふを差し出したところで事実は変わりませんわ』




『よーしお前ら。全員にバットとスコップは行き渡ったな？』

『『『おーっ！』』』

『勝負の直後に肉体労働をさせて悪いが、あとひと頑張り頼むぞ』

『『『おお──っ！』』』




　Ａ教室の中が混こん沌とんとしてきている。雄二の目は既に正気を失っているし、僕も事態に頭がついていかなくて考えがまとまらない。う〜ん……どうしたものだろうか。

　よし。とりあえずは──

「[image: ]城先輩。一旦学園長を連れて逃げてもらえませんか？」

「あら、吉井明久君。貴方の立場で学園長先生を匿かくまうなんて意外ですわね」

「はい。カーペットに血が染みつくと、綺麗にするのって凄く大変なので」

「なるほど。合理的な考え方ですわ」

「お待ち下さい二人とも。そんなことよりもまずは私と学園長先生の関係が教師と生徒以外のなにものでもないと仰おつしやって下さい」

「アンタも待ちな[image: ]城。今アタシの命をそんなことって言わなかったかい」

　しまった。余計に会話が逸それた気がする。

　もはやまともな状況説明なんて望むべくもない。そんなところに、

「あ、あの……。これはどういった騒ぎなんでしょうか……？　私たちの試召戦争はどういう結果に──」

　皆よりだいぶ遅れて姫ひめ路じさんがやってきた。

「姫路……瑞みず希き嬢……」

　[image: ]城先輩が姫路さんを見て、心なしか嬉しそうに呟く。

「え？　た、[image: ]城先輩？　どうしてここに」

　対して、姫路さんは戸惑って目瞬きを繰り返していた。

「わかりました。吉井明久君、小暮嬢。貴方がたがそこまで仰るのなら、私の恋人は誰であるか、ここで証明して見せましょう」

　わけのわからないことを言って、[image: ]城先輩が姫路さんに真まっ直すぐ近付いていく。

　僕の直感が大音声でがなり立てた。今の[image: ]城先輩は危険だ、と。

「姫路瑞希嬢。少々宜しいでしょうか」

「？？？　は、はい。なんでしょうか？」  

　[image: ]城先輩が姫路さんの目の前に立ち、その顔に手を伸ばす。まずいっ!!

「危ない姫路さんっ！（ドンッ）」

「きゃっ」

　僕は慌あわてて姫路さんを突き飛ばして──




「………………」

「………………」




　僕にとって、人生最悪の出来事を招き入れる羽は目めになった。
















　あとがき




　本作を手に取って頂き、誠にありがとうございます。小説担当の井いの上うえ堅けん二じです。

　この巻をもって、ついに本編も10巻という大台に乗りました。皆様の温かい応援のおかげで、こんなにもバカな話を書き続けることができています。毎巻の常じよう套とう句くとなってしまって恐縮ですが、心より御礼申し上げます。

　さて。堅苦しい挨拶ばかりをしていても読よみ難にくいかと思いますので、またいつものように何かのお話をさせて頂きましょう。

　今回は、こうしてバカテスが出版される上で絶対に欠かせない存在、担当編集さんについてお話をしたいと思います。




　編集さんのお仕事というものは、一言で表現すると〝本を作ること〟になります。

　バカテスの場合ですと、僕が文章を書いて校正さんがチェックを入れ、葉は賀がさんがイラストを描き、デザイナーさんが各所をデザインして、編集さんがそれらをまとめて本にします。

　などと言葉で表現すると簡単に思えるかもしれませんが、編集さんのお仕事というものは、それはもう大変なものです。

　迫る期日に胃いを痛め、上がってきた原稿の出来に胃を痛め、修正作業の多さに胃を痛める。他にも、メディア展開のチェックや広告の出し方、各種イベントのお手伝いなど、やることは山やま盛もりです。

　そしてそんな忙しい中でも、担当編集さんはストーリーの行き詰まりやネタ切れという困難に対してのアドバイスを出してくれるのです。

　先日も、担当編集さんは僕の相談を親しん身みになって聞いてくれました。





井上堅二「もしもし」




担当さん『もしもし。井上君？　元気がないみたいだけど、どうかしたの？』




井上堅二「はい……。実は最近、ネタが思い付かないんです……」




担当さん『そっか。それは困ったね……』






　僕が苦しんでいると聞いて、なんとかしようと一所懸命考えてくれる担当さん。

　この時も担当さんは僕を救うべく、アドバイスをくれたのです。





担当さん『よし。じゃあ、オカマバーに行こう』






　──この人は、何を言っているんだろう。




　言われたことを理解できず、頭が混乱してしまいました。

　ですが、いつまでも文章が下へ手たなままだと大評判の僕とは違い、担当さんは長年この仕事に携たずさわってきた猛も者さです。先ほどのやりとりを整理して冷静に考えたら、きっとその言葉の意味するところが見えてくるでしょう。




　Ｑ：面白い文章が書けません。どうしたら良いでしょうか？




　Ａ：オカマバーに行きましょう。




　わからない……！　やっぱりわからないですよ担当さん……！

　なんでしょうか、この『今日は何曜日？』と聞いたら『海え老びの天ぷら』とでも返されたかのような不ふ合ごう理りなやりとりは。アドバイス云うん々ぬんの前に、まず会話として成立していないような気がします。

　僕がそういった内容のツッコミを入れると、担当さんは笑いながら言いました。





担当さん『あはは。そうじゃなくて、オカマバーでバカテスの好きなキャラや嫌いなキャラを聞いてみたらネタにならないかな、ってことだよ』






　なるほど。そういうことでしたか。

　確かに担当さんの提案は面白そうです。普通にバカテスの人気投票をやったら秀ひで吉よしがぶっちぎりのトップになると思いますが、違った観点から評価をしてもらったらどうなるかはわかりません。

　そんなわけで、僕と担当さんは各キャラクターたちのイラストを手に取材に行ってきたのですが──その結果については、すいませんがページ数の都合によりまた別の機会に持ち越しということで。中にはバカテスをご存知の方もいて、とても興味深い結果となりました。ご協力頂いた皆様、ありがとうございました。この場を借りて御礼申し上げます。

　しかし毎度のことながら、どうにもあとがきのスペースが不足しがちですね。大した話もしていないのに、なぜいつもこんなことになるのでしょうか。

　それでは恒こう例れいの謝しや辞じに移らせて頂きます。

　イラストの葉賀さん。[image: ]たか城しろの美形っぷりに驚きました。こんなにも格好良いのに、中身はあんなのになってしまって良かったのでしょうか……？

　担当のＫ様。一ページ前ではネタにしておいて説得力がないかもしれませんが、アドバイスや時間の調整やその他もろもろ、本当に感謝しています。僕を担当してくれる編集さんが貴方あなたで良かったと、心から思います。

　デザイナーのかがやさん。いつも綺麗な図や表をありがとうございます。これからも宜しくお願い致します。

　アニメやコミックの関係者の方々。表現できていない僕の拙つたない部分が、わかりやすくしかも面白く表現されていて感動です。あまり協力できなくてごめんなさい……。

　そして、読者の皆様！　気が付けば随分と長いシリーズになりましたが、ここまでお付き合い頂けてとても嬉しいです！　ファンレターやお葉書などは全て拝見しております。これからも頑がん張ばっていきますので、どうぞ宜しくお願い致します。

　最後に、簡単な予告でも。

　本編も残すところ最後のエピソードのみとなりました。次巻はどうなるのか現在は目め処どが立っておりませんが、お付き合い頂けると嬉うれしいです。

　それでは、またバカテスの舞台でお会いできることを祈っております。













著者

井上堅二

Kenji Inoue




ここはプロフィール欄ということなので、本来は「葉賀さんのイラストが好き」ということ以外の僕の特徴を書くべきなのでしょう。ですが、今更僕が「真面目で熱血漢。曲がったことが大嫌い」などと書いたところで、過去13冊分のあとがきが全てを台無しにしてしまうのではないでしょうか。ホント、ここって何を書けば良いのでしょう……？







イラスト

葉賀ユイ

Yui Haga




今年も秋すっとばして冬！　近年秋の服の出番が無くクローゼットで眠ったままの葉賀です。最近Ａクラスの面々の出番が増えてきて、描く機会も増えたのが嬉しいですね。なにげに久保君ハーレム状態なんですが、久保君自身は気付きますまいて……。
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